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「──ねえイクイク、悪いんだけど今日これからちょーっとだけ頼たのまれてくれないかな？」

　放課後の喧けん噪そうに包まれた私立桐とう葉よう学園高校一年二組の教室。

　屋外から聞こえてくる運動部の「えいしゃおらー！」という荒あらぶったかけ声や下校する生徒たちの楽しげな「ねえねえ帰りにドンキ寄っていこうよー」「えー、ピカソの方がよくない？」という話し声、教師たちの「今日帰りに一いつ杯ぱいいかがですか？」「いいですなぁ、あのウサギちゃんのいる店とかどうです？」「おお、悦よろこんで！」などという若干不適切な声が響ひびいてくる中（平和だ……）、柏かしわ崎ざき行いく人とはクラスメイトの星ほし崎ざき夏か奈なにそう声をかけられた。

「あのね、ほんの些さ細さいな頼み事なの。些細で瑣さ末まつで些さ々さで、イクイクだったらきっと朝飯前のお茶ちや漬づけ前の漬つけ物ものな頼み事。ね、引き受けてくれないかな？　くれないかな？」

　肩かたまで伸びる少し茶色がかった髪かみを揺ゆらしながらこの上なく明るくフレンドリーな調子でそう話しかけてくる。

　星崎夏奈は高校に入学してから一番最初に仲良くなった女子である。

　今はまだ五月になったばかりだから知り合ってほんの一ヶ月ほどであるが、何だかお互たがいに妙みようにウマが合うところがあった。席が隣となりであったことや趣味が共通していたことも大きかったのかもしれない。入学式後に教室で新入生歓迎の挨あい拶さつをした校長の頭はヅラだったか植毛だったかについて話しかけられて意気投合し（結局マープナチュレが正解だったらしい）、それをきっかけに親しくなった。他愛もない話やバカな話なんかをたくさんして、何だかんだで新入生の若葉マーク期間が終わる頃ころにはクラスで最も仲がよい友達となっていた。

　その夏奈が頼み事があるというのなら行人としては快く引き受けたいところなんだが……

「……また何かヘンな頼みじゃないよな……？」

　それだけが引っかかるところだった。

　何せこのフレンドリーガール、基本的には明るくて親しみやすくていいやつなんだが、いかんせんムダにいたずら好きなところがあるんだよな。前にも〝お願い〟と称し頼み事をされてみたら一日彼氏のフリをさせられたり色々あって女装（それも金きん髪ぱつ）させられたり犬と同じ部屋の中で二十四時間共同生活をさせられたりしたこともあるし……

　その疑念に。

「え、だいじょうぶだいじょうぶ。今回はちゃんとしたまっとうな頼み事だから♪」

「それならいいんだが……」

『今回は』ってことは、いちおう今までに無茶ぶりした自覚はあるんだな……

「それで頼み事の内容は何なんだ？　あんまり厄やつ介かいなのはゴメンだぞ」

「うん、実はね……これからイクイクにある人の家に行ってほしいって思ってるんだよ」

　夏奈はにっこりと人ひと懐なつこい笑みを浮うかべてそう言った。

「ある人の家？」

「うん、そう。隣となりの三組の花はな屋や敷しき澄すみ花かって子の家。それでその子とお話をして、できれば全身全ぜん霊れいで友達になってきてもらうっていう簡単なお仕事です♪」

「……」

　……今回はまっとうって言ってなかったけ？

　とりあえず言っていることの意味がさっぱり分からなかった。

　これから、何だっけ、穴あな屋や敷しきさんとやらの家に行って話をして友達になる？

　そもそもどこからそんな発想が飛び出て来たんだってところからしてワケが分からないし、だいたいその穴屋敷さんとやらだっていきなり見ず知らずの隣のクラスの男子にやって来られて全身全霊で「ハ、ハアハア……僕ぼくと友達になりませんか……？」なんて言われたって困るだろう。

　訝いぶかしげな顔になる行いく人とに、夏か奈なは少しだけ真面目な顔になって。

「あー、うん、イクイクがそういう反応するのは分かる。何ていうか、あたしだっていきなりそんなこと言われたら同じ反応をすると思うし。あと穴屋敷さんじゃなくて花屋敷さんね。でもちょっと聞いてくれないかな。順を追って説明するからさ」

「ああ、うん、そうしてくれると助かる」

「ありがと。んー、どっから話したもんかな。あのね、その子……澄花はあたしの昔からの友達なんだよ。小学生の時に同じ委員会になっていっしょに飼し育いく委員をやってからの大事な友達。中学も同じだったし、いわゆるオナ小、オナ中ってやつかな。で、その子、今年いっしょに桐う葉ちに入ったんだ。これでまた同じ学校に通えるって、その時は喜んだものだったなー」

「……」

「だけどそれも最初だけだったんだよね。ぬか喜びっていうか……」

「……」

　そこで夏奈は一度言葉を止めると。

「実はさ……澄花は、まだ一回も学校に来てないの」

　少しだけ声のトーンを落としてそう口にした。

「学校に来てない？」

「うん、来てない。この一ヶ月の間、一回も。一秒たりとも」

「……」

　それはいわゆる不登校とか登校拒きよ否ひとかそういう類だろうか？　ああ──そういえば同級生にそんな女子がいるって話をどこかで聞いたことがあるような気がするな。何でも妥だ協きようを許さない徹てつ底ていしたプロ登校拒否っぷりで、授業はおろかスポーツ大会や入学式にすら来ていないとか。その子は入学試験をほぼ満点のトップ通過だったって話だったから少しだけ話題になっていたんだよ。夏奈の知り合いだったとは知らなかったけれど。

「あのね、せっかく同じ高校に入れたんだし、やっぱりあたしとしては澄花に学校に来てほしかったんだよ。だから何回か会いに行ったんだけど、でも本人はあんまり乗り気じゃないみたいで……。昔から知ってるせいかあんまり強くも言えないし、だからイクイクにちょっと様子を見てきてもらって、できれば友達になって話し相手とかになってほしいなって思って……」

「……」

　……なるほど事情はだいたい分かった。

　同じ高校に入った昔からの友達がまったく学校にやって来ない。何とか登校してくれるよう説得してみたけれど、その反応もあまり芳かんばしくない。それは確かに気になるだろう。

　だけどそこで一つだけ疑問があった。

　唯ゆい一いつにして素朴な疑問。

　それは。

「何で俺おれなんだ……？」

　そこである。

　クラスメイトの不登校とはいってもそれは行いく人とのクラスでなく三組の話だし、そもそも行人はその花はな屋や敷しきさんとやらと何の面識もないのである。話し相手になったところで気が紛まぎれるとも思えないんだが……

　それを聞いた夏か奈なはうなずいて。

「それは分かってる。イクイクと澄すみ花かは初対面だし、同じクラスでもないから直接関係がないっていうのも理解してる。だけど……それを承知でイクイクに頼たのみたいんだよ。何ていうかさ、イクイクにはなんか不思議な安心感みたいなものがあるような気がするんだよね。友達になってまだ日は浅いけどそれは断言できるっていうか……ほら、もうすぐ還かん暦れきを迎えるにも関わらず私服がアロハシャツなファンキーなお爺じいちゃんと話してるみたいな感じ？」

「……」

　それは、褒ほめてる、のか……？

　若者らしさがなく枯かれてて無害だって言われているだけのような気が……

　微び妙みように複雑な気分になる行人に。

「それにほら、あたし知ってるんだよ。イクイクは何だかんだでこういうことを放っておけない面めん倒どう見みがいいキャラだってこと。イクイクとオナ小だった子に聞いたんだ、小学校の時にいまいちクラスに馴な染じめなかったリサちゃんの面倒をよく見てくれてたって」

　あー、うん、その話か……

「いやリサちゃんはクラスのみんなでかわいがってたメスブタだから……」

「え……？」

「いやだからリサちゃんはクラスのみんながかわいがってたメスブタだったんだよ」

　その言葉に夏奈は目をぱちぱちとさせて。

「え？　め、めすぶたって……？　今メスブタって言ったの？　あの、そ、それ何かの暗あん喩ゆとか……？」

「いやそうじゃなくて、本当の、リアルな意味でのメスブタなんだよ。リアルメスブタ。なんか当時の担任が『豚ぶたがいた教室』っていう映画に影えい響きようを受けて『僕ぼくたちもみんなで生命の尊さを実感するためにリサちゃんをショウガ焼きにするかポークソテーにするか朝まで生議論しよう！』とかちょっとイっちゃった目で言い出して学校にも無断で飼かい始はじめて……」

「そ、そうなの……？」

「ああ、あの時は大変だった……」

　ちなみにリサちゃんはその後スタッフが美味しくいただきました……ではなく、食肉用でない愛あい玩がん用ようのミニブタだということが判明して、クラスメイトの一人の家にもらわれていきましたとさ。どうでもいい話だけど。

「…………そ、そっか。ま、まあそれならそれはいいや。ほ、ほら、だからってイクイクが面めん倒どう見みがいいって話には変わりはないよね？　うん、メスブタなリサちゃんの面倒すら見てたんだから、人間相手ならきっともっと三倍くらい面倒見がいいと思うんだよ」

　なんか独自の理論を展開させて納得をすると。

「だからお願い、イクイク！　これから世界を救わなきゃいけないとか両親の命がかかってるとかの大事な用事がなければ澄すみ花かの家に行って、話し相手になってあげて。ね！」

　顔の前でバッと両手を合わせながら一いつ生しよう懸けん命めいな顔でそう言ってくる。

　うーむ、リサちゃんの話はともあれ、そこまで言われたら断れんというか。行いく人とだってできることなら夏か奈なの力になりたいとは思っているわけだし。

　──まあ、それくらいのことならできないこともない、か。

　隣となりのクラスの花はな屋や敷しき澄花（不登校）という女子のもとを訪れて、友達もしくは話し相手になる。

　それは十分に実現可能なミッションだ。

　行人は夏奈の顔を見て。

「──分かった。とりあえず行くだけは行ってみる。だけどうまくいくかどうかは分からないからな」

「あ……」

　その返答に夏奈はぱっと顔を輝かがやかせて。

「わー、ありがとー！　これだからイクイクのこと好きなんだよ♪　お礼にアゴをくーんくーんさせながら頭なでなでしてあげよっか、ね、ね♪」

「……それは遠えん慮りよしとく」

　まあそんなこんなで花屋敷澄花の家に行くことになったわけだが。

　カバンに荷物をまとめて教室を出ようとしたところで。

「ね、イクイク」

「ん？」

「あのさ、期待……してるから、ね」

「??」

　この時の選せん択たくが実のところ行いく人との今後の学校生活ひいては人生という名の長い旅路に色々な意味で大きな影えい響きようを与えるものだってことに……この時の行人は当然のことながら、これっぽっちも気が付いてなかったんだよ。
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　　　１




　花はな屋や敷しき澄すみ花かの家は、学校から電車と徒歩で十五分ほど行ったところにあった。

　最寄り駅からは少し離はなれた場所にある閑かん静せいな住宅街。

　その中でも少しだけ奥おくまった位置に、夏か奈なから教えてもらった花屋敷邸ていの住所は存在していた。

「ここか……」

　花屋敷家は見た感じかなり大きい家だった。

　超が付くほどの豪ごう邸ていというわけじゃないが、一いつ般ぱん的てきに見てかなりデラックス（マツコではないよ？）な部類に入る一戸建てである。街の中でも高級住宅街に位置する高台に建っているだけあって、行人の家と比べて五倍くらいの敷しき地ち面積があるだろうか。おまけに階数も三階建てだしバルコニーみたいなものまである。この不景気にバブリーだな……。ただその三階部分にいくつかある部屋のうちの一つのカーテンがピッタリと閉じられているのが少しだけ気になるんだよな。まだ真っ昼間なのに違い和わ感かんがあるというか……

「……」

　それにしても花屋敷澄花ってのはどんな生徒なのかね。

　目の前の三階建てを見上げながら考える。

　入学試験をトップ合格の優等生にして、入学式も含ふくめて一日も学校に来ていないプロ不登校生。

　隣となりの一年三組の生徒で、夏奈とは小学生の頃ころからの友達らしい。

　夏奈から与えられた事前情報では、それしか分かっていない。

　どんな性格だとか外見だとかはまったくもって不明である。

　いったい何だってせっかく入学したにも関わらず学校に一度も来ないのか……

「……」

　そんなことを何となく考えながら、ピンポーン、と入り口のところにある呼び鈴を鳴らす。

　ちなみにこの場に夏奈はおらず行いく人と一人である。何でも昔馴な染じみである夏奈がいると澄花は自分とばかり喋しやべってしまいあまり行人とは喋らなくなってしまうだろうとのことでこうなったのだった。まあその言い分も分かるっちゃ分かるんだが。

　とはいえ知らない家に一人で電でん撃げき訪問するのは何となく緊きん張ちようするな。家の人には夏奈からいちおう連れん絡らくがいっているらしいけど……

　そんな感じでそこはかとなく落ち着かない心地で少し待つと、「はーい」という声とともにドアが開き柔にゆう和わそうな女の人が出て来た。

「あー、ええとすみません、夏か奈なの、星ほし崎ざきさんの紹しよう介かいで来たんですが……」

　花はな屋や敷しき澄すみ花かの母親だろうか。だけどそれにしてはやけに若いというか美び魔ま女じよというか、女子大生くらいに見えるんだが……

　若干戸と惑まどいつつ挨あい拶さつをして夏奈の名前を出すと、その人は「ああ、はいはい、澄花さんに会いに来てくれたイクイクくんですよね？」とにっこりと笑って快く中へ入れてくれた。

「いらっしゃい。夏奈ちゃんから聞いていますよ。メスブタをかわいがるのが得意なんですって？」

「は……？」

　いきなり何言ってんだこの人……？

「あら、間ま違ちがえちゃいましたか？　確か夏奈ちゃんからのメールには『これから三度のご飯よりもメスブタをかわいがるのが得意なメスブタマイスターのイクイクがそっちに向かうから、後はよろしく♪』ってあったんですけれど……」

「……」

　何を言ってるんだあの適当ガールは……！

　言っていることに間違いはない……間違いはないんだが……間違いなくわざとそういう風に勘かん違ちがいされるべく伝わるようにしたに違いない。にやにやとした夏奈の顔が浮うかぶようだ、くそう……

　いきなりのメスブタトラップを苦々しく思いつつもゴホンと咳せき払ばらいをして話題を逸そらす。

「……ええと、それでそちらは、花屋敷さんのお姉さんか何かで……？」

「え？　いいえ、私は家政婦ですよ」

「家政婦？」

「ええ、そうです。おはようからお休みまで雇やとい主ぬしの暮らしを見つめる、全世界の片付けられないズボラ者たちの味方です♪　ちなみにミタではありません」

「……」

　その場でくるりと（年とし甲が斐いもなく）かわいらしく一回転してウインクまで付け加えてそう言う。

　……そんなことまで聞いてないんですが。

　というか最初のよく分からない挨拶も含ふくめて色々と見ていない体ていにしたくなるな、ミタでないだけに。

　そんな行いく人との心情など知ってか知らずか。

「ささ、それではこちらへどうぞ。澄花さんのお部屋にご案内いたします♪」

　明るい声でミタではない家政婦さんに招き入れられて玄関を上がる。

　花屋敷澄花の部屋は三階にあるようだった。

　玄関を少し入った先にあった階段を昇のぼってすぐのところにあった部屋。

　ドアのところには『SUMIKA』という簡素なプレートがかけられている。

「それじゃあ私はお茶をいれてきますね。澄すみ花かさんは中にいますから、入って待っていてもらえると助かります♪」

「あ、はい」

　そう言って家政婦さんはトントンと一階へと降りていってしまった。

　うーん、なんか摑つかみどころのない感じの家政婦さんだったな。ふわふわとした雲みたいというか。

　まあそれはともあれ。

　さて──

　行いく人とはドアの前で一度深呼吸をすると。

「あー、すみませーん……」

　コンコン。

　そう呼びかけながらドアをノックする。

「…………」

　返事がない。

「……あれ？」

　聞こえてないのかなと思いもう一度ノックを繰くり返かえしてみたが、やはり返事はない。

「……」

　いない、のか……？　でも家政婦さんは中にいるって言ってたしな。

　首を捻ひねりつつもう一度今度は少し強めにノックをしてみるも、それでも中から返事はない。

……うーむ、どうしたもんだろう。

　まさかとは思うけど中で死んでるとかじゃないよね？　このままここで中から何か動きがあるのを待つか、それとも下に行って家政婦さんを呼んでくるか……いやでもしかしお茶を持ってくると言っていたからそれを待てばいいか……うーん、でもそれまで所在なくこうしてドアの前でお地じ蔵ぞうさんみたいに立ってるだけってのもな……などと考えながら何気なくドアノブに手をやってみると、それは軽くクルリと回った。

「お……」

　そのまま腕うでを引くとドアもいっしょにギギギと動く。

　どうやら鍵かぎはかかっていないらしかった。

　行人は少しだけ声を大きくして。

「……。……おーい、入っても大だい丈じよう夫ぶか……？」

　ドアの隙すき間まからそう呼びかけるもやはり答えは返ってこない。

　少しだけ迷ったものの、行人はドアノブに再び手をかけた。

　ガチャリ……

　そんな音を響ひびかせてドアが開く。

　その向こうにあったのは──

「……」




　──ドアの向こうにあったのは、どこまでも広がる街並みだった。




「……え？」

　目の前に屹きつ立りつするたくさんのビルや建物。

　青空の下に吹き付けるビル風を受けて、コンクリートでできた道路の脇わきにある街路樹やお店ののぼりがバタバタとはためいている。

　さらにはそれらの中央付近で、どこかで見たことがあるような巨大なオレンジ色のタワーが部屋の中央で屹立していて……

「…………」

　パタンと無言でドアを閉じた。

　……ええと、何これ……？

　とりあえずさっぱり意味が分からない。今行人が入ったのは花はな屋や敷しき澄すみ花かの部屋の中だよな……？　何で部屋の中に入ったと思ったら街並みがあるんだ？　入り口かと思ったら実はこれは出口だったとか？　この何の変へん哲てつもないドアはどこでもドアか何かだったんですかね……？　頭の中がハテナマークでいっぱいになる。なんか九きゆう尾びの狐きつねと八はつ百ぴやく八や狸だぬきに化かされた気分だ……

　ともあれこうして廊ろう下かで眉まゆにツバを塗ぬっていても現状は進展しない。とりあえず一度深呼吸をして心を落ち着かせてからもう一度ドアを開いてみる。

　ガチャリ……

　そこにあったのはやはりさっきと同じ広がる街並みだった。

　部屋の中にはあるまじきいくつもの高層ビルやコンクリートジャングル。

　……ただし、よく目を凝こらしてみるとそれら全部のサイズが本物の百分の一ほどの大きさしかないミニチュアの。

「ジオラマ……？」

　ハタと我に返る。

　ああ、そういえばなんかこういうの見たことあるよ。子供の頃ころに行った模も型けい店てんとかで大きなディスプレイの中に展示されていた感じの……

　ていうかそりゃあそうだよな、普ふ通つうに考えて部屋の中に本物の街があるはずがない。さっきはいきなりだったので不意を打たれたのと、意外に造形がよくできていたために（ビルや建物はリアルだし壁かべや天井には空の映像までが投とう影えいされていて、さらには風を表現するためなのか扇せん風ぷう機きまで使用されている……）だまされただけで……

　でも何だってこんなもんが部屋の中に……？

　当然のことながらここは模も型けい店てんじゃないんだし怪かい獣じゆう映画を撮とるための撮さつ影えい所じよでもない。こういったものがあるのはおかしいと思うんだが……

「……ん？」

　と、そこで気付いた。

　部屋の六割ほどを埋うめ尽つくす精せい巧こうなジオラマの奥おく。

　そこに、もそもそと動く奇き妙みような物体があることを。

「……？」

　何だ、あれ……？

　何というか、奇妙としか言いようがなかった。

　縦たて横よこ五十センチほどの四角い物体。あれコタツだよな？　何だってこんな一日の最高気温が二十度に達しようかっていう時期にあんなものが……？　それだけでも異様なのに、その冬の日本にはよく見られる頭寒足熱な暖房器具からは何やら人の手足のようなものが出て、もぞもぞと動いていた。おそらく頭だろう位置にはちょうど毛布が被かぶせられていて本体（？）の顔は分からないんだが……

　……何あれ、ガメラ……？

　化かしていたのは狐きつねでも狸たぬきでもなくて巨きよ大だい亀がめだった……？

　この上なく怪け訝げんに思っていると、何やらそのガメラから声が聞こえてきた。

「は～い、みなさんごきげんよう♪　みんなのアイドル『アニサキス☆澄すみ花か』ですにゃん♪　今日も健康第一、『はにかみ澄花ちゃんねる☆』の時間がやって来ました♪　今日澄花は『ＤＭＣ』の聖地である東京タワーに来ているところですにゃん♪」

「……」

「高さ三三三メートルということもあってとっても高いですね～♪　最近は東京スカイツリーに押おされ気味ですが、それでも澄花はタワーにはタワーの良さがあると思ってますにゃん♪　みなさんはどうですにゃん？」

「…………」

　……ええと、何やってるのこの人……？

　今のは何をどう考えても行いく人とに気付いて向けられた声ではない。ていうかにゃん……？　そしてこの部屋には行人の他には人間の姿は（少なくとも行人が認識している限り）存在していないのであり、ということはこのガメラは独り言を言っているかあるいは何か見えないモノとお話をしているってことに……（ゴクリ）。

「それではまず周りの様子から見ていきましょうかにゃん。わ、さすがに東京の代表的な観光名所だけあって観光客の姿がたくさん見られますね♪　あそこの鉄柱がクラウザーさんがその妙みよう技ぎで東京タワーを泣かせた〝聖地〟でしょうか～？」

「……」

「じゃあここからは中に入ってみましょうかにゃん♪　お、入ってすぐのところにエレベーターがありますね～。ここから展望台に昇のぼれるのでしょうか～？」

「…………」

　……ガメラはガメラのくせににゃんにゃん言いながら、何やらフィギュアのようなものを手に持ってジオラマの中で動かしているようだった。

　その横には撮さつ影えいモードになったスマホと、十インチほどの大きさの小型ＤＶＤプレイヤーが置かれていて、稼か動どう中ちゆうのプレイヤーからはアニメが流れている。プレイヤーにはイヤホンが差し込まれているようで、音は行いく人とのところまでは聞こえてこないがガメラ本人には聞こえているようだ。

「…………」

　……なんかよく分からないけど……ジオラマを使って撮影をしているのか……？

　手に持ったフィギュアをレポーターに見立てて撮影をして、それに自分で解説を加えているとか……？

　それならまあ、この状じよう況きようにもある程度は説明はつく。

　語り口調が多少（婉えん曲きよく表現）おかしいとはいえレポートだと思えば納得できる範囲だし、少なくとも目の前のガメラさんが独り言をぶつぶつと口にしながら部屋を徘はい徊かいするマジキチじゃないって分かっただけでも儲もうけもんだ。
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　とはいえそもそも何だってそんな撮さつ影えいをしているのだとか撮影をするのにどうしてあんなガメラな格好をしているのだとか三秒に一回口にされる『にゃん♪』にはどんな哲てつ学がく的てきな意味があるのだとか小一時間ほど突つっ込こみたいところが山ほどあったんだが──そこでハタと大事なことに思い至る。

　この部屋にいるのは行いく人との他には部屋の主しかあり得ないわけであり。

　そしてその部屋のコタツの中で変態的な格好（ガメラ）でこの女子は何だかよく分からない一人撮影会（？）をしている。

　ということは（心の底から考えたくないんだが）このさっきから奇き行こうをしているガメラガールがこの部屋の主であるということであり……

「…………」

　行人は恐おそる恐おそるながらもガメラに近づくと。

「……あー、花はな屋や敷しき、さん……？」

「え……？」

「ええと、花屋敷澄すみ花かさん、なのか……？」

「…………」

　その呼びかけに目の前のガメラは最初きょとんとしていた。

　だがすぐに何かに気付いたかのように目を大きくして、びっくりしたミドリガメちゃんのようにばばっと行人から距きよ離りを取った（コタツに入ったまま）。

「……!?　な、何……!?　だれなの……？　ど、どうして私の部屋に勝手に入ってるのよ……！」

「あ、え？　ええと俺おれは……」

　なんかさっきまでと口調も声音も違ちがくありませんか……？

「な、何で、い、いつの間に私の部屋に侵しん入にゆうしてきて……！　……はっ、そ、それより、もしかして今の、み、見てたの……!?」

「え？　あ、うん、なんか撮影をやってたみたいだが……」

「ぎゃ、ぎゃー!!　な、何てこと……！　お、乙女の密やかな営みの現場をのぞき見するなんて……そ、そうだ、み、美み奈な衣い……！　美奈衣はいないの!?　何でこんな不ふ審しん者しやの侵しん入にゆうを許して……。──はっ、ま、まさかすでにこの凶きよう悪あく犯はんに殺されて……っ……！　あ、あなた、何が目当てでこんなことを……そ、そうか分かった！　わ、私の身体が目当てなんでしょう……!?　道理でお下げ劣れつな顔をしていると思った……！　す、すぐに通報しないと……！」

　なんか勝手にどんどんと罪状を追加してくれる（住居侵入罪に加えて殺人罪、強ごう姦かん罪ざい）。

　ぬ、ぬう、とりあえずさっさと事情を説明しないととんでもないことになりそうだ。

　頼たのまれて話し相手になりに来ただけなのによりにもよって殺人犯＆レイプ犯と間ま違ちがわれて逮たい捕ほなんてことになったらたまらない。

「あ、い、いや、だから俺おれは怪あやしい者じゃなくて……」

　慌あわててそう言おうとして。

　そこでガメラがコタツを背負ったまま後ずさっていた反動で、ＤＶＤプレイヤーからイヤホンが引ひっこ抜ぬけた。

　そこから流れてきたのは──




『オレが本当のレイプのやり方を教えてやる』




「！」

　ちょ、何これ!?


『オレは地じ獄ごくのテロリスト。昨日は母さん犯したぜ！　明日父さんほってやる！』

『レイプレイプレイプレイプレイプレイプレイプレーイプ』

『オレのシイタケをブチ込んでやる』



「……」

「……」

「……」

　モニターの中でそんな猟りよう奇き的てきな台詞を息を吐はくように喋しやべっていたのは顔面にくまどりのようなメイクを施ほどこして半はん狂きよう乱らんの様相を呈ていしている魔ま王おうみたいなアニメキャラ。

　それを聞いた花はな屋や敷しき澄すみ花か（推定）はスカートの裾すそを直し自らの身体をかき抱いだくようにして。

「──や、やっぱりそうだったのね……！　こ、この性犯罪者……！」

「ち、違ちがう！　これは俺じゃなくて、その死神みたいなキャラが喋ってるだけで……」

「クラウザーさんを馬鹿にしないで！　死神じゃなくて悪あく魔まよ！」

「知らないよそんなの!?」

　何か違うのその二つ！

「と、とにかく、俺はレイプ犯じゃない。ちゃんとした理由があってここにいるんであって……」

「い、いや、来ないで……小学生を競馬場に連れ出してロックバンドをやらせようとするどこかのサグみたいな目だわ……」

　まったく聞いてくれずにひどい暴言を吐きながら後ずさる。

　う、うーむ、本当にどうしたらいいんだろう。

　主観的には一○○パーセント潔白だけど客観状じよう況きよう的てきには割と行人に不利だってのが救いがない。

　突とつ然ぜん陥おちいった理り不ふ尽じんな逮捕寸前状況に困こん惑わくしていると。

　と、その時だった。

　ガチャリ。

　ふいに部屋の入り口にドアが開いて。

「は～い、お待たせいたしました。お茶が入りましたよ♪」

　そんな声とともに家政婦さんが姿を現した。

　おお、そういえば後でお茶を持ってきてくれるとか言ってたような。これで誤解も解けてこの状じよう況きようから脱だつすることができる……と思いきや。

「はい、澄すみ花かさんにはいつものジャスミンティーです。そちらの『メスブタマイスターのイクイクさん』にはこちらの精せい力りよくが激増すると噂うわさのマカ入りハーブティーをお持ちしました～♪」

「！」

「め、メスブタマイスターの……イクイク……！」

「い、いやそれは違ちがうんだ……！　ちょっとした言葉の綾あやみたいなもので……」

「な、何が違うって言うの……！　そ、そんな、卑ひ猥わいな感じの二つ名の持ち主がまともな人間のはずないでしょう……！　み、美み奈な衣い、警けい察さつよ！　早く警察を呼んで……！」

　人の呼び名を捕つかまえて卑猥とは失礼極まりないけど、夏か奈ながいつの間にか普ふ通つうに使用しているその呼称は確かに行いく人と自身もどうかと思う時があるからあまり強くは抗こう弁べんできない（だってイクイクだよ？　一体どこにイクのかって話である。昇しよう天てん？）。

「だ、だからイクイクっていうのはただのあだ名で……」

「きゃあああああ……！　わ、私を見て淫いん猥わいな妄もう想そうをしないで！　イ、イクイクだなんてそんないやらしい……！」

　結局そのまま話を聞き入れてくれない状態が続き。

　事態が落ち着くまでそれから十分ほどの時間を要した。




　これが柏かしわ崎ざき行人と花はな屋や敷しき澄花の……後から思い出してもまったくもってロマンティックでもなく微ほほ笑えましくもない、ガメラとメスブタにまみれた最初の出会いだった。







　　　２




「……」

「……」

　ジオラマに囲まれた二十畳じようほどの広さの部屋の中で、行人は花屋敷澄花（推定）と黙だまったまま向かい合っていた。

　昼間でありながらカーテンがぴっちりと閉じられた、蛍けい光こう灯とうだけが淡あわく光る部屋。

　とりあえず家政婦さんの説明でレイプ犯だという誤解は解けたものの……花はな屋や敷しき澄すみ花か（推定）は部屋着らしいゆるっとした感じのパーカーとひらひらとした短めのスカートにニーハイソックスというラフな格好で、コタツに顔の下半分までを埋うめた状態で（暑くないのかね……？）警けい戒かいするような目で行いく人との方を見ている。

　何というか見た目は普ふ通つうだった。

　いや普通というか……かなり美形な方か。あまり外に出ていないのか元々なのかは分からないけど服の袖そでからのぞく肌はだは人形のように真っ白だし、色素の薄うすめな髪かみは蛍けい光こう灯とうの下でさらさらと不思議な感じに光を透とう過かして輝かがやいている。まつ毛は思わず「長っ！」と口にしてしまいそうなほど長くて上品で、目は見ていると吸い込まれそうになるくらい大きい。まず整った顔立ちと言っていいだろう。ぱっと見はどこかのお嬢じよう様さまと間ま違ちがえてしまうくらいかもしれない。……少なくとも、黙だまっていれば。

「……あー、それで色々訊ききたいことはあるんだが……」

「……」

「まずは、花屋敷澄花さん……でいいんだよな……？」

　目の前のガメラガールにそう声をかける。

　その問いに。

「……ひ、人に名前を尋たずねる時は、まず自分の名前を名乗るのが礼れい儀ぎでしょう？　そう習わなかった？」

　こっちをむーっと睨にらみ付つけながらそんな至極まっとうな声が返ってきた。

　むう、確かにそれはそうだな。

　行人はコホンと咳せき払ばらいをして。

「俺おれは柏かしわ崎ざき行人。桐とう葉よう学園の一年二組で、今日は夏か奈なの紹しよう介かいで来たんだ」

「か、夏奈の……？」

「ああ、夏奈とは高校に入ってからの友達だけど……」

「ふ、ふうん、そうなの……ああ、そうか、イクイクって、夏奈がよく話してたあの……」

　その言葉にガメラガールは値ね踏ぶみをするかのように行人の顔をじーっと見つめていた。

　だがやがて行人の目に視線を合わせると。

「ま、まああなたの素性は分かったわ。いちおう身元がその辺の昆こん虫ちゆうよりは確かなことも。それで、あなたは何をしに来たのよ？　その──レ、レイプ犯じゃないってことは分かったけど、夏奈の友達っていうだけで私の家にまで来る理由にはならないわよね……？」

「え、あー、うん、それはまあそうなんだけど……」

　ここは何て答えたものか。

　確かに普通に考えたら友達の友達ってだけでクラスの違ちがう同級生の家になんて単身訪ねて来ないし、ここでもし「じ、実はきみと友達になりに来たんだよ、ハアハア……」なんて口にしようものなら今度こそ確実に通報されることは間ま違ちがいない。

　うまい案が浮うかばずに返事をできずにいると。




「…………分かってるわよ。どうせあなたも私に学校に来いって言いに来たんでしょう？」




「え？」

　と、花はな屋や敷しき澄すみ花かがコタツから半分だけ顔を出しながらそう口を開いた。

「あ、あなたのポークビッツのごときちっぽけな魂こん胆たんなんて私は全部お見通しなんだから……っ！　だれに頼たのまれたか知らないけどまったくごくろうさまね！　でも私、言っとくけど、学校に行く気はこれっぽっちもないからね！」

　威い嚇かくするネコのようにしゃー！　っと荒あらぶった声で一方的にそう言ってくる。

「が、学校になんて行く気はない……学校になんて行く気はない学校になんて行く気はない学校になんて行く気はない！　大事なことだから三回言ってやった！　……どうせあなたもそういったことを説教しに来たんでしょう。入れ替わり立ち替わりやって来る支し援えんセンターのはげたおっさんとかはげた担任のおっさんとか若はげたおっさんみたいな顔した学級委員長とかみたいに！」

　いや世の中そんなハゲばっかりじゃないだろう……って突つっ込こみを入れようとして。

「あなたは………………まあ、今はまだかろうじてだいじょうぶみたいね」

「今はまだって!?」

　先に突っ込まれた！

　そりゃあ確かに親父の頭頂部がそろそろ戦後の焼け野原みたいになってきてるから心配はしてたんだけど……く、で、でもスカルプＤに手を出すにはまだ早すぎると思いたかった微び妙みようなお年とし頃ごろなのに……

　ま、まあ柏かしわ崎ざき家けのお先真っ暗な毛もう髪はつ事情はともあれ。

「ゴ、ゴホン……ええと、よく分からんが何でそこまで学校に行きたくないんだ？」

　その質問に。

「そんなの決まってるじゃない……ムダだからよ！」

「ムダ？」

「そう、ムダよ、ムダ。無む駄だ無駄無駄無駄無駄ぁっ！」

「……」

　後半の身体を捻ひねるような妙みようなポーズをしつつの絶ぜつ叫きようは何をやっているのかさっぱり分からないってのはともあれ。

「何で学校に行くのがムダなんだ？　そりゃあ色々面めん倒どうくさいこともあるとは思うけど、ムダだとまでは言い切れないと思うんだが……」

　そう問いかけると。

「じゃあ逆に訊きくわ。どうして行った方がいいの？　メリットは？　人生にとってのプラス要素は？　百四十文字以内で説明して」

「え？　いやそりゃあやっぱり勉強は習っておいた方がいいだろうし……」

「悪いけど私、高校レベル程度の勉強なら全部マスターしてるから。英検も一級を持ってるし、数学オリンピックの問題だって楽勝なんだから。今興味があるのは『相対性理論』よ。今さらその程度の勉強のために学校に行くなんて無意味でしょ」

　そういえばこのガメラガール、入学試験がほぼ満点のトップ通過だったんだっけか。

「じゃあ……友達とかは？　学校に行かないとなかなか友達を作りにくいんじゃないかと……」

「友達ならいるわ。毎日欠かさず挨あい拶さつして、いっしょに遊んだり……その、が、が～るずと～くをしたり、お互たがいの庭に水をやり合ったりもしてる友達がたくさん。これはもう友達百人といっても過言ではないくらいよ」

「え、そんなにいるのか？」

　何ていうか、見るからに友達が少なそうなのに（←失礼）。

「そうよ。見て、ほら♪」

　そう言って自じ慢まんげにばばっとどこからか出してきたタブレット。

　見てみればそこには某ぼうアメーバの有名ＳＮＳのマイページが映し出されていて、『ピグとも』と表示された名前が百人近く並んでいた。

「いやそれネットだから！」

　リアルじゃないから！

　だけどその言葉に。

「そうよ、だから何？　どうしてリアルはよくてネットはダメなの？　それならまず友達の定義から説明してって話よ。何をしたら友達なの？　話をしたら？　休み時間に連れ立っていっしょにトイレに行ったら？　アドレスを交こう換かんしたら？　ツイッターでフォローし合ったら？　二番目以外なら全部やってるわよ」

「む……」

　それはまあ確かにそうかもしれないけど……

　うーむ、友達もダメか。

　だとしたら……

「なら……やっぱり経験じゃないか？　何ていうか、学生時代っていうのは人生の内で何年かしかない貴重なひと時で、そこでしか経験できない青春のきらめきが……」

「何よそれ、一昔前の非行防止の標語？　どこの特攻ぶつこみ？　そんな安っぽい都会のネオンみたいなきらめきなんて全然ほしくないし。ぷいっ」

　もはやまっとうな反論すらせずにコタツを頭から被かぶってそっぽを向いてしまう。

　うーん、事情はよく分からんがこれはよっぽど行きたくないんだなあ……

　言葉の端はし々ばしからというかど真ん中からそれがひしひしと感じられる。まあだからこそ入学式から一ヶ月連続欠席なんてことになってるんだから当たり前の反応といっちゃそうなのかもしれんが……

　とりあえず話題を変えてみるか。

　このままこの学校に来るor来ないの論争を続けても鳥取砂さ丘きゆうくらいには不毛そうだし、それにこのガメラガールにはどうしても突つっ込こんでおきたいことがあった。

　それが何かというと……

「なあ──これっていったい何なんだ？」

「？　これって何よ？」

「このジオラマ？　みたいなやつ。部屋に入ってきた時から気になってたんだ。それにさっきなんかフィギュア片手に撮さつ影えいみたいなことをしてただろ？　あれは……」

　それだった。

　レイプ犯うんぬんでうやむやになっていたものの、部屋に入った瞬しゆん間かんに目に飛び込んできた謎なぞの風景。それを突っ込まずにこのまま見過ごすなんてできないだろ。

「う……」

　その質問に花はな屋や敷しき澄すみ花かは気まずそうにつつつ……と顔を逸そらす。

「……え、ええと、な、何かの見み間ま違ちがえじゃない？　私は今日はずっとコタツに入ってごろごろしながらいつも通りにソシャゲをしたりネトゲをしたりラノベを読んだりしてたもの。ス、スギ花粉かＰＭ２・５でも吸い込みすぎて幻げん覚かくでも見たんじゃないかしら？」

「いやほら、私はアニサキスだにゃんとか言いながら楽しそうに……」

「わ、わーわーわー!!」

　コタツから出した手足をぱたぱたとさせて声を上げる。

「そ、そのくだりは忘れて！　お、お願いだから……っ……！」

　陶とう磁じ器きみたいに白い顔を真っ赤にさせながら必死に声を上げる。うーん、あれはなんか見られたくないものだったのかね。それが確かに客観的に見てどう考えても墓場どころか来世まで持っていきたいくらいに恥はずかしいワンシーンだったけど。

　ともあれそこにこだわると話が進みそうにないので。

「分かった、そう言うならそれは忘れる」

「そ、そうして……」

「ただ……何をやってたのかくらいは教えてくれてもいいだろ？　そうじゃないと気になって夜も眠ねむれない」

「そ、それは……」

　花はな屋や敷しき澄すみ花かはその言葉に逡しゆん巡じゆんしていた。

　だがやがて何か覚かく悟ごを決めたかの顔をしたかと思うと。

「わ、分かったわよ……しょ、しょうがないわね……どうしてもっていうのなら教えてあげてもいいけど、あなたのそのはげ上がった頭で理解できるかしら」

「ハゲあがってねえよ！」

　頼たのむからハゲネタから離はなれてくれ。

　その心の底からの願いを花屋敷澄花は聞いているのかいないのか。




「──あ、あのね、私は今度ニコ動に投とう稿こうする『聖地巡礼』の撮さつ影えいをしていたのよ」




　少しだけ声を小さくしながらそう口にした。

「『聖地巡じゆん礼れい』……？」

「そ、そうよ。知ってるでしょう？」

「え、いや……」

　さも当然のように言ってくるわけだが、当たり前のように行いく人とには何を言っているのか分からなかった。それってあれかな、キリスト教とかの信者が参さん拝ぱいのためにえっちらおっちらとエルサレムに行ったりする……

　何て返したらいいか分からずに首を捻ひねっていると。

「……あなた、もしかして『聖地巡礼』を知らないの？」

「え、ああ。悪いが……」

　さっぱり分からん。

　普ふ通つうに日常会話で使う単語じゃないし、何となく話の流れからして行人が思おもい描えがいているものとも違ちがうような気がする。

　すると花屋敷澄花はなぜだか少しだけ得意げな表情になって。

「そ、そうなの？　も、もう、これだから物を知らないハゲ丸は……。しょ、しょうがないな、そういうことなら私が説明してあげてもいいわよ？　も、もちろん気は全然進まないんだけど、ハゲ丸がどうしてもっていうのならそのために時間を取るのもやぶさかではないわ（ちらちら）」

　横目で行人の方を見ながらそんなことを言ってくる。ちなみにハゲ丸ってだれのことですかね……!?

　にしても、うーむ……説明したいならそう言えばいいのにな。素直になれないリリカルなお年とし頃ごろなのかな。まあ個人的にも訊きいてみたいからいいんだけどさ。

　なので行人はうなずき返して。

「分かった。どうしても聞きたいから説明してくれるか？　頼む」

「あ……」

　その言葉に花はな屋や敷しき澄すみ花かはぱっと顔を輝かがやかせて。

「うん……っ♪」

　もしかしたらこの部屋に入ってきてから初めて見たかもしれない笑みを浮うかべてうなずいたのだった。







「──それじゃあ、まずは『聖地巡じゆん礼れい』の定義自体から話す必要があるわよね」

「ん、そうだな、そうしてくれると助かる」

「分かったわ。えっとねえっとね──」

　花屋敷澄花は嬉うれしそうにぴっと人差し指を上げると。

「あのね、『聖地巡礼』っていうのは、分かりやすく言うとアニメやゲーム、マンガやライトノベル、ドラマなどの〝聖地〟を訪問することの総称よ」

「〝聖地〟を訪問……？」

「そう。もっとかみ砕くだいて言うとアニメやゲームで使われたロケ地を自分たちで訪れること。訪れて有名シーンのオリジナルとなった場所を見学したり、キャラクターの行動をなぞったりすること。そのロケ地のことを〝聖地〟って呼ぶの。舞ぶ台たい探訪、モデル地訪問なんていう言い方もあるけど、私はこっちの方が好き。やっぱり目指すべき場所は〝聖地〟っていう言葉がしっくりくるもの」

「へえ……」

　要するに、二次元媒ばい体たいに出て来た三次元の実在の場所をリアルに回るってことか。

　詳くわしくはよく分からんが、確かに最近マンガとかで架か空くうの場所でなく実在の場所が舞台として設定されることがよくある気がする。だとするとそういった新しいコンセプト（？）が出て来ていてもおかしくはないんだろうな。

　花屋敷澄花は続ける。

「〝聖地〟とされているところはそれこそ星の数ほどあるわ。近くだと『禁書』の立たち川かわとか『俺おれ妹いも』の千葉、さっき流れてた『ＤＭＣ』だったら東京タワーとか。それこそ首しゆ都と圏けんだけでも探せば百を超えるくらいはあるかも。だけどメジャーなところはそこまで多くはないかもしれないかな。最近だと有名なのは『ハルヒ』の兵庫県の西にしの宮みや市しとか、『らき☆すた』の鷺さぎの宮みや神社とか、『あの花』の埼玉県の秩父ちちぶとかかもしれないわね。私もいくつか行ったわ。そこの日本地図に印が付けてあるところはコンプリート済みよ。えへん」

「そうなのか？」

　壁かべに貼はってあった日本地図に目を遣やる。

　おお、結構な数があるよ。ひーふーみー……全部で七つか。このいかにもインドアっぽいガメラガールがそんなにアクティブに色んなところを飛び回ってるってのは意外な事実だね。

　ちょっとばかり驚おどろいた気分になる行いく人とに。

「うん──Googleストリートビューでだけど」

「……」

　ああ、なるほど、そういうオチか……

「どれも本当にいい風景だったわ。緑溢あふれる山々や心落ち着く悠ゆう久きゆうの神社……目を閉じればその時の景色が今でもありありと浮うかんでくるよう」

「いや全部Googleが撮さつ影えいした画像ファイルだろ！」

「（聞いてない）写真はちゃんと行った場所ごとに分けて保存してあるの。あ、中には画像にプライベートなにゃんにゃん写真が写り込んでいたせいで削さく除じよされて、今では手に入らないレアなものもあったかも。あ、それだけじゃなくてね、こういうのもあるんだよ？」

「？」

　そう言って（行人の反応をまったく気にせずに）花はな屋や敷しき澄すみ花かが見せてきたのはプリントアウトされた何枚かの写真。

　それはGoogleストリートビューではなく、おそらくはどこかの〝聖地〟だろう観光スポットの前で花屋敷澄花が楽しげにピースをしているものだったのだが……

「どうどう、すごいでしょ？　これは最新のＡＲ技術で撮とったものなんだよ。〝聖地〟の画像をネットとかから見付けてきて加工すれば自動的にそこに私の姿が映り込んで、『聖地巡じゆん礼れい』写真が完成されるってわけ」

「そこまでするなら現地に行けばいいのに！」

　何でそんなにムダにエネルギーを費やしてるの!?

　思わず突つっ込こんでしまうものの。

「（やっぱり聞いてない）でもやっぱり『聖地巡礼』はいいわね。ロマンがあって一大スペクタクルで胸熱でwktkで……個人的には今一番のマイブームっていってもいいくらい熱いコンテンツだと思うの。──あ、それにそれだけじゃなくてね、今度専用のブログも作ろうかなって……。今やってるブロマガとかとは別のやつでタイトルは『スミカの聖地八十八カ所巡めぐり☆（仮）』。週に一回新しい聖地を更こう新しんしたり実際のアニメとかの画像と比ひ較かく検証したりして……うんたらかんたら……（なんか色々言っていたが長かったため省略）」

「……」

　行人の声なんてまるで聞こえずに訊きいてないことまで顔を『[image: かおもじ]』みたいにして楽しそうに話している。

　……まあ、これも本人がそれでいいならいいのか……？

　こういうのも楽しみ方の一つのカタチと言えばカタチなのかもしれないし、それにこのさっきまで明らかに不ふ機き嫌げんで無愛想な感じだった子がここまで目をきらきらさせて熱く語っているってことは、よっぽどその『聖地巡礼』とやらが好きなんだろう。何であれ、そんなに好きになれるものがあるのはいいことだと思うしな。

　ともあれこのまま放っておくといつまで経っても話が先に進みそうになかったので。

「ま、まあ……『聖地巡じゆん礼れい』の大まかな内容と、Googleストリートビューの話は分かった」

「うん」

「それで、それとさっきのジオラマ撮さつ影えいとがどうつながってくるんだ？」

「え？」

「ほら、さっきのジオラマで何をやってのかって話だ。あれは『聖地巡礼』とどう関係があるんだ？」

　それがいまいちよく分からないんだよな。

　その言葉に花はな屋や敷しき澄すみ花かはもにょもにょとなって。

「そ、それは……その、だから、撮影してたの。私、ニコ動に自分の『聖地巡礼』コミュニティを持ってて、そこに投とう稿こうする〝聖地〟レポートを定期的にアップしてるの。その最新の〝聖地〟を撮影しようとしてて……」

「……」

「だ、だから、撮影よ。あのジオラマが今回私がレポートする〝聖地〟そのものなの。『ＤＭＣ』に出て来る東京タワー周辺。『聖地巡礼』コミュニティに使うレポート動画を、さっきリアルタイムで撮とってたんだってば……！」

「え、つまりさっきのジオラマ自体が〝聖地〟で、それを使った撮影が『聖地巡礼』のレポートってことなのか？」

「そ、そうよ。わ、悪い……？」

「……」

　いやそりゃあ確かにこのジオラマはよくできているし、撮影の角度次第では臨場感も出るだろう。さっきのGoogleストリートビューやＡＲ技術と合わせればそれなりのレポートができると思うよ？　や、このガメラガールのにゃんにゃんな解説はともかく。

　でもさ、そんなことするくらいなら──

「だけど──だったらそんな回りくどい方法じゃなくて、実際に行った『聖地巡礼』の動画を投稿すればいいんじゃないのか？」

「……」

「ほら、花屋敷さんが実際に行った『聖地巡礼』先の動画だよ。どうせならそっちを投稿した方が喜ばれると思うんだが……」

　そう考えるのが自然だよな？

　そっちの方があくまで本物の『聖地巡礼』なんだし、そのコミュニティとやらに参加している他のメンツもジオラマな〝聖地〟よりもリアルな〝聖地〟を見たいだろうと思うし。

「…………」

　だけどその言葉にそれまで楽しそうに『聖地巡じゆん礼れい』について語っていた花はな屋や敷しき澄すみ花かが、まるで火が消えてしまったかのように静かになった。

　コタツの上うわ掛がけ部分をぎゅっと握にぎりしめて、花がしおれてしまったかのように下を向いてしまっている。あれ、何かマズイこと言ったか……？

　状じよう況きようが分からず戸と惑まどう行いく人とに。

「……夏か奈なから、聞いてないの……？」

「え？」

「……夏奈から、その、私のこと……」

「？　いや入学式から学校に来てないってことくらいしか……」

　あとは小学校の頃ころに飼し育いく委員をやっていたってことくらいなんですが……

「……そっか……」

　そこで花屋敷澄花は行人から視線を逸そらすように顔をうつむかせた。

　ここまで見せたことがないような力のない何かを諦あきらめたかのような表情。

　そして少しだけ寂しそうな顔を見せると。

「あのね、私……本物の『聖地巡礼』は、一回もしたことないんだ。今言った場所に一つも行ったことはないし、もちろんそれ以外にも実際の〝聖地〟を訪れたこともない。それどころか……行こうと考えたこともない」

「え……」

　それってどういう……

　言っていることが分からずに首を傾かたむける行人に。

　花屋敷澄花は弱々しく顔を上げると。

「だって、私……」

　もう雀すずめの吐と息いきのようだった声を一ひと際きわ小さくして。




「──もう、七年も外に出ていない引きこもりなんだから……」




　そう、ぽそりとつぶやいたのだった。







　　　３




『──あ、イクイクー？　今日はどうだった？　ちゃんと澄花の話し相手になってくれた？』

　その日の夜。

　夏奈に電話をすると、開口一番に返ってきたのはそんな言葉だった。

「ああ、まあ話すには話せたんだけど……」

　自室のベッドに転がって天井を見上げながらそう返す。

　確かに花はな屋や敷しき澄すみ花かと話をするっていう目的はいちおうそれなりには達成できたと思うんだが……

『お、そうなんだー？　さすがイクイク、だれの心に対しても無自覚に這はい寄よっていく這い寄る人たらし♪　お願いした甲か斐いがあったよ。ありがとね！』

　嬉うれしそうにそう声を上げる夏か奈な。

　だけど。

「……聞いてなかったぞ」

『え？』

「……夏奈、花屋敷さんについて色々と言ってなかったことがあっただろ」

　どうしてもここだけは突つっ込こんでおかなきゃならないだろ。

『ん、んー、何のことかなー？』

「とぼけるなって、花屋敷さんが七年も外に出てないってことだ」

『え、あー、うん……えーと、あれ、言わなかったっけ？』

「言ってない」

　これっぽっちもメダカのウロコの欠片かけらほども聞いていない。

　その言葉に夏奈は少しだけ真面目な声になって。

『──ん、ごめんごめん。確かにイクイクにはそのことはわざと言ってなかった。でもそれは澄花と話す前にヘンな先入観を持ってほしくなかったからなの。ほら、そういうことを聞いちゃうと普ふ通つうは身構えちゃうものだから……』

「むう……」

　まあそれは確かにそうかもしれん。

　入学式以来一日も登校してきていないどころか七年も外に出ていないなんてセミの幼虫みたいな事情を聞いていたら、ヘンな気を遣つかって遠えん慮りよして突っ込みを入れられない部分とかがでてきてしまっていたかもしれないしな。

『でもやっぱりそういう隠かくし事ごとみたいなのはなんかいやだよね。ごめん！　もっとイクイクを信じて何もかも澄花のスリーサイズから好きな下着の色まで話すべきだった！　あたしの落ち度だよ！』

「……」

　いやそんなこと聞かされても困るんですが。

　とはいえ夏奈の言い分も分かるので。

「まあ……そういう事情ならそれは分かった。話せないことがあっても仕方なかったかもしれない」

『ん、ありがと、イクイク』

「それより──花はな屋や敷しきさんは本当に七年も外に出てないのか？」

『あ、うん。それは本当。小学校の途と中ちゆうまでは来てたんだけど、そこからずっと学校に来てない。それどころか、家の外にも……』

「そうか……」

　何だってまたそんなことになってるんだろうね。

　花屋敷澄すみ花か本人の口からその事実を聞かされた時にも当然疑問に思ったけど、何となく突つっ込こめる雰ふん囲い気きじゃなかったんだよな。出会ってからまだ一時間も経っていなかったし、そこに何のためらいもなく触ふれられるほど行いく人ともエリマキトカゲレベルに鈍どん感かんじゃなかったというか……

「なあ、何で花屋敷さんはそんなことに……」

『ん、ごめんね。悪いけどそれはあたしにもよく分からないんだよ。小学生の頃ころのことだったから細かい事情とかは察せなかったし、訊きいてみたこともあるんだけど、はっきりと答えてはくれなくて……』

「そうか……」

　夏か奈なで分からないのならおそらくだれに訊いても分からないだろう。

　花屋敷澄花の秘密。

　七年間外に出ていないセンシティブな事情。

　──まあでも……何にせよそこまで深く考えてもしょうがないか。

　分からないものはいくら考えても分からないんだし、七年外に出ていないからって今日会った時に受けた花屋敷澄花に対する印象が変わるってわけでもない。どんな隠かくれ事情があってもあのガメラガールはガメラガールだろう。

　色々と一長一短かもしれないけど、行人はあんまり物事を深く考えるのは苦手なんだよな。

　だから。

「──ん、だったらいい。そのことについては忘れるというか、気にしないことにする」

　その返答に。

『うん、イクイクならそう言うと思った。イクイクのそういうところ、かっこいいと思うし男の子としてポイント高いと思うよ♪』

「からかうなって……」

　受話口の向こうで夏奈が「んふふー♪」と楽しそうに笑うのが聞こえた。くう……

『──それでイクイク、今日澄花とはどんな話をしたの？　けっこう長く話したんでしょ？』

「え？　ああ、うん。普ふ通つうの何でもない話とか、『聖地巡じゆん礼れい』の話とかもしたな」

『あ、そうなんだ。じゃああのジオラマも見たってことだよね？　澄花、興奮して大変だったでしょ？』

「だな……」

　あの時の花はな屋や敷しき澄すみ花かは久しぶりに散歩に連れて行かれてはしゃぐ室内犬みたいだった。

　だけどそれは全然悪いことじゃないと思うんだよ。理由は分からんが、それだけエキサイトするってことは『聖地巡じゆん礼れい』に対してよほどの思い入れがあるってことなんだろう。何かにそこまで熱中できるってことは何であれやっぱりいいことだと思うんだよ。

『──そっか、でも澄花、『聖地巡礼』の話までしたのか……うん、やっぱイクイクを刺し客かくに選んで正解だったかも』

「ん、何か言ったか？」

『んーん、何にも♪』

「？」

　むう、何か気になる感じなんだが……

『ね、ね、それよりさ、よかったらこれからも澄花の家に行ってくれないかな？　もちろんイクイクの都合のいい時でいいから』

「それは構わんが……」

　今日の花屋敷澄花との邂かい逅こうはガメラから始まって色々とカオスだったけど、何だかんだで総合的に見たら悪くない時間だった。

　花屋敷澄花は、色々と残念な部分はあったとはいえ根本的には悪い子じゃなかったし、『聖地巡じゆん礼れい』なんていうそれまで知らなかった概がい念ねんも聞けた。

[image: ]

　これからも学校帰りとかに少し寄り道をして話し相手になるくらいなら、全然オールオッケーである。

『ん、さっすがイクイク♪　そう言ってくれると思った。ご褒ほう美びにあごをごろごろしてあげよっかー？』

「だからそういうのは遠えん慮りよしとくって……」

『そう？　うちのシャルル（マルチーズ♂）はやってあげると気持ちよさそうにしてるのに。じゃあおやすみっ♪』

「ああ、お休み」

　そう言い合って電話は切れた。

　なんか今日は色々と盛りだくさんな一日だったな……







　　　４




　そして翌日。

　その日も特に用事はなかったため、行いく人とは放課後に花はな屋や敷しき邸ていを訪れた。

　二日連続の訪問ということで訝いぶかしがられるかとも思ったが、意外にも家政婦さんは特に驚おどろいた様子もなくあっさりと通してくれた。「何となくイクイクさんは今日も来てくださるような気がしていましたよ～♪」とにっこりと微ほほ笑えまれたんだが、自分はそんなに分かりやすい性格をしてるのかね。

　そういえば昔妹に「お兄ちゃんはお腹を空かせた犬みたいにシンプルだね♪」と言われたことを思いだし、そこはかとなく苦々しい気分になって花屋敷邸の階段を昇のぼる。

　昨日と同じように三階まで上がりやはり鍵かぎの開いていたドアを開いて中に入ると。

「…………」

　──今日もコタツから手足と下半身がぴょこんと飛び出していた。

　相変わらずガメラライクというか……

「……こら、こんな格好ばっかりしてると風か邪ぜ引くぞ？　というかコタツの頭寒足熱のメリットが何もありやしない」

「……ふにゃあ……いいじゃない、コタツは足から入らなきゃいけないってだれが決めたの……？　常識に縛しばられているうちはジョブズのような素晴らしい革新なんてありえないわよ。この包まれてる感じが落ち着くんだから……って、ハ、ハゲ丸!?　何でいるの……っ!?」

　寝ねているところを起こされたウナギみたいにすごい勢いでコタツの中を貫かん通つうして反対側から上半身を飛び出させる。

「何でって、玄げん関かんから入ってきたからに決まってるだろ」

「そ、そういうことじゃなくて……！　夏か奈なに頼たのまれて私に会いに来るのは昨日で終わったでしょ？　どうして今日も……」

「ん、今日は都合悪かったか？」

「そ、そんなことはない……。で、でも、どうして……」

「ん？」

「だ、だって……私の事情、昨日話したよね……？　私、七年も外に出てないって……」

　恐おそる恐おそるこちらの様子を探るように声を出す。

「ああ、あのセミみたいなやつな。確かに聞いた。でもそれがどうかしたのか？」

「ど、どうかしたのかって……ど、どうかするでしょ！　普ふ通つうの人はそれを聞くと態度が変わるのよ。来なくなるか、腫はれ物ものにでも触さわるみたいに露ろ骨こつによそよそしくなるかのどっちかで……」

　ぎゅっと胸元のコタツ布団を握にぎりしめてそう声を出す花はな屋や敷しき澄すみ花か。

　なるほど、そういうことか……

　昨日は口ではあまりそんな素そ振ぶりは見せなかったけれど、七年間引きこもってることについて自分でも引け目に思ってたってことなんだろうな。

　だけど。

「──そんなの、関係ないだろ？」

「え……？」

「別に学校に来てなくたってちょっと七年くらい外に出てなくたって、花屋敷さんは花屋敷さんじゃないのか？　それで花屋敷さんの評価が変わるわけじゃない。コタツでガメラになってジオラマを眺ながめながらにゃんにゃん言ってるのが、俺おれにとっての花屋敷さんだ」

　そう返すと、「にゃ、にゃんにゃんは余計よ……！」と言いつつも花屋敷澄花は少しだけおかしそうに笑って。

「ハゲ丸……あなた、変わってるわ」

「そうか？」

「そ、そうよ。断言してもいい。ハイエンドレベルで変わってる。これはもう変態と言っていいかもしれないわ」

「む、むう……」

　ずいぶんな言われようだな……

　でもそう言いつつも花屋敷澄花の表情が少しだけ緩ゆるんでいたように見えたから、まあよしとしよう、うん。

「まあとにかくそういうわけだから花屋敷さんの事情は別に気にしない。これからもちょくちょく来ていいか？」

「し、しょうがないわね……そ、そんなにこの澄花ちゃんに会いたいっていうのなら、好きにすればいいわ。べ、別に私はハゲ丸に会いたいとかそんなことは綿毛の先ほども思ってないんだからね」

「ん、分かった。じゃあ好きにするな」

「ぷ、ぷいっ……！」

　コタツを頭から被かぶりながらそっぽを向いてしまう。

　やれやれ、素直じゃないな……

「──それで今日は何をしてたんだ？　見たところ昼ひる寝ねの真っ最中だったみたいだけど……」

「え、な、何っていつも通りよ。一時に起きてネットをしてツイッターとミクシィとフェイスブックとＬＩＮＥをひと通りチェックした後にアメーバピグとピグライフとピグアイランドとピグカフェとピグワールドをやって、そのあとにＰＳＯを進めつつＰＣで２ちゃんねるのライトノベル板に張り付きながら空き時間に『禁書』の最新刊を読んでただけ。そのまま寝オチしちゃってたみたいね」

「……」

　それがいつも通りなんですね。

　というか一時に起きてこの時間に寝オチって……うーん、何ていうか社会不適合者のお手本みたいなダメな生活だ。というか起床時間が午後一時な時点でもうすでに通常の生活を送る一いつ般ぱん人じんとは時差が生じている。日本とカタールじゃないんだから。

　現代社会が生んだ時空の歪ひずみを見た気分になる行いく人とに。

「──あ、でも今日は新しい〝聖地〟作りをやらないと……！」

　と、コタツからがばっと起き上がって花はな屋や敷しき澄すみ花かが言った。

「新しい〝聖地〟作り？」

「うん、そう。今度また『聖地巡じゆん礼れい』コミュニティにアップするレポート用の〝聖地〟を、新しく作り始めようと思って」

「え、これ自分で作ってたの？」

「そうよ。妖よう精せいさんが作ってくれるわけじゃないし、当然じゃない」

「……」

　まあそれはそうなんだけど……

　部屋の六割ほどを占める精せい巧こうな巨大ジオラマ。

　それは何度見ても圧あつ巻かんの出来であり素人目に見ても目をメバルのように見張るべきものであり……毎回毎回このレベルのジオラマを手作りしてるってのか。それって実はけっこうすごいことなんじゃないのか？

「ま、まあ、このくらい乙女の嗜たしなみよ。モノによっては、一ヶ月近くかかることもあるけど」

「そんなにかかるのか？」

「うん、基本的に全部手作業だしね」

　うーむ、見た目通り大変なんだな。

　そういえば子供の頃ころにガンダムのプラモとかを作ったことがあったが、あれだって作るのに軽く何時間もかかったりもした挙げ句にビームサーベルが股こ間かんに付いていたりもした（←不器用）。それがこのレベルとなるともう本当に何週間がかりなんだろう。見上げた努力だと言うしかない。

　とはいえそんな作業をこのガメラガールはずっと一人でやっているのか。

　カーテンの閉じられたこの薄うす暗ぐらい部屋で目の前の花はな屋や敷しき澄すみ花かがガメラモードで黙もく々もくと作業をしている姿が頭に浮うかぶ。

　それはなんかわびしいというかちょっと一昔前の内職的な光景（ＢＧＭは母さんが夜なべをして的なアレである）が連想されて涙なみだがホロリと浮かぶというか……ていうか人手があった方が楽なんじゃなかろうか。

　それに花屋敷澄花の言うところの〝聖地〟作りにちょっとだけ興味もあった。

　なので。

「──なあ、よかったらそれ、俺おれにも手伝わせてくれないか？」

「え？」

「新しい〝聖地〟作り。面白そうだから俺もやってみたいんだ」

「え、そ、それは構わないけど……」

　そこで一度言葉を止める。

「……な、何で急にそんなこと言い出したの？　昨日までは『聖地巡じゆん礼れい』の『せ』の字も知らなかったのに……。……はっ、もしかしてもそもそとジオラマを作る暗くてみっともない私の姿を盗とう撮さつしておいて後でクラスメイトたちに見せてバカにするつもりじゃ……！」

「そんなことしないって！」

　どれだけ回りくどい嫌いやがらせなんだよ！

　そう突つっ込こみ返すと花屋敷澄花は「そ、そう……」といまいち釈しやく然ぜんとしない表情になって。

「そ、そういうことなら手伝ってもらおうかしら……。でも、けっこう大変よ。地味で見栄えのしない反復作業だし、それに手伝ってもらうとなったら最後までちゃんと付き合ってもらいたいし……。次の〝聖地〟はそこまで大だい規き模ぼじゃないにしても、二週間くらいはかかると思うから……」

「ん、大だい丈じよう夫ぶだ。やらせてくれ」

　どうせ放課後に他にやらなきゃいけない用事なんて妹といっしょにゲームをしたり妹といっしょに海外ドラマを見たり妹といっしょにヌメロンをしたりするくらいしかない。

　だったらその時間を少しくらいこっちに割わり振ふったとしてもバチは当たらんだろうし、実際にこのガメラガールがそこまで夢中になっている『聖地巡礼』がどんなもんかについても興味はあるしな。

「そ、そう……じゃあ手伝ってもらうわ。でも覚かく悟ごしておいてね、手伝ってもらうからには馬車馬のようにびしばし働いてもらうから」

「おう、任せとけ」

　胸をドン！　と叩たたいて（直後にゴホゴホゲホォ！　と盛大にむせた後に）そううなずき返す。というわけで新しい〝聖地〟作りを手伝うこととなって、その日から花はな屋や敷しき邸ていに通うこととなったわけだが──







　──結論から言えば本当に馬車馬のように扱あつかわれた。

「ハゲ丸、そこの公園の脇わきにビルを置いて」

「ぬ、こ、こうか？」

「ん、そう。もうちょっと隣となりの建物との隙すき間まを空けて。それとそこの道路に電柱を立てておいてくれる？」

「わ、分かった……」

「違ちがう！　そこの灰色の電柱はあっちの道路に置くやつなの。ここに置くのはこのネズミ色の電柱！」

「ち、違いが分からん！」

〝聖地〟作りは意外と難しかった。

　注文が予想以上に多くて想定以上に繊せん細さい。

　というかどこの場所を作ってるのかよく分からんけど、灰色の電柱とネズミ色の電柱の違いなんてパッと見じゃ分かんないっつーの！

「──さ、今日はこれから〝聖地〟の中でヒロインが公園で特訓中に真っ正面から轢ひかれて捻ねん挫ざをさせられたダンプを作るから。とりあえず人を轢いたダンプの資料が欲しいんだけど、ちょっと轢かれてきてもらっていい？」

「できるか！」

「え、まさかできないの……？（震ふるえ声ごえ）」

「そんなできないことがおかしいみたいな目で見るなって！　だいたいダンプに正面から轢かれて捻挫ですむって、化け物か！」

「……じょ、冗じよう談だんよ、ちっ……」

　目が半分くらい本気だった気がするんだけどな……

「……」

　ともあれそんな感じに進んでいった。

　花屋敷澄すみ花かと協力して二人での〝聖地〟ジオラマ作り。

　放課後にそのまま花屋敷邸を訪れて、だいたい一日二、三時間ほど手伝う。

　作業をしている間は二人きりで他に特にやることもないので、当然色々と話をしたりもした。

　その内容は好きな食べ物や芸能人、天気の話から、好きなマンガや思い出に残る鬱うつゲーの話、これまで生きてきて一番恥はずかしかったことの話、お互たがいの夏か奈なとの出会いのエピソードまで。

　それら自体は他愛もないどこにでもあるような日常会話。

　そしてその中でも一番頻ひん度どが高かったのは、やっぱり『聖地巡じゆん礼れい』に関する話題だった。

「──ねえねえ、この前テレビで『聖地巡礼』に関する特集をやってたんだけど、見た？」

「え？　いや、見てない」

「ドキュメンタリー形式で色々な〝聖地〟を紹しよう介かいしててね……あ、そうだ、知ってる？　あのねあのね、今作ってる〝聖地〟はね、実はうちの近くにあるやつなの！」

「へえ、そうなのか？」

「うん、そう。『乃の木ぎ坂ざか春はる香かの秘密』っていうアニメに出て来る場所なんだけど、ヒロインの春香ちゃんが秋あき葉は原ばらで買い物中に倒たおれちゃった時に主人公の裕ゆう人とくんに介かい抱ほうされた公園が家から二十分くらいのところにあるらしいのよ。まさかうちの近所が〝聖地〟になるとは思わなかったから、最初に見た時は飛び上がりそうなくらい驚おどろいたもん！　行ってみたいなあ……。あ、うちもついでに〝聖地〟の一部になったりしないかな、しないかな？」

　両手をぱたぱたさせて興奮気味にそう話す。

　やっぱり〝聖地〟と『聖地巡礼』は花はな屋や敷しきさんにとって特別なものなんだな。話しているだけでそれがビンビンと伝わってくる。何ていうか、ムツゴロウさんとかが動物王国について話してる時とそっくりだ。目の輝かがやきとかが。

「そっか、ならなおさら今回の〝聖地〟作りには気合いが入るな。あ、そういえばそれと関係あるのかは分からないけど……そのフィギュア、花屋敷さんに似てるな」

「え？」

「ほら〝聖地〟レポートの撮さつ影えいに使ってたフィギュア。どことなく花屋敷さんみたいじゃないか？」

「え、あ、う、うん」

　その言葉に花屋敷澄すみ花かはちょっとだけ恥ずかしそうにもじもじと指を動かすと。

「そ、その……い、いちおうこれは私をモチーフにしたもの、なの……。に、似てないかもしれないけど、『はにかみ澄花ちゃんねる☆』は『アニサキス☆澄花』が〝聖地〟をレポートするっていう体ていだから……」

「そうなのか？」

「そ、そうよ……な、何よ、ど、どうせ自分のフィギュアを主役にして喜んでる自意識過か剰じようだとか思ってるんでしょ……？　い、いいわよ、ハゲ丸に何て思われたって痛くもかゆくもないんだから……っ」

「いやそんなこと思ってないって」

　またヘンなところで自じ虐ぎやく的てきだな。

　そんなことより『アニサキス☆澄すみ花か』っていう狂くるった──ゴホン、個性的すぎる二つ名の方がどうかと思うけど。だってアニサキスだよ？　ANISAKISUだよ？

　そのことを伝えると。

「え、ア、アニサキスって……猫ねこの種類じゃなかったっけ……？　ほら、エジプト原産のすらっとした感じの……」

　花はな屋や敷しき澄花はそんな驚おどろきの反応を見せた。

「い、いや、それってもしかしてアビシニアンとかそういうやつか……？　アニサキスは、何ていうかその、寄き生せい虫ちゆうだぞ……？」

「え……？」

「ほら、サバとかサケとかに寄生する気持ち悪い感じの……」

「い、いやぁああああああああああああ！」

　本当に知らなかったんかい！

　スマホでアニサキスを画像検けん索さくして絶ぜつ叫きようを上げる花屋敷澄花に思わず突つっ込こみを入れてしまった（注：グロ画像が多いので検索するのは控ひかえましょう）。『美味しんぼ』とかでかなり有名になった寄生虫だと思ったんだけどなー。

「……」

　まあそんな風に雑談だとか絶叫だとかを交えつつ。

　いっしょに〝聖地〟作りをする共同作業な毎日が続いていった。

　色々と忙いそがしいけど賑にぎやかで楽しい時間。

　そしてそんな時間を過ごしている内に……段々と少しずつだが花屋敷澄花のキャラが分かってきたんだよ。

　まず基本的属性としてこの上なく最上級レベルで素直でないって点があげられる。

　嬉うれしいことや楽しいことがあった時も素直に嬉しい楽しいとは言わない。むしろ逆に毒を吐はく。言ってみればツンデレの最さい高こう峰ほう──ツンデラックスである。

　ただその根底にある本質というか根っこの部分の性格が決して悪いわけじゃない──むしろ意外に人に気を遣つかったり他の人のことをキチンと見ていたりしてるってことが分かるから、そのツンデラックスさもさして気にならないんだよな。

　もっともそんなツンデラックスな一方、さっき見たようにヘンなところで後ろ向きというか自虐的なところがあったりもする。

　自虐的ですぐにしょんぼりとしょぼくれてしまう。

　総評すると〝ツンしょぼ〟ってところか。

　学校には相変わらず行きたくないみたいでそのことに話が及ぶとすぐに反論が飛んでくるが、それも本人が行かなくていいと心から信じているというよりも、一いつ生しよう懸けん命めいになって行かなくていい理由を探しているようにも見えるんだよな。理論武ぶ装そうが先行しているというか……

　それ以外のところでは、引きこもりだけどアクティブだった。

　や、何か矛む盾じゆんしているように聞こえるかもしれないけど、その通りなんだよ。

　このジオラマの目的を見て分かるように動画サイトでコミュニティを作っているみたいだし、定期的に〝聖地〟動画をアップしたり生放送をやったりもしているらしい。他にも色々なＳＮＳ系のアプリやらツイッターやらミクシィやらをやっていて、ふと隣となりを見るといつも忙いそがしそうにスマホをいじっている。

　何ていうか、言ってみれば〝アクティブ系引きこもりっこ〟みたいな？

　というか……そもそも何でこのガメラガールがこんな感じの引きこもりっこになっているのかが根本的によく分からないんだよな。

　入学試験の結果から見て分かるように成績はよくて頭の回転も速い。容姿も透とう明めい感かん溢あふれる感じの明らかな美形だし、コミュニケーション能力も、少なくとも行いく人とと接しているのを見ている限りでは（口の悪さ以外には）さして問題があるようには見えない。

　一言でまとめると完かん璧ぺき超ちよう人じんって言葉があてはまるんじゃないか？

　学校に来ればたちまち人気者になれそうなハイスペックの持ち主なのに、何だってこんなカーテンを閉め切った部屋から一歩も出ないヴァンパイアみたいな生活をしているんだろうね。謎なぞだ……

　そんなことを考えながら何となく花はな屋や敷しき澄すみ花かの方を見ていると。

「……ちょ、ちょっと、何こっちを見てにやにやしてるのよ……？　気持ち悪い……」

「え、いや」

「半目を開けたまま死んだように居い眠ねむりをしているナポレオンフィッシュみたいな顔だったわ……老ろう婆ば心しんだけど、その顔の造ぞう作さく、ちょっとどうにかした方がいいと思うわよ？」

　……まあ、口の悪さは割と致ち命めい的てきかもしれないが。

　と、まあそういった具合に色々と交流を図りつつ（？）、何だかんだで楽しい毎日を送っていたわけだったが。

　そんな中──あることが起きた。

　花屋敷澄花のもとへと通うようになってから早二週間が過ぎた頃ころだった。

　例の事件が……起こったんだよ。







　　　５




　それはここ二週間と同じように放課後にコツコツと〝聖地〟作りをしていた時のことだった。

　ふいに玄げん関かんのインターホンが鳴った。

　～～～♪

　続いて家政婦さんが玄げん関かんへと向かうぱたぱたという足音が聞こえてくる。

　お、この家に来客なんて珍めずらしいな。

　半月通っているが、これまで行いく人とがいる時間帯にはAmazonと楽天の配達以外に訪問者はなかった。それもAmazonの配達は専用の宅配ボックスに届けられるらしく、応答しなくても自動的に受け取り済みになるシステムである。ゆえにこうして訪問者と対応するのを見るのは初めてかもしれないな……などと考えていると、階下で家政婦さんがだれかと話している声が聞こえてきた。

「あの声は……」

「？」

　と、それを聞いた花はな屋や敷しき澄すみ花かの顔がゲリラ豪ごう雨う直前の空みたい曇くもる。何だ、だれが来たんだ？

「……そうか、今日はあのマントヒヒがやって来る日だった……。ここのところ日が経つのが早かったから、すっかり忘れてた。不覚だわ……」

「??」

「だとするとこの状じよう況きようはちょっとまずいか……。──ハゲ丸はちょっと隠かくれてて」

「え？　隠れるって……」

　急に言われても困るんだけど……

　ジオラマに半分以上を覆おおわれたこの部屋に隠れる場所などおよそ見当たらなかった。広いけど基本的にあまり遮しや蔽へい物ぶつのない部屋だし……

「ほ、ほら早く……！　見付かるとハゲ丸も面めん倒どうなことなるかもしれないから、窓から飛び降りるでも全身の骨を外してそこのAmazonのダンボールに入るでもいいから、早く隠れて……！」

「わ、分かったよ。え、ええと……」

　花屋敷澄花が口走ったたとえが死亡フラグでしかなかったのはともあれ。

　急いで隠れ場所になりそうところを探す。

　二十畳じようほどの広さのジオラマと本ほん棚だなとに囲まれた部屋。この中で最も隠れやすそうなところは……

　十秒ほど考えた結果飛び込んだ先は──

　バッ……！

「ちょ、ちょっと、どうしてここなのよ……！」

（しょ、しょうがないだろ、ここくらいしかいいところが見当たらなかったんだから）

「だ、だからって……」

　──飛び込んだ先は、コタツの中だった。

　四方を布団に覆おおわれた、文字通りちょうど花屋敷澄花のお膝ひざ元もと。

　一人用の小型コタツであるため快適とは言えなかったが、身体を丸めて小さくすれば何とか身体を隠かくすことはできた。

「あ、ああ、もう……！　こうなったらそこでもいいわよ！　だけど見付からないように大人しくコンテストに出場する犬のようにしててちょうだいね」

（あ、ああ……）

　うなずき返してさらに身体を小さくする。

（……ん？）

　と……そこで気付いた。

　現在の行いく人との状じよう況きよう。

　コタツというのは本来的に下半身を入れるものであり、下半身を入れるものであるということは当然花はな屋や敷しき澄花の下半身がその中に入っているわけであり、そしてそこに隠れているということは行人の顔面はその下半身と当然密着しなければならないわけであって（今何回下半身って言った……？）。

　さらには花屋敷澄すみ花かはひらひらとしたスカートにニーハイソックスというコタツの中で同居するのには非常にデンジャラスな格好であるわけであり……

（……く、こ、これは……ぐおっ……!?）

　反射的に顔面を背けようとして思いっきりコタツの発熱部分に頭をぶつけた。

　一いつ瞬しゆん目の前が真っ暗になってお星様がチカチカと乱らん舞ぶする。

「ちょ、ちょっと、何やってるのよ……！」

（ス、スマン、ちょっとやむにやまれぬ男の事情で……）

「？」

　と、とにかくこの場はジタバタしても仕方がない。

　いくらここがデンジャラスゾーンでも今から隠れ場所を変えるわけにもいかないし、少しでも目の前のリアルタイム絶対領域から気を逸そらすべく平方根の語ご呂ろ合あわせでも唱えて精せい神しん集中していよう……とヒトヨヒトヨニヒトミゴロと目をつむって暗唱していると。

「──入るぞ、花屋敷」

「！」

　どうやら訪問者がやって来たようだった。

　そんな野太い声とともにドアがガチャリと開かれる音が聞こえてきた。

　毛布の隙すき間まからこっそりとコタツの外を見ると……入ってきたのはバーコード風味に盛大にハゲあがった小太りのおっさんだった。

　ん、どっかで見たことあるなこのおっさん……って、確かこのバーコード、三組の担任の野の毛げ山やまだったか……？　かなり前から桐とう葉よう学園にいるらしい古ふる株かぶ教師だったが、見た目がハゲたマントヒヒみたいなのと周囲に対してやたらと威い圧あつ的てきで見下した態度を取ることから生徒にはまったくもって人気がなかった。付いたあだ名は『ハゲ山』、『ハゲ山動物園』である。行人は直接関わったことがなかったが、夏か奈なからあんまりよろしくない噂うわさはいくつも聞いていた。

「何だ、今日もまた模も型けい遊びしていたのか。まったく、昼間っからいいご身分だな」

「……」

　ハゲ山は入るなりそんな暴言を吐はいた。

「……ったく、オレもさっさとあんなクソガキどもばかりの学校なんか辞めちまってそんなお大だい尽じんな生活を送りたいもんだな。家のローンと毎月の飲み代がなければすぐにでもそうするんだが……おう、座らせてもらうぞ」

　そう言ってハゲ山は無ぶ遠えん慮りよにその場に座り込むと、上着のポケットからタバコを出して吹かし始めた。

　途と端たんに部屋に充じゆう満まんし始めた煙けむりで花はな屋や敷しき澄すみ花かが煙けむたそうにゴホゴホと口元を押おさえる。

　だがそんな反応にまったく気にした様子もなくハゲ山は。

「それでだな花屋敷……お前、いつ学校に来るんだよ？」

「……」

「もう入学式から一ヶ月半が経つが、お前全然来る気ないだろ。こうやってオレがわざわざ何回も家庭訪問してやってるってのに、毎回親はいないわ状じよう況きようは進展しないわで……。まったく、時間の無む駄だもいいところだ」

　あぐらをかいて面めん倒どうくさそうに息を吐きながらそう言い放つ。

　……話に聞いていた以上に態度が悪いな、このハゲ山……

　言葉遣づかいが悪くて横おう柄へいでやる気が全く感じられなくて猿えん人じん顔がおで、およそ教師らしさってもんが感じられない。そりゃあ色々悪くも言われるというか……

　ハゲ山は続ける。

「どんな事情があるのか知らんが、学校に来られないだとか外に出られないだとかって、お前、そんなことあるはずないだろ？　そんなものしょせんは心の問題だ。お前の心が弱いからちょっとしたことでやる気が削そがれるだけだ。さぼり癖ぐせが付いてるんだよ」

「……」

「おい、何とか言ったらどうだ？　オレだって毎回毎回わざわざ仕事が終わった後にこんなところまで来るのは大変なんだよ。時間外労働もいいところだ。残業代も出ないし……。それにお前が来ないことでオレは職員室で肩かた身みが狭せまい思いをしているんだぞ？　別にお前が学校に来ないことで家で無む為いに過ごしていてその結果お前の人生がどうなろうがどうでもいいが、少しはそういった周りのことも考えられんのか？」

　……いやそれ教師が学校に来ない生徒に言う台詞じゃないよな？

　促うながしや励はげましの言葉じゃなくて、ほとんどプレッシャーだよ。

　というかこのハゲ山の言うことは全部自分主体だ。ハゲ山の仕事が増えるのが面めん倒どうくさいから。ハゲ山の残業代が増えないから。ハゲ山の立場が悪くなりそうだから。一○○パーセント自分本位で、花はな屋や敷しき澄すみ花かのことなんざ小指の先ほども考えちゃいない。

「……ハッ、まただんまりか。まったく、黙だまってれば何でも解決すると思ってやがる。これだからゆとりは……」

「……」

「お前らみたいなのを見てるとイライラするんだよ。自分の努力が足りないのを棚たなに上げて何もかも周りのせいにしやがって……。最近のやつらは皆みなそうだ、義務を履り行こうすることを忘れて権利ばかり主張しやがる。……まったく、こんなオモチャみたいな模も型けいを作って何になるっていうんだ。くだらん」

　口からタバコの煙けむりを吐はき出だして、目の前にあったジオラマの電柱をピンと指で弾はじく。

　電柱は無む惨ざんにも根本からポキリと折れて、床に転がった。

「……！」

　その瞬しゆん間かん、コタツの中の花屋敷澄花の手がぎゅっと握にぎりしめられるのが感じられた。

　何かに必死に耐たえるような悲鳴を上げるような痛切な感かん触しよく。

　毛布の隙すき間まから（行いく人との顔面に）触ふれている両りよう脚あしも、ふるふると小刻みに震ふるえている。

　だけどそれも……当然の反応だろう。

　何の事情も知らない第三者から見ればただのオモチャみたいなものかもしれないけど、花屋敷澄花はこのジオラマを一いつ生しよう懸けん命めいに作っていた。心を砕くだいて完成を目指してがんばっていた。それをこんな風に乱雑にどうでもいいもののように扱あつかわれて……平気でいられるわけがない。

　だがハゲ山にはそんな想いは伝わるべくもなく。

「何だ？　このゴミみたいなガラクタがそんなに大事なのか？　ったく、相変わらず優先順位ってもんが分かってないな。そんなだからお前はダメなんだよ。部屋に引きこもってこんなものばかりを作っているから世の中の常識ってもんが分からなくなる。本当に引きこもりってのは面めん倒どうくさいな」

「……」

「グズで面倒くさくてだらしなくて……人生の落らく伍ご者しやと言ってもいいかもしれん」

「……っ……」

「あー、おいおい、泣くつもりか？　勘かん弁べんしてくれよ、ったく、これだから泣けばすむと思ってる世間知らずの引きこもりのクソガキは嫌いやなんだよ。泣いてすむならオレだって泣いてやるぞ？　ほら、泣いた泣いた。これでいいのか？」

「……う……」

　──このクソハゲ……！

　この辺が限界だった。

　花屋敷澄花は隠かくれててくれと言っていたし、腐くさっても（ハゲても）相手は教師である。どんなに腹が立ってもせめて後で完全にハゲ上がったコラ画像を学校掲けい示じ板ばんに貼はり付つけるくらいにしてこの場は黙だまっていようかとも思ったが、それにも限度ってもんがある。

　行いく人とはコタツの中で身体を一回転させると毛布を勢いよくめくり上げて。




「ちょっとあんた、それは言い過ぎだろ！」




「う、うおおっ……!?」

　ハゲ山がバーコードを盛大に揺ゆらしてのけぞる。

「お、お前だれだ……!?　どこから湧わいて出て来やがったんだよ……！　ドリフのコントか……!?」

「そんなのどうだっていい！　そんなことより今のはあんまりだ！　花はな屋や敷しきさんに謝れ！」

「花屋敷に……？」

　そこでハゲ山は少しだけ冷静さを取とり戻もどしたようだった。

「お前その制服……うちの生徒か？　教師に対してそんな口の利き方をしてどうなるか分かってるんだろうな？　どこのクラスだ？」

「一年二組の柏かしわ崎ざき……柏崎行人だ！」

「ちょ、ちょっとハゲ丸、そんな正直に……」

「いいんだ。別に俺おれは間ま違ちがったこと言っちゃいない。何も引け目を感じることなんてないからな」

「ハゲ丸……」

　花屋敷澄すみ花かは複雑そうな表情になるが……行人としてはそれはそのまま本心だった。

　行人は花屋敷澄花がどれほどがんばってこの〝聖地〟を制作していたかを知っている。

　花屋敷澄花が自身が引きこもっていることに対して何も感じていないわけじゃないことを知っている。

　それに対して今の心ない物言いは……黙って聞きき逃のがすことはできなかった。

「ち、ちっ、偉えらそうに……。……だいたいお前は何なんだよ？　いきなりコタツの中から出て来たと思えば、同じクラスでもなければ中学からの知り合いとかでもないんだろう。何でこんなところにいやがる？　まさか……不ふ純じゆん異性交遊とかじゃないだろうな？」

　いやらしい猿えん人じん系けいの笑みを浮うかべながらそんなことを言ってくる。

　その問いに対して、行人は、

「俺が花屋敷さんの何かだって……？　そんなの決まってる。一つしかないだろ」

「ああん？」

「俺は……」

　そこで真っ正面からハゲ山の顔を見み据すえて。




「俺おれは……花はな屋や敷しきさんの友達だ！」




「あ……」

「友達なんだから、別に放課後にこうして友達の家にいたってヘンじゃないだろう？　それにそれだけじゃない。あんたがさっきガラクタだって言ったこの〝聖地〟は……花屋敷さんと俺とでやってる、共同の自由課題だ！」

「自由課題、だぁ……？」

「ああ、それなら問題ないだろ」

「そんなのオレは聞いてないぞ。どっから出た話だよ？」

「うちの担任の佐さ伯えき先生には前から話は通ってる。何なら明日佐伯先生に確認を取ってみればいい」

「佐伯……そういえば二組は佐伯の担当か……ちっ……」

　そこでハゲ山は苦々しげに舌打ちすると。

「……いいだろう。そういうことならこの場はそういうことにしておいてやる。だけどいい気になるなよ。お前の名前と顔はしっかりと覚えたからな……！　このままで済むと思うなよ……！」

　そういかにも三さん下したなチンピラライクな捨て台詞を言い放って、乱暴な足取りで部屋を出て行った。

　まったく、ここまで尊敬できるところがないとある意味すがすがしいな……

　去っていったハゲ山の最悪っぷりに呆あきれていると。

「じ、自由課題って……本当なの、ハゲ丸？」

「ん？　ああ、もちろんそんな話はこれっぽっちもない。でも今から本当のことにする」

「え？」

「ちょっと待ってくれな……もしもし、夏か奈なか？　あのさ、俺がここのところ花屋敷さんの家に来てるのは自由課題をいっしょにやるためってことにしてくれないか？　ああ、うん、佐伯先生にそう伝えておいてほしいんだ。できれば前からそういうことになってた体ていで……おお、頼たのんだ。ん、またな」

「今の……」

「うちの担任の佐伯先生に、花屋敷さんとの〝聖地〟作りを自由課題にしてもらうように夏奈に頼んだ。これでもうハゲ山が今日のことで文句を言ってきても大だい丈じよう夫ぶだ」

　一年二組の佐伯先生はハゲ山とは対照的に生徒思いで優しい先生だ。

　普ふ段だんから気さくで生徒目線で話をしてくれるし学校とは直接関係ないプライベートなことまで相談に乗ってくれている。きっと事情を話せばうまくやってくれるだろう。

　だからそれはいいとしても。

「にしてもあのハゲ山……いつもあんな感じなのか？」

「え？」

「態度といい言い方といい……ひどすぎるだろ」

　あれはあまりにクレイジーだった。

　初めて花はな屋や敷しき邸ていを訪れた時に花屋敷澄すみ花かが学校に来させようとする相手を異常に警けい戒かいしていた理由が分かった気がする。確かにあんなモンティが定期的に訪ねてきてるんじゃ、訪問者に対して過か敏びんにもなるよなあ。

　初日の触さわるものを皆みな傷付けるナイフみたいなリアクションに納得した気分になりつつも、ん、でもハゲ丸とか言い出したのは行いく人とが学校に来させようとしているんじゃないって分かった後だったよな……と少しばかり複雑な気分になっていると。

「……だけど……それもしょうがないのかもしれない……」

「え？」

　と──花屋敷澄花がふいにぽつりとそんなことをつぶやいた。

「……あんな風に言われるのも、きつい態度を取られるのも、私が引きこもってるから……学校に行かないから……。……全部、私が悪いのよね……。こんな〝聖地〟作りだって、普通の人から見れば気持ち悪くてくだらない、ネクラな趣しゆ味みなのかもしれないもの。テレビとかネットでもよく言われてるわ、引きこもりはどうしようもないって、社会のお荷物だって……」

「……」

「……こういうのは、悪いことだって……」

　腕うででぎゅっと自分の胸を抱だくようにしながらそう絞しぼり出だす。

　それは今まで見た中で一番弱々しい花屋敷澄花の姿であって……

　確かにあんな風に言われればそう思い込んでしまうのも仕方がないのかもしれない。

　花屋敷澄花には元々自じ虐ぎやく的てきなところが多分にあったわけだし、そういう風に悪いのは全部自分だと考えてしまうのは必然的なのかもしれない。

　だけど──

「……花屋敷さんも、そう思ってるのか？」

「え……？」

「普通の人がどうだとか、テレビとかネットがどうだとかじゃなくて、花屋敷さん自身も〝聖地〟作りはくだらないって思ってるのか？」

「そ、そんなことはない……！　私は〝聖地〟を作ることが好きだし、意義のあることだって思ってる……！」

　コタツを揺ゆらしながらそう反論してくる。

　そうだよな。

　だったら──

「花はな屋や敷しきさんが思うなら──それでいいだろ」

「え、で、でも……」

「周りがどうこうなんて気にすることない。それに俺おれだってそう思ってる。何かに一いつ生しよう懸けん命めいになることが悪いことなわけがない。花屋敷さんの〝聖地〟作りが……くだらないことのわけがない。そりゃあ学校に行かないのはそれはそれで問題もあるかもしれない。だけどそれ自体を理由にしてあげつらうのは間ま違ちがってる。何かに夢中になって熱中するのに引きこもりかそうじゃないかなんて関係ない。──前にも言ったけど、花屋敷さんは花屋敷さんだ。引きこもりとかは関係ない。俺はこの二週間でリアルな花屋敷さんをこの目で見てきた。テレビやネットなんかじゃなくて、俺は目の前の花屋敷さんを信じるよ」

「ハゲ、丸……」

　その言葉に花屋敷澄すみ花かは声を詰つまらせていた。

　何かを嚙かみ締しめるように耐たえるように行いく人との顔を見上げてくる。

　そしてやがて堪こらえていたものを吐はき出だすかのようにぽつりとつぶやいた。

「……みんながハゲ丸みたいだったら、よかったのにね……」

「え？」

「みんながハゲ丸みたいなことを言ってくれたなら……私自身がそう考えることができたなら……私は学校に行けなくなることなんてなかったのかもしれない……。こんな風に、外に出るのが怖くなるなんてことはなかったのかもしれない……」

「花屋敷さん……？」

　え、今、何て言った？

　外に出るのが、怖い、って……

　思わず花屋敷澄花の顔に目をやる。

　と、そこで花屋敷澄花は何かに気付いたかのようにハッと口元に手を当てた。

　そしてそれまでの流れがまるで何もなかったかのようにガラリと口調を変えると。

「──な、なーんてね！　どうして外に出ないかって、そんなの決まってるじゃない。外の世界にはゾンビが溢あふれていて文明崩ほう壊かいしていて危険だから出ないのよ。ほ、ほら、『スクールオブザデッド』とか『アイアムアヒーロー』とか、あんな感じに」

「……」

「ど、どうしたのよハゲ丸、そんなヘンな顔して。今のは冗じよう談だんよ、全部、冗談。だ、だまされたの？」

　からかうように人差し指を立てながら下から見上げてくる。

「え、あ、いや……」

「も、もー、ハゲ丸は単純なんだからー……」

　行いく人との肩かたを叩たたきながら笑いを浮うかべる。

　だけどその笑顔はどこか作り物のようで。

　花はな屋や敷しき澄すみ花かの本音がどこにあったのか分からないほど……さすがに行人もコモドオオトカゲ並みに鈍どん感かんじゃなかった。




　──その日はそれで、何となく微び妙みような雰ふん囲い気きのまま花屋敷家を後にしたのだった。
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　その夜。

　行人は一人でベッドに横たわりながら、天井を見つめていた。

「……」

　頭に浮うかぶのは……もちろん花屋敷澄花のことである。

　ガメラガールでツンしょぼアクティブ系引きこもりっこ。

　その花屋敷澄花から……今日ふとしたことで漏もれた本音。

　外に出るのが──怖こわい。

　外に出たくないんじゃなくて外に出るのが怖い……消えてしまいそうな声だったが、確かにそうつぶやくのを行人は聞いた。

「…………」

　花屋敷澄花の抱かかえているものは思った以上に根深いのかもしれない。

　深刻で何か彼女のパーソナリティーに関わるデリケートな問題で……ほんの先日に知り合ったばかりの行人が触ふれようとしていい問題じゃないのかもしれない。

　だけど──

「──放っておけないんだよな……」

　理由は自分でもよく分からなかった。

　単に目の前の困っている相手を放っておけないだけかもしれないし、この二週間の共同作業で思っていたよりも花屋敷澄花に対して好感を抱いだいたからかもしれない。あるいはそのどれでもない他の何かなのかもしれない。

　でも……どうしてもこのままにはしておけないんだよ。

　花屋敷澄花を何とか外に出られるようにしてやりたい。

　学校に行くかどうかはともかくとして、できれば本物の〝聖地〟へ『聖地巡じゆん礼れい』に行かせてやりたい。

　それは必ずしも全て花屋敷澄花が望んでいることではないかもしれず行人の独善的な考えかもしれないけど……心の底からの思いだった。

「……とはいっても……」

　実際にはどうしたらいいんだろうな。

　花はな屋や敷しき澄すみ花かを外に連れ出す方法。

　怖こわいと思っている外の世界を何とか受容させるたった一つの冴さえたやり方。

　たぶんいきなり正攻法で行くのは得策じゃない。

　何の考えもなくただそうすべきだからってだけでそのまま外に出そうとするなんてのはダメだ。

　花屋敷澄花がどうしてそこまで外の世界のことを怖がるようになってしまったのかの事情は分からないけど、あの人に弱みを見せるのを嫌きらう強がりなツンデラックスがあそこまで弱音を口にしかけた以上、それに見合う理由があるはずだ。それが分からない今はあまり考えなしな手段は取れない。

「……」

　──ここはもう一度基本に立たち戻もどって考えてみるか。

　花屋敷澄花は外に出るのが怖い。

　外の何が怖いのかは分からないけれど、それは大前提としてある事実だ。

　そしてその事実は大きな壁かべとして花屋敷澄花が外に出るのを阻はばんでいる。

　ということはそれは裏を返せば部屋の中にいるのならば何とかなるかもしれないということ。

　部屋の中にいながらにして外に出ることができれば叶かなうものなのであって……

「……って、そんな方法ないよな……」

　部屋の中は外でないから中なのであり、部屋の外は中でないから外なのである。その両者はお互たがいが存在するからこそ逆の概がい念ねんとしてそれぞれが存在するのであり……って、なんか段々禅ぜん問もん答どうみたいになってきたな。

　あー、なんか考えれば考えるほど分からなくなってくる。

　ここはもう少しシンプルに考えをまとめんと……

　普ふ段だんはあまり使わない脳を活性化させるために頭をブルンブルンとプッチンプリンのごとく震ふるわせる。何でもいいから何か出て来い……出て来い……

「……ん？」

　──ちょっと、待てよ。

　そこで一つ閃ひらめいた。

　中と外、外と中。

　確かに部屋にいながらにして外に出ることはできない。

　それは真理であり決して変えようのない事実だ。

　だけど少し考え方を変えればそれは不可能な事象ではなくなる。

　何というかちょっとした発想の転てん換かん。

　すなわち。

　実際に部屋にいながらにして外に出ることはできないけれど……部屋にいるような心地のままに外に出ることならできるんじゃないのか？

　それは花はな屋や敷しき澄すみ花かがやっていたＡＲ聖地巡じゆん礼れいのある意味で言わば逆とも言うべきこと。

　それなら──

「うまくいくかは分からないけど……」

　やってみる価値はあるかもしれない。

　成功するかどうかは分からないけど、このままモンモンと考え込んで何もやらないよりはマシだ。

「──よし」

　そう声を出すとベッドから起き上がって。

　その考えを実行に移すべく──スマホを手に取ったのだった。







　　　６




「ちょ、ちょっとどうしたのよハゲ丸、目から血を噴ふん出しゆつして敵を威い嚇かくした後のサバクツノトカゲみたいに無む惨ざんな顔で息を切らしてやって来て……？」

「なあ、花屋敷さん──今から俺おれに付き合ってくれ！」

「え……？」

　翌日の放課後。

　帰りのホームルームが終わるのと同時にダッシュで学校を飛び出して花屋敷邸ていに駆かけ込こんできた行いく人とに、花屋敷澄花は何が何だか分からないって顔で慌あわてたようにそう首をかたむけた。

「あ、な、な……い、いきなり何を言い出すの……!?　そ、それは私はハゲ丸のことを少しは気に入ってるけど、それはペットとかお気に入りのオモチャとかに向けるのと同じものであって、ま、まだ付き合うとかは早い……」

「え？　いや、ちょっといっしょにやってほしいことがあるだけなんだが……」

「や、やってほしいこと……？」

「ん、ああ」

　その言葉に。

「あ、そ、そうなの……そ、それならそうって言ってよね、ま、紛まぎらわしい……！」

　顔を赤くして怒おこったようにそう顔を逸そらす。

　うーむ、一体何を勘かん違ちがいしていたんだか。

　まあそれはこの場は置いておいて。

　行いく人とは本題を口にする。

「花はな屋や敷しきさん……外に出たいって言ってたよな？　だから……それを実現させよう」

「え、そ、外に……？」

「ああ」

「で、でも、言ったでしょう？　私は外がこわ……そ、外の世界にはゾンビとかバイクに乗ってひゃっはーしてくる肩かたパッドの暴漢がうろついてて、危険だから出たくないって……！」

「それは分かってる。分かってる上で……俺おれに任まかせてほしいんだ」

「ハゲ丸……」

「頼たのむ、花屋敷さん……！」

「…………」

　その申し出に花屋敷澄すみ花かは口をつぐんでいた。

　何かを考え込むようなためらうような、長い長い沈ちん黙もく。

　それはそうだろう。だって花屋敷澄花にとって外に出るということはこれまでの七年間の選せん択たく肢しになかったことだ。躊ちゆう躇ちよするのは空を飛んだことのない雛ひな鳥どりが初めて巣から飛び立とうとする時くらいに当然だ。

　やがてどれくらい経っただろうね。

　これまでにないくらい真しん剣けんな表情をした花屋敷澄花は行人の顔を真っ正面から見ながら顔を上げて。




「…………分かった。あなたがそう言うのなら、あなたを信じる」




「あ……」

「あなたが何をしようとしているのかは分からないけど、あなたの言う通りにする。……だ、だって、あなたは私の、そ、その、と、友達なんでしょう……？　友達の言うことは信じなきゃいけないって、ばっちゃも言っていたもの……」

「花屋敷さん……」

「あ、ああ、も、もう！　な、何を言わせるのよ恥はずかしい……！　そ、それで私はどうすればいいの？　荒あらぶる女め豹ひようのポーズをしてとかだったら聞けないわよ？」

「あ──ああ。あ、い、いや、それはよくて、ちょっとの間だけ目をつむっていてくれないか？」

「目を……？」

「ああ」

「分かったわ。これでいいの？」

　うなずき返してそっと目を閉じる。

　それを確認すると。

「それじゃあ──行くぞ」

　行いく人とはそう一言発して……そのまま花はな屋や敷しき澄すみ花かの小さな身体を抱だき上あげた。

「きゃ、きゃあっ……！　な、何をするの……!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ、しっかり摑つかまっててくれれば危なくない」

「わ、分かったわ……」

　そう言ってぎゅっと胸のところを摑んだ手に力を込めてくるのを感じながら、お姫ひめ様さま風ふうに抱き上げた花屋敷澄花を腕うでに玄げん関かんから花屋敷邸ていの門前へと向かう。

　そこにはあるものが用意されているはずであり──

　これからやるのはある意味一か八かの方法だ。

　ともすれば強行的でかなり荒あらっぽい、ヘタをすれば今後花屋敷澄花に余計に外に出ることを躊躇ためらわせてしまう可能性もある。

　だけど行人のゴマ豆どう腐ふレベルの頭ではこれくらいしか考えられなかった。

　花屋敷澄花が外に出るためのきっかけとして、こんな力任せな方策しか思い付かなかった。

　だけど今自分にできることの中ではこれが最良の手段だと信じている。それに夏か奈なと家政婦さんにこの計画について話したところ、二人とも賛同してくれたのも心強かった。

「いってらっしゃいませ～、澄花さん、イクイクさん♪」

「はい、行ってきます！」

　玄関を抜ぬけるところで家政婦さんのそんな声を受けて。

　そのまま門の前へと到とう着ちやくした。

　そこに目的のものが置かれているのをしっかりと確認して、行人はその中へと花屋敷澄花をそっと下ろした。

「うん、もう目を開けてくれて大だい丈じよう夫ぶだ」

「う、うん……こ、これって……？」

　花屋敷澄花が驚おどろいたように声を上げる。

「どうだ花屋敷さん？　居心地は悪くないか？」

「え、ええ……いたって落ち着くわ。で、でも、何でこんな……」

　花屋敷澄花が面食らっているのもムリはない。

　行人が花屋敷澄花を運び込んだのは、家政婦さんに頼たのんで用意してもらった、それ自体は何の変へん哲てつもない大型のリヤカーである。

　──ただし、周囲をテントとブルーシートとで二重に覆おおい、その中にコタツを配置した。

「これなら安心だろ？　まるで部屋の中にいるみたいな気分じゃないか？」

「う、うん……ヘラクレス・マークⅡ（どうやらコタツの名前らしい。初めて聞いた……）のぬくもりが包んでくれているから……」

　これが行人の考えたアイデアだった。

　部屋の外にいながらにしても部屋の中にいるような心地にさせるための方策。

　すなわち花はな屋や敷しき澄すみ花かの周囲を、目に入る景色を限りなく部屋の中と同じ状じよう況きように近づければ大だい丈じよう夫ぶなんじゃないかって考えたんだよ。

　そのために花屋敷澄花がいつもガメラ状態になっていた愛用のコタツをリヤカーに載のせて、その周りには部屋の中にあった小物や花屋敷澄花の私物を可能な限り配置して、テントの壁へき面めんにはＡＲで作った『聖地巡じゆん礼れい』の写真などを貼はったりした。この辺は主に家政婦さんに手伝ってもらったものだ。

「中は安定してるか？　動かしても平気そうか？」

「そうね、たぶんだいじょうぶだと思う」

「分かった。──それじゃあ、行くぞ！」

「え、行くってどこに……きゃあっ」

　花屋敷澄花が返事をするよりも早く行いく人とはリヤカーの引き手にかける腕うでに力を入れた。

　ガタリと車輪の回る音がして、リヤカーは勢いよく動き出す。

「大丈夫か？　揺ゆれないか？」

「そ、それは平気。で、でも……」

「？」

「そ、その、お、重くないの……？」

「ん、大丈夫だ。これくらい何てことない」

「そ、そう……」

　と、口ではそう言ったものの……正直、コタツとその他の部屋の中を感じさせる小道具、花屋敷澄花を載せたリヤカーを引っ張るのは、相当に骨の折れる文字通り馬車馬のような肉体労働だった。

　しかもこれから向かう先までには、この辺りは高台の高級住宅地だけあって階段やら急な坂やらが親の仇かたきのように存在する。普ふ通つうに歩いてもそれなりにしんどいその道のりを、色々な備品がオプションとされているリヤカーを引っ張って全力疾しつ走そうしていくのは行人の万年運動不足なロバのごとき体力的にかなりギリギリなレッドゾーンだと言ってもいい。

　──だけどそれが何だってんだ。

　こんなのはただ身体がしんどいってだけの肉体的なしんどさだ。

　心がしんどくなって外に出られなくなっている花屋敷澄花の辛つらさに比べたら、定価五万円（税込）の高級提灯ちようちんに対して学校の課外授業で作った材料費三百円（税込）のお手製釣つり鐘がねもいいところである。

　花屋敷澄花は外に出られなくて苦しんでいて、だけど行人のことを信じてこの計画に無条件で身を委ねてくれた。行人だってこれくらいの苦労は買ってでもしないと……とても偉えらそうなことは言えないだろ。

　と、そこで道が角度的に『この坂もまた実に登りたくなる坂である……』みたいなナレーションが入ってきそうな急坂に差しかかった。

　足が鉛なまりを付けたかのように重くなり一気に身体にかかる負荷が増大する。

「……ぐ……っ……」

　お、重っ……！

　汗あせがダラダラと滝たきのように流れ落ちてくるのを感じる。

　体感的にはこれまでの五倍くらいの加重か。呼吸はハアハアゼエゼエ……と壊こわれかけの真空管ラジオのごとくなっていき、心地的にはほとんど陸に打ち上げられて皿が乾かわきかけた河童かつぱみたいだ。

　だけど。

　それだけど。

　不思議と気分は──悪くないんだよ。

「ね、ねえ、ハゲ丸、本当に大だい丈じよう夫ぶなの……？　昼下がりに韓かん流りゆうドラマを見て興奮してる有ゆう閑かんマダムみたいに荒い息づかいが聞こえてくるんだけど……」

「ああ、全然問題ない！」

　少なくとも花はな屋や敷しき澄すみ花かのよく分からないたとえにも突つっ込こみなしで答えられるくらいには。

　そのまま十五分ほど息を切らしながら住宅街を走り続け。

　そして辿たどり着ついた先は──







「──よ、よし、着いたぞ……」

「ここは……？」

　リヤカーを停めて声をかけるとテントの中から花屋敷澄花の少しだけ不安そうな声が聞こえてくる。

「今日の目的地。──外、だ」

「外……」

　その言葉に花屋敷澄花の声の不安の色が強くなるのが感じられた。そりゃあそうだよな、いくら周りに馴な染じんだコタツや小物があるからって、あれだけ怖こわいと言っていた外に今はいるんだ。まったく動どう揺ようもなしにいつも通りにいるってのはムリな相談だろう。

　行人は安心させるためにゆっくりと声をかけて。

「最初は焦あせらなくても大丈夫だ。テントの隙すき間まから少し外を覗のぞいてみるだけでもいい。それも大変なら外にいるっていう雰ふん囲い気きを感じてくれるだけで大丈夫だから」

「う、うん……」

　それでもやっぱり不安げな声。

　だがやがて中から立ち上がるような音が聞こえたかと思うと、ヘラクレス・マークⅡの周りを覆おおっていたテントが少しだけ開く。

　そして次の瞬しゆん間かん。

「ここ、って……」

　花はな屋や敷しき澄すみ花かが何かに気付いたように小さく声を上げた。

　さすがにすぐに分かったみたいだな。

　うなずき返す行いく人との横で、花屋敷澄花はさらにテントを開いて。




「──うちの近くの……『乃の木ぎ坂ざか春はる香かの秘密』に出て来る、〝聖地〟……？」




　感極まったかのようにそう口にした。

「──ああ、そうだ。倒たおれた春香さんとやらが介かい抱ほうされたっていう……」

「あの伝説の『携けい帯たいゲーム機ＰＴＡポータブル・トイ・アドバンスが見付からなくてショックで倒れちゃった公園』……。で、でも、どうしてここに……？」

「花屋敷さんが言ってただろ？　家の近くに〝聖地〟があって、行ってみたいって。だったら……やっぱり外に出て最初に見る景色はここしかないと思って」

　花屋敷澄花を外に連れ出して連れて行く場所。

　実はその選せん択たくにけっこう悩んだりもした。

　まずあまりにも人が多い場所はアウトだと思った。

　長く外に出ておらず人ともあまり会っていないため間ま違ちがいなく花屋敷澄花は得意でないだろう。そしてリヤカーをテントとブルーシートとで覆ったなんていうハタか見たら怪あやしいことこの上ない風ふう体ていなんだから、時間は真っ昼間でない方がいい。そして機動力は行人が引くリヤカーしかないわけだから、そこまで遠くに連れて行くわけにもいかない。

　それらの条件を満たした上で……そして何よりも花屋敷澄花が抵てい抗こうなく受け入れてくれるだろう場所。

　そういったいくつかの要素を加味すると、もうここしかなかった。

「……ハゲ丸、私があんなちょこっとだけ言ったこと……覚えててくれたんだ……」

「ん？　ああ。楽しそうだったからな」

「そう、なんだ……」

　テントの裾すそをぎゅっと握にぎりしめながら花屋敷澄花は何かを考え込むように沈ちん黙もくしていた。

　長いような短いような静せい寂じやく。

　そして何かを決意したかのように顔を上げると。

「……だったら、私も……」

「？」

　小さくそうつぶやくと。

　ゆっくりとテントの中からその身体を……出し始めた。

「は、花はな屋や敷しきさん……？」

「ハゲ丸がこんなに一いつ生しよう懸けん命めいになってくれてまで連れてきてくれた〝聖地〟だもんね……。それを目の前にしてただコタツの中から見てるだけなんて……できるわけないじゃない」

「だ、だけど……」

　明らかにキャパシティオーバーだろ。

　声からは隠かくしきれない不安の色がにじみ出ているし、足だって生まれたてのインパラみたいにぷるぷると震ふるえている。ただでさえ陶とう磁じ器きみたいに白い顔は今や和紙みたいに蒼そう白はくになっている。

　別にそこまで焦あせるつもりはなかった。

　今回のこれが外に出ることの一つのきっかけとなって、何となく流れがいい方向に向いてくれたりすればそれでよかったのに……

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ……。こ、こんなのはちょっとした武む者しや震ぶるいだから。それに……」

「……？」

「それに……これは私が出たいから、出るの。せっかくの〝聖地〟の只ただ中なかにいるっていうのに、自分の身体でそれを感じることができないなんて……もったいないものね」

「花屋敷さん……」

　そう言われてしまっては行いく人ととしてはもう黙だまり込こむしかない。

　行人が傍かたわらで見守る中で、花屋敷澄すみ花かは少しずつではあるが、その身体を前へと進めていく。

「……くっ……ふっ……」

「……」

「…………っ……」

　ゆっくりだけど確かな歩み。

　額に汗あせを浮うかべながらも、一歩、また一歩と足を前に踏ふみ出だして、テントから身を乗り出そうとする。

　それは時間にしてほんの一分か二分のはずなのに……まるで何時間も経っているみたいに感じられた。

　そして──




　トン……ッ……




「あ……」

　たぶんその瞬しゆん間かん行人は大きく息を吞のんでしまっていただろう。

　そんな小さな足音を響ひびかせて。

　とうとう──花はな屋や敷しき澄すみ花かはその足で〝聖地〟に立った。

「花屋敷さん……！」

　立った！　とうとう花屋敷澄花が立った！

「私……できたの……？　外に……出ることが……できたの……？」

　夢でも見るような声でそうつぶやく。

「燃えるようにオレンジ色な夕陽……少しだけ固い地面……ざらざらとした木製のベンチ……。……そっか、空気ってこういう匂においをしてたんだっけ……風ってこういう風に頰ほおを撫なでていくものなんだったっけ……ふふ、ずっとGoogleストリートビューばっかりで、忘れてた……」

「花屋敷さん……」

「忘れてた、な……」

　しばらくの間花屋敷澄花は七年ぶりとなる外の世界を身体で感じているようだった。

　手を伸ばして周りの空気を摑つかむような素そ振ぶりをしたり、近くにあった木の枝を手に取ってその感かん触しよくを確かめたり、腕うでを大きく広げて深呼吸をしたりしている。

　それからどれくらい経っただろうね。

　花屋敷澄花はゆっくりと行いく人との方を振り返ると。

「……ありがとうね、ハゲ丸」
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「え？」

　大きく息を吐はき出だしながら、そう口にした。

「これも全部あなたのおかげ……あなたが助けてくれたから、背中を後あと押おししてくれたから、私は外に出ることができた。本当に感謝してる。ありがとう……」

「そんな……」

　行いく人とは人力車のごとき肉体労働以外には大したことはしていない。

　こうして外に出ることができたのは、最後の最後で決定的な一歩を踏ふみ出だそうとした花はな屋や敷しき澄すみ花か自身のがんばりだ。行人はほんの少しその手伝いをしただけで……

　だけどその言葉に。

「ううん、それは違ちがうわ。これはあなたのおかげ。どこまでも何もかも全て、あなたがやってくれた結果よ」

「……」

　きっぱりとそう言ってくる。

　う、うーむ、そこまで言われると照れくさいというか何と答えたらいいか困るだけなんだけどなあ……

　そんな行人をさらに花屋敷澄花は真しん剣けんな顔でじっと見つめてきている。

　何だか気き恥はずかしさがマックス一五○パーセントになってきて耐たえられなくなってきたため、行人は思わず「ゴ、ゴホン……！」と咳せき払ばらいをして。

「──じゃ、じゃあそろそろ戻もどるか。五月とはいっても夜になるとまだ寒いし、あんまり遅おそくなっても家政婦さんとかも心配するだろうし」

「……ん、そうね。それがいいかも。──あ、でも……」

「？」

「戻る前に一つだけやりたいことがあるんだけど、いい？」

「？　それは構わんが……」

　何なんだろうね？

　首を傾かたむける行人の前で。

　花屋敷澄花は少しだけいたずらっぽく笑ったかと思うと。

　すーっと胸いっぱいに息を吸い込むと両りよう腕うでを夕空に向けて大きくぐっと広げて。




「──聖地巡礼[image: …][image: …]キター!!」




　そう、お腹の底からの大声でそう叫さけんだのだった。




　──これがいずれ花屋敷澄花と行人の二人で訪れることになるいくつもの〝聖地〟の、記念すべき最初の一つだった。







　　　７




　──それから三日ほどが経った。

　花はな屋や敷しき澄すみ花かが七年ぶりに外に出てから七十二時間が経った木曜日。

　彼女が実際に外に出ていたのは時間にして僅わずか五分ほどだったが、それでも花屋敷澄花にとってはターニングポイントな時間だったみたいだ。

『私……この日のことを一生忘れないと思う。この光景を、この瞬しゆん間かんを、絶対に……』

　少しだけ瞳ひとみを潤うるませながらそう言っていたのが印象的だった。

　そして──また日常が戻もどって来た。

　穏おだやかで基本的にはこれまで通りの毎日。

　もちろん一度外に出ることができたからといって花屋敷澄花がそのまますぐに普ふ通つうに外に出られるようになったってわけじゃなかったし、全てが引きこもる前と同じになるわけじゃなかった。

　あれは何ていうか瞬しゆん間かん最大風速的なピンポイントアクションだったわけだし、花屋敷澄花が外が怖こわいということには変わりがない。やっぱり今でも彼女は基本的にはアクティブ系引きこもりのままだ。もちろんまだ学校にも来ていない。

　だけどあの日以来、花屋敷澄花の中で何かが変わったような気がする。

　表情が前よりも柔やわらかくなったというか積極的になったというか……

　以前よりも表情が豊かになったような気がするし、ハゲ山がまた訪ねてきた時にも、自分から話しかけることはなかったものの、それまでのように黙だまったままということはなくちゃんと自分の意思を表明していた。……まあ、最後に「…………さっきから黙って聞いてれば言いたい放題……あんたの都合なんか知ったことじゃないのよ！　さっさと黙らないとその醜みにくくハゲちらかった残り少ない毛根を残らず引ひっこ抜ぬくわよ……このうすらハゲ……！」と荒あらぶるイリオモテヤマネコのような雄お叫たけびを上げてハゲ山を呆ぼう然ぜんとさせていた辺りは自分の意思をキチンと表明しすぎなような気がしないでもなかったけど。

　そしてそれだけじゃなくて、外に出ることに自分からも積極的に興味を示すようになった。

　自分から進んで庭に出てみたり、郵便受けまで配達物を取りに行ったりしているとのことだ。

　家政婦さんによればこれは「もしかしたら明日は雪かあるいは豚ぶたが降ってきてしまうかもしれませんね～♪」と言うほどのかなり大きな変化らしい。

　夏か奈なも。

『はー……ほんとに澄花を外に出しちゃうんだもんねー。イクイクはすごいよー！』

『そうか？　あんなの少し考えればだれにでも思い付いたことだと思うけど……』

『そんなことないって。あれはシンプルに見えるけどだれにでも思い付くアイデアじゃないと思う。イクイクがちゃんと澄すみ花かのことを見てたからこそ思い付けたナイスアイデアだよ。それに……』

『？』

『他のだれかがイクイクと同じことをやったとしても、それだけじゃ澄花は決して外に出ようとはしなかったと思うんだよねー。怖こわく思ってる外の世界に踏ふみだそうなんて考えなかったと思う。澄花がそれをやろうと思ったのは……イクイクのことを信しん頼らいしているからだよ』

『信頼って……』

　そんな大げさなもんじゃないと思うんだけどな。

　だけどその言葉に夏か奈なは首を振ふって。

『ううん、大げさなもの。それだけのことをイクイクはしたってことだよ♪』

　そう言ってにこにこと笑っていた。

　うーむ、そこまでの自覚はないんだけどなあ……。ともあれ少しずつだが全てが良い方向に進んでいるみたいなのは何であれいいことだ、ということにして納得しておこう、うん。

　──とまあ、そんな感じにその後の日々も続いていき。

　今日も今日とて行人は〝聖地〟作りを手伝うために花はな屋や敷しき邸ていへとやって来ていた。

　玄げん関かんで本日もルンルンな家政婦さんに挨あい拶さつをして三階へと上がり。

　ノックをして返事があるのを確認して花屋敷澄花の部屋へと入り。

「よお、花屋敷さん。元気か？」

「今日も来たの？　も、もう、まったくヒマ人ね。他にやることはないのかしら」

「ああ、ヒマでヒマでしょうがないから、花屋敷さんといっしょにジオラマでも作ろうかと思って」

「ふ、ふん、好きにすればいいじゃない」

　いつも通りに軽く挨拶を交わしたところで。

「……ん？」

　と、そこで気付いた。

　新しく作り始めた鎌かま倉くら、江えノの島しまのジオラマの中に置かれていた『アニサキス☆澄花』のフィギュア。

　その隣となりに、見慣れないフィギュアが一つ増えていることを。

「これって……」

　紺こん色いろの詰つめ襟えりの桐とう葉よう学園の男子制服。微び妙みように目付きの悪い顔。そして少しばかり髪かみの毛が薄うすく作られた頭部。

　いやまさかこれ……

「……な、何よ？　何か言いたいことがあるわけ……？」

「や、もしかしてと思うんだけどこのフィギュア……」

「……べ、別に深い意味はないわよ。た、ただ今回はあなたには本当に世話になったし、そのことについては本当に感謝しているからそのお礼というか忘れないためにというか……。どうかしら、行いく人とのハゲ具合はうまく再現できたと思うけど？」

「だからハゲてねぇ！」

　まったく、そこまでハゲハゲ言われると本当に自分がハゲているような気がして得体の知れない不安に襲おそわれるんだってのに。最近は気付けばついついネットでスカルプＤとプレミアムブラックシャンプーのどっちが頭皮にいいのかとかの比ひ較かくサイトを調べてしまうしよくない傾けい向こうだ……と苦々しい気分になっていて。

「……ん？」

　……って、ちょっと待った。

　そこで気付いた。

　今……〝行人〟って言ったか？　ハゲ丸とか、あなたとかじゃなくて、〝行人〟って。

　思わず花はな屋や敷しき澄すみ花かの顔を見ると。

「……な、何よ、いつまでもハゲ丸呼ばわりなのも他人行ぎよう儀ぎだと思ったから、名前にしてみただけよ。ハ、ハゲ丸の方がいいっていうんなら即座に直ちにそっちに戻もどすけど……」

「あ、いや、それはない！　アリの前脚の欠片かけらほどもない！」

「そ、そう……だったらこれからはそう呼ばせてもらうから。──そうだ、あなたも花屋敷さん、なんて堅かた苦くるしい呼び方じゃなくて、澄花でいいわよ。そ、その……」

「？」

「と、友達は名前で呼び合うものでしょう……？」

　そう言って恥はずかしそうにそっぽを向いてしまう。

　やれやれ、やっぱりどこまでいっても素直じゃないなあ……

　そんな変わらぬ花屋敷澄花のツンデラックスっぷりに苦笑しつつ。

　行人はこう口にしたのだった。




「分かった。──よろしくな、〝澄花〟」
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　　　０




　それはゴールデンウィークやらその後の新たな出会いやらそこから派生した一大クライマックスだった〝聖地〟イベントやらでおそらくこれまで生きてきた十五年の中で最も大おお賑にぎわいだっただろう五月も終わり、季節が次第に春から梅雨へと移り始めるとともに曇くもり空ぞらや雨の日が多くなってきた六月のある日のことだった。

　水曜日の午前十時。

　行いく人とは……池いけ袋ぶくろの駅前にいた。

「……」

　あちこちにふくろうの像が建ち大きなロータリーに面したいかにも都内って感じの駅。

　ただ辺りには人の姿は思ったほどは多くない。

　電車だけで八路線が乗り入れるこの辺りではかなり大きな駅だからいつでも二十四時間人で溢あふれているってイメージだけど、さすがに今日は平日の昼間であるためそこまで人口密集率一五○パーセントって感じではないんだよ。周りにいるのはスーツ姿のサラリーマンや少し遅おそめの講義がある大学生、買い物に向かうおばちゃんたち。ちなみに行人が平日にも関わらずここに来られているのは今日が学校の創立記念日で休みだからであって、決して盗ぬすんだバイクで走り出して学校のガラスを割った結果とかじゃないよ？

「……」

　それにしても遅おそいな……

　ポケットからスマホを取り出して時間を確認する。

　時間は十時五分を少し過ぎたところ。

　確か十時に池袋駅前で待ち合わせだったはずだからいいかげん来てもいい頃ころのはずなのにな。まさかとは思うけど十時が深夜十時なわけはあるまいし……

　そんなことを考えながら辺りを見回していて。

「…………」

　さて、そもそもの問題としてどうして行人がこんなところにいるのかというと。

　毎日妹といっしょにオセロをしたり妹といっしょに夕方のアニメを見たり妹といっしょに釣つりに行ったりするくらいしかない地味で単調な日々に飽あき飽あきして、一念発起して池袋で華はな々ばなしく高校デビューを飾かざるためにやって来た……というわけじゃないんだよ。

　平日の昼間から自宅より三十分のこの街に来ている理由。

　それには当然というか何というか、ほんの一ヶ月ほど前に知り合った引きこもりっこなツンデラックスガールが関係しているのである。

「……」

　話は今から一週間ほど前に遡さかのぼる。

　いつものように訪れていた花はな屋や敷しき邸ていで交わされた会話が発ほつ端たんであって──







「──ねえ行いく人と、池いけ袋ぶくろって行ったことある？」

「え？」

　窓から柔やわらかな日の光が射し込む麗うららかな午後。

　ここ数週間ですっかり恒こう例れいとなったジオラマ作りの手伝いをしていると、隣となりの澄すみ花かがそんなことを言ってきた。

「ほら、池袋よ、池袋。街のあちこちにフクロウの像があることで有名な、東京と埼玉の境の水族館がある街。似ているけど沼ぬま袋ぶくろじゃないからね？」

「いやそれくらい分かるけど……」

「そ、ならいいわ。それでそれで、どうなの？」

「池袋か……乗のり換かえでちょっと降りたことがあるくらいだな」

　乗り換えで利用したり電車から街並みを眺ながめたりしたことはあるど、実際に街を歩いてみたりしたことはない。いや買い物とかならうちからだと新宿に出た方が早いし、意外と行く機会がないんだよ。

　すると澄花は。

「そ、そう……ないの……」

　少しだけ声のトーンを落として、残念そうにそう口にした。

「？　池袋に何かあるのか？」

「べ、別に大したことはないわよ。ただ……」

「？」

　ただ……何なんだろうね？

　その先の言葉が続かない。

　言いたいことは割とハッキリ口にするツンデラックスガールのもじもじリアクション（指回し運動付き）に首を捻ひねっていると。




『──池袋には二度と来るなって言わなかったっけか……？』




　いつものごとくアニメが流しっぱなしになっていた部屋奥おくのテレビから、そんな声が流れてきた。

『──乗り越えろ、立派な池袋人になると誓ちかったのなら、この試練を乗り越えてみせるのだ、帝人みかど！』

「……」

「……」

「……」

　……ああ、なるほど、そういうことね。

　池いけ袋ぶくろ自体というよりも『聖地巡じゆん礼れい』の対象として池袋に興きよう味みがあると……

　考えてみればこの引きこもりっこが突とつ然ぜん池袋なんてどちらかと言えばアウトドア指向な街のことを訊きいてくるなんて、理由はそれくらいしか考えられない。にしても遠回しすぎてものすごく伝わりにくいというか……やれやれ、まったくどこまで行っても素直じゃないツンデラックスだね。

「……な、何よ……？　な、何か言いたいことがあるなら言いなさいよ」

「……いや。それよりそれってどういうことなんだ？　つまり次にジオラマで作る〝聖地〟を池袋にしたいってことなのか？」

　訊いてはみたものの十中八九それだろう。

　だけどその言葉に澄すみ花かは首を振ふって。

「…………違ちがう……」

「え？」

　違うの？

　てっきりそれでビンゴかと思ったのに。

「じゃあ新しいＡＲ記念写真を作るのか？　Googleストリートビューで資料を集めたいとか……」

「……それも、違う……」

「？」

　うーむ、だったら何なんだろうね。

　ジオラマとGoogleストリートビュー以外に新しい『聖地巡礼』に関する何かを考え付きでもしたんだろうか？

　首を捻ひねる行いく人とに。

「……ってみたいと思ってるの……」

「え？」

「……そ、その……作るんじゃなくて……い、いって、みたいと思ってるの……」

　ウスバカゲロウが鳴くような声でそう口にした。

「……」

　……え、今何て言った？

　いってみたいって……言ってみたい……？　それとも炒いってみたい……あるいは逝いってみたい……？　うーむ、なんかどれも違ちがうような気がする。

　言葉の意味が分からずに微び妙みように戸と惑まどう行いく人とに。




「………だ、だから、そうじゃなくて……行って、みたいの……！　ジオラマとかGoogleストリートビューとかだけじゃなくて、自分の足で、池いけ袋ぶくろに……！」




　澄すみ花かは一気に吐はき出だすようにそう声を出した。

「え、そ、それって……」

「こ、言葉通りよ。本物の、リアルの『聖地巡じゆん礼れい』をやってみたいって思ってるんだってば……！」

　澄花の言った言葉をもう一度頭の中で反復する。

　行人の理解力がここ最近の梅雨時の湿しつ気けでカビた枝豆豆どう腐ふみたいになってるんでなければ、澄花が自分で本当の『聖地巡礼』をしたい──外に出たいってことでいいんだよな？

「う、うん……」

　その確認に澄花が小さくうなずく。

「お──おお、そうなのか！　分かった、行こう！　今すぐにでも行こう！　大賛成だ！」

「ちょ、ちょっと、そんなに大げさに大声を上げないでよ、は、恥はずかしいじゃない……」

　澄花はそう言うもののこれはこの上なくおめでたいことだ。

　どうして突とつ然ぜんその気になったのかは分からないが……七年間外に出ることがなかったアクティブ系引きこもりっこが、自分からリアル『聖地巡礼』に行きたいと口にした。それは一大セレブレーションでお赤飯を炊たいてもいいくらいのセンセーショナルな出来事であって……

「……ん？」

　だけどそこでハタと気付く。

　だけど──澄花はまだ普ふ通つうには外に出られないはずだ。

　あのリヤカーでのプチ『聖地巡礼』以来、色々と努力の甲か斐いあって澄花は自分一人で庭に出たりペットのグリーンイグアナ（マイケルくん）を家の前で散歩させたり、家政婦さんか夏か奈なか行人がいっしょなら近くの公園くらいまでになら行けるようにはなった。それはそれで目覚ましい進歩だけれど、池袋を回ってリアル『聖地巡礼』するとなるとまた話は違ってくる。それこそ外に出ていなければならない時間は一時間や二時間では済まないだろうし……

　その懸け念ねんに。

「そ、それはその……こ、この前の行人が用意してくれたあの台車？　みたいなの、なかなか乗り心地がよかったと思うわ。ヘラクレス・マークⅡもあってまるで部屋の中にいるみたいに落ち着けて……。あ、あれだったらまた乗ってあげてもいいと思わないでもないかもしれなくもない今日この頃ごろはいかがお過ごしですかって感じかしら」

「……」

　……つまりまたリヤカーで運うん搬ぱんしろってことですね。

　まあ実際問題それしかないだろうし、このアクティブ系引きこもりっこが外に出たいっていう積極的な気持ちを持ったというのならそれに協力することはむしろ大だい歓かん迎げいである。だからそれはいい。

　だけど一つ気にかかる事じ項こうもあって。

「……だけどさすがに池いけ袋ぶくろまでリヤカーで行くのはムリだぞ？　いくら何でも遠すぎる……」

　ここから池袋までは電車を乗のり継ついでおよそ二十分である。リヤカーで行ったらその五倍以上は軽くかかるだろう。本物の荒あらぶる馬車馬じゃないんだしそれはミッションインポッシブルってもんである。

　すると澄すみ花かはこくりとうなずいてきて。

「ん、それはさすがに分かってる。そこの対策はできてるから、任せてくれれば大だい丈じよう夫ぶ」

「そうなのか？」

「うん、メアリー・セレスト号に乗ったつもりでどんと構えてて」

「それ有名な幽ゆう霊れい船せんなんだが……」

　そこはかとなく不安になる行いく人とに澄花はぴっと人差し指を立てて。

「それじゃあ決まりね。行くのは……えっと、平日がいいと思うから、来週の水曜日でどうかな？　確かその日は学校は創立記念日で休みだったよね？　十時に池袋駅に集合ね。いい？」

「ああ、分かった」

　その言葉にうなずき返して。

　こうしてトントン拍びよう子しに澄花との池袋行きが──初めてのリアル『聖地巡じゆん礼れい』の決行が決定したのだった。
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　そういう次第で決定した記念すべき初めてのリアル『聖地巡礼』。

　その決行日が今日でありこうして行人は午前十時の池袋でカカシのように立たち尽つくしているわけなんだが……

「……」

　……ホントに来ないな。

　時刻はそろそろ十時十五分を過ぎようとしているところである。さすがに遅おそすぎるからこれはまたあの引きこもりっこが深夜までネットゲームやらソーシャルゲームやらをやっていて寝ね坊ぼうしたとかいうパターンなんじゃないのかと危き惧ぐして（かなりあり得る……）、一度電話で確認しようかとポケットから再度スマホを取り出そうとして。

　と、その時だった。

「……ん？」

　ロータリーの方に、一台のダンプが走ってくるのが見えた。

　むう、何の用事か知らんがこんな都会の車で溢あふれた道に仰ぎよう々ぎようしい感じだな。でも他の車にこすったりすることなくうまく器用に車の波をすり抜ぬけている。……ていうかあれドリフトじゃないか？　よもやどこかの豆とう腐ふ店てんの配達車とかじゃないよね……などと思っていると。

「……」

　……なんかあのダンプ、一直線にこっちに向かってきてないか？

　いや車だからロータリーのある方に向かってくるのはいいんだがそれにしてはスピードが出過ぎているような……

　そんなことを考えている内にもダンプはドンドンと迫せまってきて。

「おお……？」

　あわやいつか聞いたダンプに正面から撥はねられたアニメの主人公のようになるんじゃないかと思ったところで。

　キキキキィイッ！

　暴あばれ猿ざるの鳴き声のようなブレーキ音を響ひびかせて。

　ダンプは目の前で停止した。

「お、おお……？」

　思わずその場にヘタりこむ行いく人との前で。

　運転席のドアがガチャリと開き、中から見慣れたエプロン姿の女の人が降りてきた。

「か、家政婦さん……？」

「はいは～い、全世界のついついまとめ借りがお得なサービスデーにレンタルＤＶＤを借りすぎてしまった挙げ句に滞たい納のうして延えん滞たい金きんが得をした分よりもたまってしまい困ったことになってしまう不ぶ精しよう者ものの味方、家政婦のミタではなくミナイです♪　道が思ったよりも混雑していたため少し遅おくれてしまいました。申し訳ございません」

　出て来たのは家政婦さんだった。

　軽やかにその場でくるんと回って挨あい拶さつをして、普ふ段だん通りの虫も殺さないようなにこにこ笑顔をこっちに向けてくる。そういえばこの人の名前が雪ゆき下した美み奈な衣いさんだということをつい先日知った……というのはともかくとして。

「え、な、何で家政婦さんが……」

「何でと言われましても、澄すみ花かさんをお届けにまいった次第ですよ♪」

「澄花を……？」

「はい♪」

　その言葉とともにホロのようなものに覆おおわれていたダンプの荷台部分が露あらわになる。

　そこにあったのは……つい先日行いく人とが全力で引っ張って坂の上まで運んだ、テントに包まれたリヤカーだった。

「これって……」

「──ヘラクレス・マークⅡよ」

「澄すみ花か……」

　行人の声に答えるかのようにテントに覆われたリヤカーから澄花がぴょこんと顔を出す。

「言ったでしょう。ここまで台車を運ぶ手段には当てがあるって。美み奈な衣いはダンプの運転免めん許きよを持ってるからね。まあ池いけ袋ぶくろってことでワゴン組ならぬダンプ組ってところかしら」

「……」

　……ナルホド。

　最後だけは何を言っているのかいまいちよく分からなかったけれど、確かにこのダンプとあの某ぼうハチロクのごときドライビングテクニックなら積荷と目的地が何であろうと大した問題じゃないだろう。にしても何でこの家政婦さんは普ふ通つうにダンプの免許とか持ってるんだ？　見た目は大学生くらいなのに……

「うふふ、それは家政婦四十八の秘密の一つです。知られてしまったらしかるべき処置をとらなければなりませんので教えるわけにはいきません♪」

「……」

　この人もこの人で謎なぞな人だ……

　そんなことを話しつつ、ダンプの荷台からリヤカーが下ろされる。

　前回は花はな屋や敷しき邸てい近くの公園に行って帰ってくるのに体力の九割方を使い果たしたごくごくノーマルな人力車。

　ありがたいことに今回は補ほ助じよとして電動自転車が用意されているらしい。これなら多少の坂道でも体力の残りゲージを気にすることなく全力坂ができるな。

「それでは私は一度帰りますね～。また今日の行程が全て終わった頃ころにお迎えにあがりますから～♪」

「分かったわ。ありがとう、美奈衣」

「いえいえ、それが家政婦のお仕事ですから。失礼します～♪」

　そうペコリと頭を下げて運転席に戻もどると、来た時と同じように見事なドリフトを披ひ露ろうしつつ美奈衣さんに操られたダンプは消えていった。うーむ、本当にどんな経歴を持ってるんだろう、この人。ブラックボックスだ……

　後には澄花が乗ったリヤカーと行人だけが残される。

「──ええと、それでまずはどこに行けばいいんだ？」

　後ろを向いて澄花にそう問いかける。

「ん、それなんだけどね、まずはスマホにメールを送ったからそれに目を通してもらってもいい？」

「メール？　いいけど……」

　何なんだろうね？

　疑問に思いつつも言われた通りにスマホを出して。

　そこには何やら男同士が濃密に絡からみ合あっているスタンプがあった。

「ぎゃ、ぎゃー！　ま、間ま違ちがえた！　そ、それじゃない！　それはこの前買った聖地擬ぎ人じん化かスタンプ『立たち川かわ×八はち王おう子じ』で……け、消して！　今すぐ！　一秒以内に！　今から違ちがうのを送るから！」

「は、はあ……」

　絞しめられる寸前のニワトリみたいな声を上げて澄すみ花かが両手をぱたぱたとさせる。

　いやまあ似たようなものを何度か妹の部屋で見たことがあるから行いく人とは別に気にしないんだけど……

「ちゃ、ちゃんと消した……？　もしも消してなくて別フォルダにコピーとかして残してたら後で大変な目に遭あうからね……？」

「そんなことしないって……」

　相変わらず自じ虐ぎやく的てきだなー。

　やれやれと思いながらスタンプを消去しているとすぐに新しいメールが送られてきた。

　開いてみるとそこには何やら容量大きめのファイルが添付されていて、それには『アニサキス☆澄花の〝はじめてのせいちじゅんれい〟のて・び・き♡』と書かれていた。

「……。……あー、ええと、これは……？」

　いやこっちもこっちで色々と突つっ込こみどころが満まん載さいなんですが……

「え、な、何よ……見て分からない？　マニュアルよ。ほら、行人は『聖地巡じゆん礼れい』についてアマガエルくらいの知識しかないでしょう？　だから作ったの」

「マニュアル……」

　頭の若干アレな覚え書きか怪あやしい宗教の勧かん誘ゆうマニュアルにしか見えないんだけどなーと思いつつファイルを開くと、意外とファイルサイズの大きいそれにはまずこんなことが書かれていた。




〝聖地巡礼における血の掟おきて〟

　一つ、舞ぶ台たいとなる〝聖地〟を荒あらすべからずにゃん♪

　一つ、近きん隣りんの住民に迷めい惑わくをかけるべからずにゃん♪

　一つ、現地での行動は慎しん重ちようにするべしにゃん♪




「……」

　いや何だっておっさんみたいな体育会系口調の最後にかわいらしい萌もえ語ご尾びが付いてるのかっていう突つっ込こみはさておき。

「ええと……これはつまりどういうことなんだ？」

「んー、まあ基本的には書いてある通りなんだけど。ほら、遠足とか旅行とかに行く時にもたぶん同じことを注意されるんじゃない？　旅行先の史し跡せきとかを壊こわすな、旅先の現地の人に迷めい惑わくをかけるな、うわついた行動はするな。歩いているメンズ同士を見ても勝手にカップリングをするな。特に〝聖地〟はアニメやラノベに出たっていうだけで、特別な観光スポットじゃない場所もあるからね。よりいっそう注意が必要ってわけ」

「なるほど……」

　そう考えると分かりやすいな。

　要は『聖地巡じゆん礼れい』というとある意味何だか仰ぎよう々ぎようしい雰ふん囲い気きだけど、やること自体は客観的に見てみれば普ふ通つうの旅行やら観光やらとほとんど変わらんわけだから、そういう気配りを怠おこたっちゃいかんってことだろう。

「ま、でもこれはいちおうの確認事じ項こうかな。普通にしていれば何も問題はないことだから。ほらほら、それよりも次にいってみていってみて。そこからが本番だから」

「ん、どれどれ……」

　ファイルのページを進めてみると、続いて書かれていたのは今日一日のスケジュールだった。

　手書きと思しきマップ付きのタイムチャート。




ＳＴＡＲＴ：ＪＲ池いけ袋ぶくろ駅えき

　↓

　↓　駅構内を徒歩一分

　↓

①【東とう武ぶ東とう上じよう線せん北口改札】：時間の目安五分

　↓

　↓　駅構内を徒歩一分

　↓

②【いけふくろう】：時間の目安五分

　↓

　↓　徒歩一分

　↓

③【池袋東口35番出口付近】：時間の目安十分

　↓

　↓　徒歩十分

　↓

④【池いけ袋ぶくろ東口乙女ロード】：時間の目安一時間

　↓

　↓

　↓

⑤【池袋東口サンシャイン通り端はし】：時間の目安三十分

　↓

　↓

　↓

・ＪＲ池袋駅

　↓

　↓

　↓

⑥【池袋西口公園】：時間の目安三十分

　↓

　↓　徒歩十五分

　↓

⑦【トキワ荘そう跡あと地ち】【西口周辺】：時間の目安一時間

　↓

　↓　徒歩三十分

　↓

⑧【サンシャイン60】：時間の目安一時間

　↓

　↓　徒歩十分

　↓

ＧＯＡＬ：ＪＲ池袋駅
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　大まかな流れは以上のようになっているらしい。

　おお、けっこう本格的というか濃密なスケジュールだな。かなり色んな場所を回るみたいだしほぼ半日がっつり使うみたいだし……大だい丈じよう夫ぶなのか、これ？

　その問いに。

「んー、時間的にはそこまでムリのない行程を考えたつもりだけど……。移動時間も基本は徒歩で換かん算さんしてるから、電動自転車とリヤカーならもう少し短たん縮しゆくできると思うし」

「いや、それも気にはなるんだが、それよりも……」

「？」

「その、澄すみ花かは大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

「え？」

「リヤカーがあるとはいえこんなに外にいる時間が長くて……」

　行いく人とが若干気になるのはそれだった。ほら、このツンデラックス娘は表面上はイケイケで強気な感じだから分かりにくいけど、外に出ることに関しては若葉マークなわけだし……

「あ……」

　その言葉に澄花が目をぱちぱちとさせる。

「……だ、大丈夫よ。それはまだ不安なところはあるけど、前に比べればだいぶ外の空気にも慣れてきたし、それに……」

「……？」

「……そ、それに、行人はいっしょにいてくれるんでしょう？　おはようからお休みまで暮らしを見つめてくれるライオンみたいに、いつでもどこでも。だ、だったら安心よ、きっと」

　微び妙みように顔を逸そらしながらそんなことを言ってくる。

　む、むう、なんか表現はアレとはいえ珍めずらしく素直なリアクションを取られるとどうしていいのか分からんな。背中がこそばゆいというか……

「そ、そうか……」

「う、うん……」

「……」

「……」

「……」

　な、何だろうね、この妙みような感じの沈ちん黙もくは……

「──ま、まあ、大丈夫だっていうならよかった。ひと安心だ」

「そ、そうね。き、気にしてくれてありがとう。──あ、そうだ、忘れてた」

「？」

「何はともあれ、〝聖地〟を前にしたらまずはこれから始めないとね」

　そこで澄花はいたずらっぽく笑って。

　大きく息を吸い込むと。




「『聖地巡礼』[image: …][image: …]キター!!」




　恒こう例れいのフレーズを大声で口にしたのだった。







　　　２




　さて今回の『聖地巡じゆん礼れい』だが……メインとなるテーマは『デュラララ!!』というアニメであるらしい。

　花はな屋や敷しき邸ていでも流れていた、池いけ袋ぶくろを舞ぶ台たいとした群ぐん像ぞう劇げきな人気アニメ。

　原作は電でん撃げき文庫から刊行されている小説で、マンガにもなっているとか。

「──えっとね、基本的には『デュラララ!!』のアニメ第一話での主人公たちの足あし跡あとを辿たどりつつ、同時に池袋の有名スポットを探訪していこうと思うの。大まかな流れはこのチャートに従って動いていく感じだけど、それ以外の脇わき道みち的てきな細かい〝聖地〟もピンポイントで拾っていけたらなって思って」

「ふむふむ」

「その辺についてはマニュアルの後ろの方にそれぞれのチャートごとの詳しよう細さいが載のってるからそれを参考にして。それと、途と中ちゆうで他のアニメの〝聖地〟があったらそれも随ずい時じ補ほ完かんしていこうと思ってるから。それでいい？」

「他のアニメ？　他って、池袋にはその『デュラララ!!』ってアニメ以外の〝聖地〟もあるのか？」

〝聖地〟と言われると一カ所一作品なイメージなんだが……

　その行いく人との疑問に澄すみ花かはうなずいて。

「もちろんよ。池袋は『デュラララ!!』の他に『輪まわるピンクドラム』とか『孤こ独どくのグルメ』とか『ノクターン女学院ラクロス部Ｚ』とかの〝聖地〟にもなってるわ。もしかしたら他にもあるかもしれない。だけどそういう〝多重聖地〟は珍めずらしくないの。一つの場所がいくつかの作品の〝聖地〟になるのはよくあることで……立たち川かわとかは『禁書』とか『レールガン』とかだし、秋あき葉は原ばらなんかは前の『乃の木ぎ坂ざか春はる香かの秘密』とか『俺おれの妹がこんなに可愛いわけがない』とかをはじめとしてもう数え切れないくらいたくさんの〝聖地〟が集まってるんで有名なんだから」

「へえ……」

　一カ所にそんなたくさんの〝聖地〟が固まってることもあるんだな……

　やっぱりそういう〝聖地〟に選ばれやすい土地っていうのはあるもんなのかね。

　初めて知った目からウロコな〝聖地〟事情に心の中で納得していて。

「──さ、それじゃ行くわよ。まずはこのチャートの①から順に行くから。ほら、散歩中の還かん暦れきのおじいちゃんみたいにぼーっとしてないで、レッツゴー、行人！」

「ああ、分かった」

　促うながしてくる澄花にうなずき返してリヤカーを動かし始める。

『アニサキス☆澄すみ花かの〝はじめてのせいちじゅんれい〟のて・び・き♡』によると、最初に向かうのは東とう武ぶ東とう上じよう線せんの改札付近のようだった。

　スタート地点からリヤカーを五分ほど走らせた先にある駅構内への入り口。

　ここから地下に降りた先に目指すべき場所はあるらしいんだが……

「……」

　さて……ここで一つ問題があった。

　問題というか、今回のこの『聖地巡じゆん礼れい』を行うにあたっての最大の懸けん案あん事じ項こう。

　それは何かというと……

「大だい丈じよう夫ぶか？　行けそうか……？」

　後ろを向いて澄花に問いかける。

「う、うん……たぶん……」

　そうは返事をしはするものの、なかなかリヤカーから降りてこようとしない。

　その顔にはやはり不安というかどこか心許なげな色が見みえ隠かくれしていて……

　そう──問題というのはこれだった。

〝聖地〟の周辺まではリヤカーで何とかなるけれど、いざそこから先の〝聖地〟内──すなわち駅の構内や何かの建物の敷しき地ち内ないに入るためには、どうしてもリヤカーから降りて歩いて行かなければならない。そのことはつい先日に七年ぶりに外に出たばかりの澄花にとっては大きな障しよう害がいであって……

「……っ……」

「お、おい、本当に大丈夫か……？」

　少しだけよろめきながら降りてきた澄花の肩かたに手をやる。

「へ、平気よ……さっきも言ったけど、行いく人とが傍そばにいてくれれば何ともないから」

「澄花……」

「……は、離はなれないよね……？　行人はいつでも一番近くにステイしてくれているんでしょう？　ならだいじょうぶだから……」

「…………」

「行人……？」

「…………いや、それはいいんだが」

「？　何……？」

「……いくら離れないためとはいっても……これは色々違ちがわないか……？」

　そこはかとなく微び妙みような気持ちとともに首元を見る。

　そこに付けられていたのは……布でできたヒモのようなもの。一メートルほどの長さで、その先は澄花の右手にしっかりと握にぎられている。

　これはあれか……？　ほらよく小さな子供がはぐれないようにと親が手に持つチャイルドロープみたいな……

　それに澄すみ花かは。

「しょ、しょうがないじゃない。だってこうでもしてないと行いく人とはすぐ迷子になってふらふらと違ちがう飼かい主ぬしに付いていっちゃう犬みたいにどっかに行っちゃいそうなんだから。そ、そのためには必要な措そ置ちよ」

「……」

　……いや迷子になりそうなのはどう考えてもそっちだと思うんですが……

「何にせよこれは勘かん弁べんしてくれ……。なんか金持ちのする大型犬の散歩（もちろん行人が犬）みたいだし、何より目立ってしょうがない。あんまり周りから注目されるのは澄花だってイヤだろ？」

「ま、まあ、それは……」

　何ていうか……ただでさえ目立つ容姿をしてるんだからさ。

　遠目で見てもさらさらな髪かみ。整った顔立ち。こぼれそうなほど大きな瞳ひとみに桜色の唇くちびる。真っ白で透すき通とおった肌はだ。

　今ここでこうしているだけでも周りの視線（男女問わず）を集めて大変なんだよ。澄花本人はその理由が分からないらしく「い、行人のハゲに太陽光が反射して迷めい惑わくなのよ……」とこっちのせいにしていたけど、これはどう考えても明らかに澄花が原因である。

「……わ、分かったわ。行人はどうしてもこれはイヤだって言うのね？」

「ああ、できれば何とかしてほしい……」

「そ、そう……」

　そこで澄花は考え込むような仕草を見せた。

　そして何かを思い切ったかのように顔を上げると。

「し、仕方ないわね……だ、だったら、これでいいでしょう……？」

　きゅっ……

「お……」

　少しだけ遠えん慮りよがちな感かん触しよくとともに、行人の服の袖そでが引っ張られて。

「こ、これならリードを使わなくてもいいし、行人がどこかに迷子になるのを防ぐこともできるわ。ちょっと動きにくいのが難点だけど、一石二鳥よ」

「あー、うん、まあ……」

「か、勘かん違ちがいしないでよね。こ、これはあれよ、アンビリカルケーブルみたいなものよ！　予備電源はないんだから、切断しないように注意して歩いてほしいわ」

「はあ……」

　何だか何を言っているのかいまいちよく分からないけれど、本人が納得してるならそれでいいか。

　そんな風にして行いく人との袖そでに澄すみ花かのちんまりと摘つままれた指先というオプションが加わって。

　そしていよいよ〝聖地〟へと足を踏ふみ入いれる──







【池いけ袋ぶくろ駅えき東とう武ぶ東とう上じよう線せん北口改札】

「──わ、わあ……ここが帝人みかどと正まさ臣おみが再会した場所……」

　辺りをきょろきょろと見み渡わたして、澄花が弾はずんだ声を上げる。

「ほんとにそっくりなんだ……改札の感じとか近くにある看板とかアニメに出てくるままだし……ほらほら行人、これ見て！」

「お」

　初めて雪原を見る常夏の国の人みたいに目を輝かがやかせてスマホに映し出された動画を見せてくる。

　そこには確かにこの場所と同じ景色が、アニメの中で再生されていた。

「おお、すごいな」

「でしょでしょ？　こんなに忠実だと見てるこっちまで嬉うれしくなってきちゃうわよね！　すごい時間をかけてロケハンしたんだろうなあ……。──あっ、あそこにあるのはアンデルセン東武池袋店！　うわ、うわあ、本物だ！」

　両手をぱたぱたさせながら『[image: かおもじ]』みたいな表情を浮うかべる。

　うーん、ものすごく楽しそうだな。

　まあ長年ずっと憧あこがれだった『聖地巡じゆん礼れい』にやって来て実際にその現場を目の当たりにしてるんだもんな。自分の足で〝聖地〟に来ることを望んで止まなかったこのアクティブ系引きこもりっこにとってはまさに至福の時間だろう。遠足で遊園地に来た子供みたいにはしゃいでしまうのは当然だと言える。

「……」

　──にしても『聖地巡礼』って具体的には何をやるもんなんだろうね？

　ふと疑問に思った。

　前回の巡礼は澄花が外に出ることがメインの目的だったし、何より短時間だったのでその辺はあんまり気にならなかったけど、実のところその辺が行人にはよく分かっていない。

　こうして〝聖地〟とされる場所を実際に回って、その元ネタとされるアニメやマンガなどの場面と同じであることを確認してそれで終わりなのか？　でもそれだけじゃそこはかとなく物足りないような気もするし、別に何かをやるものなんだろうか？　でも何を……？

　目の前できゃっきゃっ♪　とはしゃぐ澄花を眺ながめながらそんなことを考えていると。

「──あ、そうだ、忘れるところだった！　写真と動画を撮とっておかないと！」

「写真？　動画？」

　と、ぽすんと手を叩たたいて澄すみ花かがそう口にした。

「うん、そう。今日の『聖地巡じゆん礼れい』の模も様ようはしっかりと記録して後で『はにかみ澄花ちゃんねる☆』としてブロマガとニコ動にアップするの。ちゃんと元になったアニメとの比ひ較かくとか実際に巡礼したレポート、買ってきたお土産とかも付けて。それも『聖地巡礼』の醍だい醐ご味みっていうか、むしろメインの目的の一つだもの♪」

　ナルホド、『聖地巡礼』にはそんな内容もあるのか。

　確かにこういった色んなところを見て歩く『聖地巡礼』は写真やビデオと相性がいいし、色々と記録を残しておけば後々楽しいよな。思い返してみればGoogleストリートビューにＡＲ合成をした写真を大事に飾かざったりしていたわけだし、そういった発想はさもありなんなのかもしれん。

　そこはかとなく納得した心地になる行いく人とに。

「──というわけだから、はい、よろしくね行人」

「え？」

　ぽん、とデジカメが手て渡わたされた。

「え？　じゃないでしょ。ここには行人と私しかいなくて、私は『アニサキス☆澄花』としてそれぞれの〝聖地〟をレポートしていかなきゃならないんだから、行人が撮とってくれなきゃ撮さつ影えい者しやがいないじゃない」

　それがさも当然のようにそう言ってくる。

　いやまあ言ってる内容自体はその通りなんだけど……というか『アニサキス☆澄花』ってまだ使うつもりなんですね。

　その突つっ込こみに。

「だ、だって、なんか悔くやしいじゃない……。今さら変えたら、その、勘かん違ちがいしてたことを認めるみたいでいやだし……」

「でもアニサキスだぞ……」

「わ、分かってるわよ……分かっていても、女にはもう後には引けない時があるの……！（遠い目）」

「……」

　そこは全力で引いていいところだと思うんだけどなあ……

　とはいえまあ本人がそれ（アニサキス）でいいってって言うのなら行人がそれ以上口を挟はさむところでもない。

　うなずき返して、受け取ったデジカメ（動画も撮れる優れもの）で撮影を始める。

「それじゃあ、撮るぞ？」

「う、うん、いつでもおっけーよ」

「じゃあ……スタート」

　なぜかいっしょに手て渡わたされたカチンコを鳴らして。

「は～い、みなさんこんにちアニサキス☆　『アニサキス☆澄すみ花か』の『はにかみ澄花チャンネル☆』の時間です。今日澄花は池いけ袋ぶくろの【東とう武ぶ東とう上じよう線せん北口改札】に来ていますにゃ～ん♪」

「……」

　おおすごい。一秒で口調と声音が変わったよ。

「ここの改札出口は『デュラララ!!』のアニメ第一話で主人公である竜りゆうヶが峰みね帝人みかどと紀き田だ正まさ臣おみが三年ぶりに再会した場所で、全ての始まりとなった場所なんだにゃん♪　ん～、実際に探訪することができて感動なんだアニサキス☆」

「…………」

　うーん、まあ言っている内容はきっと正しいんだろうけど。

　何というか、こんな都心の駅のど真ん中でにゃんにゃんだのアニサキスだの言ってレポートをしているのはある意味シュールな光景なことこの上ないというか……いつの間に出したのか知らないけど澄花はネコ耳カチューシャみたいなのを出して頭に着けてるし。あ、今近くをたまたま通った外人さんが「ＯＨー！　ジャパニーズコスプーレ！」って言ってたよ……？

　ていうかこのアクティブ系引きこもりっこ、外に出るのはいまだにためらいがあるってのにこんな人前でこういった目立つことをするのは大だい丈じよう夫ぶなんだな。引きこもってる間は基本的に人とは会っていないはずだから、てっきり人が多いのは苦手かとも思ったんだが……

　と、そんなことを考えた瞬しゆん間かん。

「……っ…………！」

　それまでノリノリでアニサキスアニサキス言っていた澄花が小さく声を上げた。

　見れば近くを通りかかった親子連れの子供の方がアニサキス☆澄花を指さして「ねえママ、あの人どうしてあんなかっこうでお外にいるの？」と指さしているのを母親が「し、しっ、指さしちゃいけません！」とたしなめていたところだった。ああ、やっぱりそういった視線は気にかかるのか……と思いきや。

「……ね、ねえ行いく人と、今私のネコ耳曲がってなかったかしら……？」

「そこかい！」

　……気にするところが違ちがうよ！

　……まるで明後日の方向だよ！

「そこかいも何もレポートの完成度以上に気を遣つかうことなんてないでしょう！　ネコ耳は角度が命……！　せっかくのネコ耳が曲がっていたらレポートが台無しよ……『はにかみ澄花ちゃんねる☆』と『アニサキス☆澄花の聖地巡じゆん礼れいレポート』は遊びじゃないんだからっ！」

「そ、そうか……」

　もうこのアニサキス☆澄花には行人から何も言えることはないのかもしれない……

　そこはかとなく微び妙みような気分になる行人に。

「──あ、行いく人と、今のポジション！」

「え？」

　今度はなんか不自然なポーズで停止しながらふいに澄すみ花かが声を上げた。

「え、じゃないでしょ。分かってるだろうけど今の構図、一話目のＡパート十三カットに出て来たシーンと被かぶってるんだから。ちゃんと一いつ瞬しゆんのキラメキを切り取って撮とってくれないと！」

「いやそんなの分からんって！」

「え、それくらい、〝聖地〟では常識でしょう……（虫を見るような目で）」

　口元に手を当てておののいた顔をしながらそんなことを言ってくるけど当然そんなわけがない。

　まったく、アクティブ系引きこもりっこの常識、世間の非常識である。

「もう……しょうがないわね。じゃあこれから行人のために奮発してもう一回同じポーズをするから、今度はちゃんと撮ってよ？　これも大事な〝舞ぶ台たい再現〟なんだから。いい？」

「……わ、分かったよ……」

　何とも言えない不条理な心地を感じつつそう返事をし。

　それからも撮さつ影えいを続けた。

「はい、今しゃがんだ時に『池いけ袋ぶくろに来た直後にその都会的な冷たさに圧あつ倒とうされて早くも帰りたいと漏もらす帝人みかど』を〝再現〟してたんだけど、分かった？　ちゃんと撮れた？」
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「お、おう（さっぱり分からなかった）」

「うんうん、じゃあ次は『紀き田だくん渾こん身しんの寒いギャグを華か麗れいにスルーする帝人みかど』を〝再現〟するから。よろしくね」

　澄すみ花かは『アニサキス☆澄花』として積極的にレポートしていた。

　現場である〝聖地〟についての豆知識を披ひ露ろうしたり、身体を張っての〝舞ぶ台たい再現〟をしたりの盛りだくさんなレポート。

　まあ人使いがとんでもなく荒あらい上に語尾は「にゃん♪」だし呼称はアニサキスだけど、何だかんだ言って澄花はがんばっていたと思う。

　ただやはりまだ外には慣れていないようで、時折早退だか遅ち刻こくだか分からない女子高生グループなんかが「きゃははは♪」などと笑い声を上げながら近くを通ったりすると、びくっと身体を震ふるわせてささっと行いく人との陰かげに隠かくれたりもしていた。

　何というかやっぱりそういうのは気になるんだろう。

　その表情は普ふ段だんは強がっているけど本当はまだまだ母はは猫ねこの傍そばを離はなれたくないお年とし頃ごろの仔こ猫ねこみたいで……うーむ、そういうところを行人も少しは斟しん酌しやくして多少の口の悪さとか不条理な要求とかには目をつむらないといかんのかもしれないな──

「ねえねえ、行人！　見て見て、これ家から持ってきたの！　絶対にこの場で広げて写真を撮とろうって思って。ほら、脱だつ皮ぴ中ちゆうのアメリカザリガニみたいにボケっとしてないで早く撮って撮って！　描かき下おろしのアニメイト限定仕様のイラストなんだよ♪」

「…………」

　──などと思ったのは早計だったかもしれない。

　改札の横ではいつの間にか行人の陰から飛び出していた澄花が、持参してきた抱きマクラカバー（なんかサングラスとタバコを持った金きん髪ぱつの目付きの悪い感じの男が寝ねそべっている）を全力で広げてものすごくいい笑みを浮うかべながらぴょんぴょんと飛とび跳はねていた。

　……うん、やっぱり不条理な要求は断固としてつっぱねよう。




　☆澄花のワンポイントアニサキスアドバイス：〝聖地〟に来たら〝舞台再現〟をするのがお勧すすめ。ただし周りの人たちに迷めい惑わくをかけないように注意するんだアニサキス♡







【いけふくろう】

　いけふくろうは東口の出口階段付近にあるふくろうの像だった。

　とぼけた感じだけど味のある表情のふくろうが特とく徴ちよう的てきで、澄花が言うには待ち合わせスポットにもよく使われているらしい。

「ここは『デュラララ!!』では特別に描びよう写しやされたわけじゃないし、一話で帝人たちが進んだルート的には少しずれてるんだけど、『輪まわるピンクドラム』の二十二話に出て来たところなの。それに池いけ袋ぶくろで待ち合わせと言えばまずここって言われるくらい有名なスポットだから、ひと目くらいは見ておこうと思って」

「へえ……」

「それにしてもこのいけふくろう……どこかで見た覚えがあるのよね……この全体の輪りん郭かくがぼんやりと崩くずれた雰ふん囲い気きについ最近見覚えが……」

「……」

「──ああ、分かった！　行いく人とだ！　このぼんやりした感じ！　並んでみるとそっくり！　あはははははは♪」

「……」

　あれ、何で気付いたら息を吸うみたいにディスられてるんだろう……




　☆澄すみ花かのワンポイントアニサキスアドバイス：【いけふくろう】は待ち合わせにとても便利ですが、人がとてもたくさん集まるので行いき違ちがいにならないように注意しましょうアニサキス☆







【池袋東口35番出口付近】

「ここも〝聖地〟なのか？」

　見たところ普ふ通つうの景色というか、ただ地下からエスカレーターを昇のぼった出口にしか見えないんだけど……

　首を傾かたむける行人を尻しり目めに。

「ん、そうだよ。れっきとした〝聖地〟の一つ。もちろん〝聖地〟になるのは観光スポットになるような有名な場所も多いんだけど、同じくらいにこういう何気ない景色が〝聖地〟になってることも多いんだから」

「そういうものなのか？」

「うん、そういうものなの。行人はまだまだカタクチイワシみたいに勉強不足ね。これは魚で言えば本マグロレベルの澄花ちゃんがみっちり教えてあげないと」

「……」

「それにしても……すごい……ネットやマンガでしか見たことのなかった世界が、目の前に広がってる……」

「……」

　目の前にある景色を見て、澄花＠本マグロは感激したようにそう声を漏もらしていた。

　うーむ、一言に『聖地巡じゆん礼れい』と言っても奥おくが深いんだな。

　ちなみにこの時澄花が口走っていた台詞は『デュラララ!!』に出てくる登場人物のものだと後で聞いた。そういうカタチでの〝舞ぶ台たい再現〟も『聖地巡じゆん礼れい』の楽しみ方の一つであるらしい。

　さらにそのまま少し歩いた先のサンシャイン通りでは。

「あ、ここは道を歩いていた帝人みかどが人にぶつかったと思ったら『狼おおかみと香こう辛しん料りよう』ヒロインのホロちゃんの等身大ポップとぶつかって慌あわてちゃうってところ。ほら行いく人と、人にぶつかったと思ったら実はそれがホロちゃんのポップだったっていうシーンを撮とりたいから、とりあえずその辺の電柱か何かにぶつかってみて。そこに後からホロちゃんの画像を合成するから」

「ちょ、何でそこだけ俺おれなんだよ！」

「え、だって男の子ならだれだってお金を払はらってでもホロちゃんとぶつかりたいでしょう……？（何言ってるんだこいつって眼差しで）」

「……」

　うん、何ていうかもう、考え方的にマリアナ海かい溝こうくらい深い溝みぞがあるんですね……

　奥おくが深すぎるのも色々と考えものである。

　結局電柱はぶつかると痛そうだったので近くにあった看板にしてもらった。

　後に行人がホロちゃんとやらに抱だきつくＡＲ画像が『アニサキス☆澄すみ花か』のブログにアップされたとか何とか……




　☆澄花のワンポイントアニサキスアドバイス：人がたくさんいる〝聖地〟では周りに注意して巡礼しましょうアニサキス♪







　　　３




　そんな風にして池いけ袋ぶくろの道々で『聖地巡礼』を満まん喫きつしてきて。

　行人たちはチャートの④に記されている、【乙女ロード】へとやって来ていた。

「さ、ここがかの有名な【乙女ロード】よ。夢見る乙女たちの先走る熱いロゴスとパトスとが交こう錯さくしているところ……」

「なあ、何で【乙女ロード】っていうんだ？　見たところ特に乙女らしいようには見えないんだが……」

「あ、うん、それはね──」

　澄花が何かを言いかけて。

　と──その時周りの道を歩いていた通行人たち（なぜかほとんど女子）の声が聞こえてきた。

「え～、やっぱり臨いざ×静しずでしょ～」

「そうかな～？　私は断然静×臨だと思うけど」

「違ちがう違う！　そこは帝みか×臨以外にあり得ないよ！」

「私は何だっておっけ～かな～。何ならダンプカー×電柱でもありありっていうか～」

「……」

「……」

「……ど、どう？　だいたい分かった？」

「……あー、うん、何となく」

　そういえば池いけ袋ぶくろには乙女たちの果てしない望みを満たしてくれる夢のような場所があるって話を、いつだったかテレビで見た＆妹から聞いたような気もしたな。ここがその乙女たちの〝聖地〟と言われているその場所なのか。

　よく見てみれば確かに辺りには美少年やら美青年やら美中年やらがコケティッシュなポーズを取った看板やポスターが目立つような気がする。歩いているのも女子がほとんど。おお、なんか服屋？　みたいなのもあるよ。

「あれはコスプレショップね。既き製せい品ひんの他に注文も扱あつかっていて、その向こうにあるのが同人誌とかも扱ってる本屋。あっちにはフィギュアを取り扱ったショップもあるみたい」

「へえ……」

　ホントに何でもあるんだな……

「──さ、それじゃ順番に回ってみるわよ。ここは特に何かの〝聖地〟ってわけじゃないんだけど、色んな作品で場面として描えがかれたりはしてるから回る価値はあると思うの。まずはこっち側のお店からね」

　促うながされて、南から北に伸びる【乙女ロード】の最初の建物に差しかかる。

「おお、でかいな」

「ここは少し前までは『アニメイト池袋本店』だったんだけど、少し前に本店が少し離はなれた場所に移転したの。それに伴ってここには新しいお店ができたみたい。今は『アニメイトサンシャイン』っていって、色んな出版社とコラボしたコンセプトフロアとかが充じゆう実じつしてるみたいね。『電でん撃げき屋や』も少し前まで入ってたのかな？　あとアニメイトのコスプレ専門ブランドのお店も入っているみたい」

「はー……」

　まさにそういった乙女たちの夢のデパートってところだな。

　こういったところに来る女子たちや行いく人との妹にとってはそれこそ宝の山──否、夢が詰つまった玉手箱だろう。

　見上げるほどの大きさの建物を眺ながめながらどこか感心した気持ちになっていると。

「んー、実はね、あんまり知られてないかもしれないけど、池袋には女子向けだけじゃなくて男子向けも含ふくめたそういうお店がけっこうたくさんあったりするのよ」

「そうなのか？」

「うん。ここから徒歩五分圏けん内ないには『ゲーマーズ』もあるし『とらのあな』もある。西口のメトロポリタンにある『シネ・リーブル池いけ袋ぶくろ』では『禁書』の映画も上映されてたし、そこのサンシャインシティではよく同人誌即売会とかコスプレ撮さつ影えい会かいとかのイベントも開かい催さいされたりもしてる。あ、ちょっと前には『大電撃文庫展』も開かれてたんだった。ゆゆぽのサイン、欲しかったな……」

「……」

　うーん、そういう何ていうかオタク的なものは秋あき葉は原ばらの専売特許かと思ってたんだけど、そういうわけでもないんだな。

「そうね。池袋はそういった色々なものが不思議なバランスで共存してる街なのかもしれない。リア充じゆう的てきでもあり腐ふ女じよ子し的てきでありオタク的でもある……『デュラララ!!』で言うところの〝冗じよう談だんと気まぐれと、偶ぐう然ぜんで出来ている〟街かもね」

　少し冗談めかしてそう口にする。

　なるほど、〝冗談と気まぐれと、偶然で出来ている〟とは色んな意味で言い得て妙みようだね。

　とまあそんな感じに色々な話を交えつつ歩いて行き。

【乙女ロード】を隅すみから探たん索さくした。

「ここは、本屋か……ん、何か男同士が頰ほおを赤くして見つめ合ってるみたいだが……」

「そ、それは、ちょっと大人の階段を昇のぼっちゃった同人誌よ。十八禁っていうかアダルティーっていうか……わ、私は別にそんな『[image: かおもじ]』的なものになんか少しも興味なんてないんだからねっ（真っ赤）」

「や、ちらちら横目で見ながらそんなことを言われても……」

　妹の部屋でよく見かけるような薄うすい本を見て澄すみ花かが顔を真っ赤にしていたり。

　とあるアニメショップでは。

「ん、これは何だ？」

「ああ、それは交流ノートね。『聖地巡じゆん礼れい』に来た者同士が自由に書き込んで交流するためのもの。言ってみれば交こう換かん日記みたいなものかしら」

「へえ……って、ちょ、これすごいな、正の字が三つと少しだから……十八回目の訪問ですって書いてあるぞ」

「そう？　それくらい普ふ通つうじゃない？　私だって気に入った〝聖地〟だったら十回でも二十回でも来たくなるもん。それくらいまだまだビギナーレベルだよ」

「そういうもんか……ん、ちょっと待った、これ次のページにも続きがある……」

「え？」

「さらに正の字が鬼おにのように追加されていて……いや、百三十五回目の訪問ですって書いてあるんだが……」

「……」

「……」

「……さ、さすがにそれはちょっと私も引くわ……」

「……怨おん念ねんを感じるよな……」

　置いてあった交流ノートを見た後にそっと閉じたり。

　近くにあった執しつ事じ喫きつ茶さでは。

「わ、あれが有名な執事喫茶かー。基本的には男子禁制だけど、女子がいっしょなら入れるみたいね」

「へえ……入るのか？」

「んー、そうしたいのはやまやまだけど今日はちょっと時間がないから、また今度かな。執事にお帰りなさいませお嬢じよう様さまって言われてみたい気もするけど、今日は行いく人とが傍そばでハチ公みたいに付き従ってくれているからいいわ。ほら、見み劣おとりさせたら（行人に）悪いもん」

「……あー、それはどうも……」

　遠くから見てなんか知らない内にディスられたりもした。

　そんな感じに【乙女ロード】を見て回ることおよそ一時間。

　その名前の由来通り乙女たちの〝聖地〟なんて言われているから行人には場ば違ちがいかとも思ったけれど実際に回ってみると男子にも意外と楽しめるもんなんだな……などと思いながら辺りを眺ながめていた時のことだった。

「……ん？」

　ふと見み渡わたした道の先。

　延々とどこまでも連なっているように思われた乙女色なお店がちょうど途と切ぎれた【乙女ロード】の終わりのところで、自転車を止めた恰かつ幅ぷくのいい男の人が道路脇わきで何やらうずくまっているのが目に入ってきた。

　むう、この辺で男の姿を見るのは珍めずらしいな……（←自分は棚たなに上げて）。男装女子ならさっきから何人も見かけてるんだが……。様子から見るに何かを落とし物をして探しでもしてるのか……？

「──あの、どうかしたんですか？」

　気になったので声をかけてみると、男の人は顔を上げて。

「ああ、いえ。実は自転車で走っていた時に誤ってフィギュアを落としてしまって……」

「フィギュア……」

　確かに見てみると道路のところには赤い制服姿の女の子のフィギュアのようなものが散乱していた。

　よっぽど強く打ちつけたのか完全にバラバラになってしまっている。ひどいな……

「これからすぐに飯いい田だ橋ばしで打ち合わせがあって急いでいるので、今はとりあえず拾い集めて後で直そうかと思って──」

　男の人がそう言いかけて。

「──直せるわよ、これ」

「え？」

　澄すみ花かがこともなげにそう口にした。

「これくらいなら別に難しくないっていうか。ほら、ちょっと貸して。ここをこうして、あっちをああして……」

「お……」

　行いく人とたちが目を丸くする前で、みるみるうちにフィギュアが修復されていく。なんか澄花の手の動きが速すぎて見えないんですが……

　そして。

「──はい、できた」

「おお……」

　僅わずか五分後。

　そこには完かん璧ぺきに修理されたフィギュアがあった。

　これはあれか、〝聖地〟のジオラマ作りで培つちかわれたテクニカルな技術が功を奏そうしたってところか。意外な特技だな……

　男の人もその見事な結果に感激しているようだった。

「す、素晴らしい……！　ありがとう！　まさかこんなに完璧に直してくれるなんて！」

「あ、う、ううん、別にこれくらい何でもないわ……」

「いやいや本当に素晴らしい技術だ……！　ぜひとも何かお礼をしたいところなのですが急いでいるので今は……。──そうだ、名めい刺しを渡わたしておきます！　このお礼はいつか必ず……！」

　そう言って男の人は自転車に乗って去っていった。

　後に残されたのは言葉通り一枚の名刺。

　そこに書かれていたのは。

『アニメ監かん督とく　名な和わ宗むね則のり』

　の文字だった。

　へえ、今の人、アニメ監督だったのか。そういう仕事をしている人は初めて見たというか、見た目は普ふ通つうの人だったから全然分からなかったな……と何気ない心地で名刺の裏を見たりしていると。

「──ちょっ、ちょっと、これって……」

「？」

　なんか澄花がまたたびを見て興奮した猫ねこのようにふるふると身体を震ふるわせていた。何だどうしたんだ？　お花摘つみにでも行きたくなったとか……？

「ち、違ちがうわよ……こ、この『名和宗則』って……有名なアニメ監督の人だよ！　『乃の木ぎ坂ざか春はる香かの秘密』シリーズとか『ノクターン女学院ラクロス部』シリーズとかを監督した……！」

「え、そうなのか？」

「そ、そうよ……！　な、何で気付かなかったんだろ。サインもらっておけばよかった……」

　悔くやしそうに男の人が去っていった方に目を向ける。

　うーむ、そんな有名な人が普ふ通つうに自転車に乗ってその辺を走ってるのか。【乙女ロード】、恐おそるべしだな……







　その後も『聖地巡じゆん礼れい』は続いていった。

【乙女ロード】から【池いけ袋ぶくろ東口サンシャイン通り端はし】へとリヤカーで移動して、そのままその周辺の探たん索さくへと向かう。

　ちなみに地理的に言えば本日の最後のチェックポイント（？）であるサンシャイン60に向かった方が近かったんだが、そうしなかったのには何やら理由があるらしい。

『ふっふっふ、サンシャイン60は今日のクライマックスポイントなの。今日の最後の〝聖地〟にそこを選んだのにはちゃんと理由があるんだから。楽しみにしておきなさい♪』

　とのことである。

　まあそういった思おも惑わくは行いく人とにはよく分からないので、その辺は澄すみ花か任せというか。

　というわけで【乙女ロード】の次にやって来たこの【池袋東口サンシャイン通り端】。

　この辺りは何でも『デュラララ!!』のアニメ第一話での印象的なシーンの〝聖地〟であるらしい。

「ここはね、帝人みかどが首なしライダーを初めて見かけるところなの。そこの四よん叉さ路ろのところから黒バイクで走はしり抜ぬけていって……」

「ふんふん」

「それとあそこの静ちゃんが自じ販はん機きを投げたとされるところとか露ろ西し亜あ寿ず司しがあるとされてるところとか……今回は時間の関係上ちょっと難しいけど、いつかは絶対行きたいなー」

「この辺りは本当に色んな〝聖地〟があるんだな」

　各所で嬉うれしそうに澄花が解説を加えてきてくれる。

　さらに。

「ねえねえ、知ってる？　そこの『Patisserieパテイスリー Swallowtailスワロウテイル Whiteホワイト Roseローズ』はさっき見た執しつ事じ喫きつ茶さと同じ系列のケーキ屋さんで、オリジナルのケーキと紅茶がすごく美味しいんだって」

「そうなのか？」

「うん、この界かい隈わいでは有名みたいだよ。食べてみたいなあ……」

「へえ……」

　澄花は〝聖地〟としてだけじゃなくて、観光地としてのこれらの場所についての説明も加えてくれた。

「あのね、そもそも池いけ袋ぶくろ駅えきの構内は東京の三大ダンジョンって呼ばれているのよ」

「三大ダンジョン？」

「そう。東京駅、新しん宿じゆく駅えき、そしてこの池袋駅……どれも構内の構造が複雑すぎて、初見の人が一度迷い込んだら生きて出られないと言われているわ。特に池袋は東口に西せい武ぶデパートがあって西口に東とう武ぶデパートがあるっていうトラップまであって……さすがメガテンではカオス勢力の本ほん拠きよ地ちになっているだけはあるわね……恐おそるべし」

　一部よく分からんたとえをまじえて池袋駅構内の迷宮っぷりについて言及したり。

「あとはね、池袋と言えばラーメン屋さんも忘れちゃいけないかな。つけ麵めんの発はつ祥しようとも言われてる『大たい勝しよう軒けん』は基本だけど、他にも『花はな田だ』とか『無む敵てき家や』とか『麵めん家やHulu-lu』とかがその中でも特にお勧すすめ。どれも一度は行ってみるべきだと思うわ」

「澄すみ花か、ラーメンにも興味があるのか」

「え、当たり前でしょ。ラーメン大好き小こ池いけさんってくらい好き。ラーメンはもはや日本の国民食の一つよ！」

　お勧めのラーメン屋について熱弁したりと。

　観光ガイドも顔負けな解説。

　それは〝聖地〟の解説と同量かヘタすればそっちの方が多いんじゃないかってくらいであって。

　見てみればマニュアルにも同様の内容──〝聖地〟に関する以外の観光地としての情報や豆知識、周囲のお店など──が記述されている。

「んー、『聖地巡じゆん礼れい』に来る人たちは、基本的に〝聖地〟にだけ興味があって他の観光スポットとかお土産とかには興味がないって人も多いんだけど、やっぱりせっかく来たならそういうところまで楽しめたらって思うのよね。自分たちで視界を狭せばめちゃうのはもったいないっていうか……ほら、そういった周りにあるものも全て含ふくめて〝聖地〟なんだし。みんなつながってるんだから……」

「……」

　──そうか。

『聖地巡礼』っていっても、そんなに難しいもんじゃなかったんだな。

　堅苦しく〝聖地〟を狭い範囲に絞しぼるんじゃなくて、テレビで京都に行こう的なＣＭを見て京都に行きたいと思うのとか、たまたま旅行に来た先でああそういえばここはあの時代劇の撮さつ影えいで使われてたなーなどと思うのと、同じもの。

　そう考えると途と端たんに『聖地巡礼』が身近なものに思えてくる。普ふ段だんはツンデラックスと自じ虐ぎやくしょんぼりの入り交じったツンしょぼガールなのに、たまにはいいこと言うじゃないか。

「……なーんか、すごく失礼なことを考えてない……？」

「え、い、いや……」

　す、鋭するどいな……

「……まあいいけど。とにかく、『聖地巡じゆん礼れい』ってそういうものだと思うのよね。何かに縛しばられることがなくて、自由で……。それに私、旅行自体もすごく好きなの。自分ではどうにもできない、代わり映えのない日常から離れて遠く夢のような非日常の風景に身を委ねる……それは自由にはばたける翼つばさで、ずっと憧あこがれで……」

「へえ……」

　キャラに似合わずリリカルなことを言うな。

　まあでもそうか。『聖地巡礼』自体やってることは旅行と共通するところがかなりあるし、多少なりとも旅行が好きじゃないと『聖地巡礼』っていう発想は出て来ないのかもしれないな。

「……」

　ともあれそんな感じに納得して。

　前半の池いけ袋ぶくろ東口巡礼は終わったのだった。







　　　４




「──さ、ここから怒ど濤とうの後半戦よ。これまで以上に気合いを入れて行くんだからねっ！」

　ぐっと両手をグーにして澄すみ花かがそう言ってくる。

「前半は東口だったこともあって『デュラララ!!』の〝聖地〟が多めだったけど、ここからは他の作品の〝聖地〟もけっこう出てくるからね。見落とさないようにちゃんと目をロイヤルコペンハーゲンのようにしていかないとだめなんだからね？」

「ああ、ラジャ」

　リヤカーの中から張り切った声を上げてくる澄花にそう返す。

　まあおそらく目を皿のようにしてって言いたいんだろうなっていう突つっ込こみはともあれ。

　池袋の東口からビックリガード（東口と西口の境にある鉄橋。何でも昔はここを通る電車の音に馬が驚おどろいてびっくりすることから名付けられたという噓うそのようなホントの話らしい）を通とおり抜ぬけて最初に向かった先。

　それは池袋駅西口を出たすぐのところにある大きな公園だった。







【池袋西口公園】

「ここは【池袋西口公園】よ。池袋周辺では一番知られている公園で、『ＩＷＧＰ』で一いち躍やく有名になった場所かな」

「ああ、うん、それは俺おれも知ってる」

　ちょっとしたブームにもなったし、ドラマをテレビで見てたしな。

「すぐそこに建ってるのは東京芸術劇場ね。けっこう長い間リニューアル工事をしてたんだけど、ついこの前終わったみたい。──あ、それとね、あそこに見えるタワーマンションはね、『みーまー』の映画の撮さつ影えいで使われた場所なのよ」

「『みーまー』？」

「うん、そう。電撃文庫原作の『噓うそつきみーくんと壊こわれたまーちゃん』。その映画版で使われたんだって。これはあんまり表には出ていない情報だから貴重なんだよ♪」

「はー」

　そんなことまでよく調べてあるな。

　月並みすぎる疑問かもしれないが、そういうのはどこで調べてるんだろうな？

　試しに訊きいてみると。

「え、それは色々よ。普ふ通つうにネットを巡じゆん回かいしていて見付ける時もあるし、雑誌とかを読んでて見付ける時もあるかな。もちろん自分でアニメで見た場面をGoogleストリートビューと一つ一つ照らし合わせて探す時もあるよ。最近だとツイッターとかアメーバ交こう換かん日記とかで情報をもらうことも多いかも」

「なるほどね……」

　毎日の地道な作業の賜たま物ものってわけか。

　これは本当にそういったことが好きじゃないとやっていけない感じだな。

「話を戻もどすわよ。それで、そのタワーマンションの近くにあるのが『孤こ独どくのグルメ』に出て来た汁しるなし担たん々たん麵めんのお店『中国家庭料理　楊ヤン　二号店』。裏路地にあってちょっと分かりづらいけど、探すだけの価値はあると思うわよ。あとテレビドラマ版で五ご郎ろうちゃんが内見をしていた物件もその近くね」

「汁なし担々麵か……」

「うん。あと『孤独のグルメ』だったら原作に出て来る西せい武ぶデパートの屋上もすぐそこね。それと〝聖地〟とは直接関係ないけど、やっぱりこの近くには『ラ・ファミーユ』っていうシフォンケーキがものすごく美味しいお店があるの。こぢんまりとしているけどすっごく可愛いお店で、オンラインショップで頼たのんで食べてみたことがあるんだけど、紅茶シフォンケーキが絶品だったなあ……」

「オンラインで頼んだのか……」

「あ、それとスイーツ関連だと忘れちゃいけないのがバームクーヘンの『ねんりん家や』っていうお店でね。西武デパートに入ってるんだけどここのマウントバームしっかり芽がまたおいしくて……」

　そして〝聖地〟周辺情報も相変わらず盛りだくさんだった。

　汁なし担々麵からバームクーヘンまで。

　特にスイーツ系の店に力が入っているのは澄すみ花か個人の好みなのかね。やたらと各所で押おしてくるというか、それだけで一つの観光マップができそうなくらいだった。

「……な、何よ、その顔、私なんかがスイーツのお店に詳くわしいのはおこがましいって言いたいの……？　そ、それはリア充じゆうスイーツとはほど遠いけど、骨なし柔やわらかチキンな行いく人とには言われたくないんだからねっ！」

「だれもそんなこと言ってないだろ！　ていうか骨なし柔らかチキンって何だ！」

「汁しるなし担たん々たん麵めんと韻いんを踏ふんだのよ！」

「そんなもん踏まんでいい！」

　……ったく、ホントに自じ虐ぎやくキャラと悪口だけは得意だな。

　自分のお気に入りの店を褒ほめる時の微ほほ笑えましい目線を少しくらいはこっちに向けてくれたっていいだろうに……

「ま、まあいいわ。せっかく〝聖地〟に来てるのにこれ以上こんなことで口論するのは時間のムダよ。それじゃあさっさと次に行きましょう──」

　そうぷいっと横を向いてリヤカーに戻もどりかけた時のことだった。




　ぐらっ……




「！」

　少し前を歩いていた澄すみ花かが、その身体をふらつかせた。

　別に何かにつまずいたとか人を避よけようとしたとかが原因じゃなくて、ヒザから力が抜ぬけるようなふらつき。

「澄花！」

　慌あわてて近くに駆かけ寄よってそのちんまい身体を支える。

　もたれかかってきたその柔やわらかな感かん触しよくからは僅わずかな重みとともにふんわりと何か花のようないい匂においが鼻先に漂ただよってきて少しばかり胸がドクドクゥン！　と不正挙動を起こしたんだが……って今はそれどころじゃない！

「どうしたんだ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「え、あ、う、うん……」

　そう確認すると澄花は曖あい昧まいに言葉を返してきた。

　とりあえず今の弾はずみでケガとかはしてないみたいだな。

「急にどうしたんだよ……貧ひん血けつとかか？　体調でも悪いとか……」

　その言葉に澄花は首を振ふって。

「あ、う、ううん、そんなんじゃないの！　これはちょっとした立ちくらみっていうか、ほら、き、昨日ちょっと夜更かししちゃって……」

「夜更かし？」

「え、ええ……その、あれよ、昨日の夜はピグライフの期間限定レアクエストがちょうど締しめ日びだったのにまだ終わってなかったから、つ、ついついやりこんじゃって……」

「……」

　この上なくこのアクティブ系引きこもりっこらしい理由だった。

　ったく、せっかくのリアル『聖地巡じゆん礼れい』なんだからその前日くらい早はや寝ねをすればいいのに。まあ本当に体調が悪いんじゃないんならいいっちゃいいんだがさ。

「ほ、ほら、助け起こしてくれたのには感謝してるけど、そんな細かいことはいいから早く次に行こう。〝聖地〟は待ってくれないんだから」

「ん、ああ」

　どことなく釈しやく然ぜんとしないものを感じつつもうなずき返して。

　その場はそれ以上突つっ込こむことなく流した。

　……だからかもしれない。

　……この時は、澄すみ花かの今の反応が何を意味しているのかということを、特に気にも留めることもしなかったんだよ。







【トキワ荘そう跡あと地ち】

　そんなちょっとしたアクシデント（？）があった【池いけ袋ぶくろ西口公園】の次にやって来たのは、池袋駅からけっこう離はなれた場所だった。

　リヤカーで疾しつ走そうしておよそ十分ほど。

　場所的には池袋というよりもほとんど隣となりの椎しい名な町まちか。電動自転車がこの上なく役に立った瞬しゆん間かんだった。普ふ通つうのリヤカーだったらその倍くらい時間がかかっただろう。

「ここは有名な『トキワ荘』の跡地よ。一九八二年に一度解体、再建されて、少し前までは再建された『トキワ荘』があったんだけど、バブル期に地上げに巻き込まれて更地にされちゃったのよ。その後はこの記き念ねん碑ひが立てられたんだけど、今はまた再建しようっていう動きがあるみたい。もちろん『トキワ荘』については知ってるわよね？」

「え、いや……なんか有名なマンガ家？　たちが住んでたってくらいしか……」

「もう……これだから素人は。いい、『トキワ荘』っていうのはあの『まんが道』の舞ぶ台たいにもなった場所と言われていてそこには名だたるマンガ家の先生たちが青春時代に互たがいにしのぎを削けずって……うんたらかんたら……」

「はー……」

　後半のウンチク部分は半分くらい分からなかったがとにかくすごいってことはよく分かった。

　それにしてもここはそんな風に不死鳥みたいに何度も再建されようとしている場所なのか。

　地上げの煽あおりを受けて更地になったってのも何ともせちがらい話だが、再建しようっていう動きがあるのは何となく明るい気分にさせてくれるな。

　目の前の記き念ねん碑ひに秘められた逸いつ話わに少しばかり前向きな心地になっていると、澄すみ花かも同じことを考えたのか。

「本当にこういうのって明るい気分にさせてくれるよね。諦あきらめないでいたら夢はきっと叶かなうって思わせてくれるっていうか……。……だから心配しなくてもだいじょうぶだよ行いく人と！　諦めずに育毛を続けてたらきっと行人のハゲにも明るい未来が待ってるから！　……あ、でもハゲだと明るくなっちゃだめなのか」

「そんな気き遣づかいはいらんから！　ていうか文字通りハゲましてくれてどうもありがとう！」

　何でもかんでもハゲに結びつけるなっつーの。

　これでも、その、けっこう気にしてるんですよ……？




　☆澄花のワンポイントアニサキスアドバイス：【トキワ荘跡あと地ち】は池いけ袋ぶくろからは少し遠いので、徒歩で行く場合は西せい武ぶ池袋線『椎しい名な町まち駅』から向かった方がいいかもにゃん♪







　さてそんな具合に後半戦も進んでいった。

　池袋の西口方面をひと回りするなかなかの大道程。

　途と中ちゆうで澄花の立ちくらみやら多少のハゲ問答やらはあったりしつつも無事にチャートの⑦までをクリアして、今は後半最初に訪れた【池袋西口公園】に戻もどってきてひと休みをしている。……いやいくら電動自転車がフル稼か働どうとはいえ、やっぱり人一人とコタツその他もろもろを載のせたリヤカーを引っ張っていくのはなかなか骨なんだよ。今日のスケジュールもだいぶ佳か境きように入ってきたしここらで少しは休きゆう憩けいも必要ってことで。澄花も喉のどが渇かわいたとのことだし。

　近くの自じ販はん機きで買ってきたドクターペッパーを飲みながら自転車のサドルのところに寄りかかってしばらくボーっとする。

　目の前には平日昼間の平和な光景。

　噴ふん水すいで水遊びをしている親子連れだったり、ベンチに腰こしをかけてハトにエサをやっているおっさん（この時間にこんなところにいるってことはリストラ……？）の姿なんかが目に入ってくる。

　うーん……まったりな感じだ。

　最初はうまく行くか少しだけ心配だったが、何だかんだでここまで無事に『聖地巡じゆん礼れい』も進んでいる。澄花もはじめての『聖地巡礼』を堪たん能のうしてくれているみたいだし、あともうひとふんばりだ。

　目の前の光景をボンヤリと眺ながめながらしばしそんなことを考えた後に一気に残りのドクターペッパーを飲み干す。よし、充じゆう電でん完了！

「──ん、それじゃあ次に行くか！」

　ドクターペッパーの缶かんをゴミ箱に捨てて、行いく人とは再びリヤカーを走らせ始めた。

　ええと、確か次の目的地はチャート⑧サンシャイン60だったはずだから、こっちに来た時と同じようにビックリガードをくぐって東口に戻れば大だい丈じよう夫ぶだよな。

　えっちらおっちらと電動自転車を漕こいでいく。

「お、そういえば澄すみ花か、この辺には他に〝聖地〟はないのか？」

　途と中ちゆう、池いけ袋ぶくろ警けい察さつ署しよがある十字路を左に曲がりながらいちおう澄花にも確認をする。

『アニサキス☆澄花の〝はじめてのせいちじゅんれい〟のて・び・き♡』には特に記述はなかったはずだけど、もしかしたら途中にチャートに載のっていない隠かくれ〝聖地〟とかがあるかもしれんしな。

「ほら、そこの大きなホテルとか何となく何かの〝聖地〟っぽい雰ふん囲い気きなんだが……何かのミステリーものとかで使われたりとかしないのか？　お、そこの古い感じの建物もそれっぽい感じだな……澄花？」

　さっきから何度か呼びかけるも返事がない。

　何だ、どうしたんだろうね？　そういえばさっきからやけに静かだ。少し寝ね不ぶ足そく気味とのことだし疲つかれて寝ねてるとか……？

　訝いぶかしく思いリヤカーを一度停めてテントの中を見てみる。

　すると──

「……え？」

　行人は自分の目を疑った。

　テントの中は……もぬけの殻からだった。

　静かでガランとしていて、毛布が少しだけめくれたコタツ（ヘラクレス・マークⅡ）と澄花の部屋の備品だけが残されている。

「……え……え……？」

　な、何これ、どういうこと？

　一いつ瞬しゆん何が何だか分からなくなる。何で澄花がいないんだ？　え、いや、さっきまでは普ふ通つうにいたよな？　ま、まさかどこかで振ふり落おとしたとか!?　全然気付かなかったし普通に考えればそんなことはあり得ないけどあの引きこもりっこのちんまさを考こう慮りよに入れたら万が一つにもあり得る……いやでもそれなら振り落とした時にさすがに気付くか……って、今は原因はどうでもいい！

　何であれあの引きこもりっこがリヤカーから消えたという事実には変わりはない。とにかくすぐに探さんと！

「──っ、そうだ、電話を……！」

　こういう時のための現代文明が生んだ通信機器だ。

　急いでスマホをポケットから取り出して『ぶりりあんとびゅーてぃー澄すみ花かちゃん♡』と登録された番号にかけるも、だが直後にリヤカーの中から『風になれ！ラクロスハート！』（『ノクターン女学院ラクロス部Ｚ』の挿そう入にゆう歌からしい）の着信音が聞こえてきた。

　見ればコタツの上に見覚えのあるスマホ。

　どうやら置きっぱなしにしてどこかに消えたようだった。

「……ああ、もう、あの引きこもりっこは！」

　しっかりしているようでこういうところは盛大に抜ぬけてるんだから！

　とにかく落ち着け。電話がダメだってんならもう自分の足で探していくしかない！

「……くっ……！」

　電動自転車に飛び乗って。

　今来た道を全速力で戻もどったのだった。




　　　　　☆　　　☆　　　☆




　──それは最初から決めていたことじゃなかった。

　池いけ袋ぶくろの街中を一人で小さく走りながら、花はな屋や敷しき澄花は自分の行動についてそう心の中でつぶやいていた。

　偶ぐう発はつ的てきで突とつ発ぱつ的てきな思い付き。リヤカーに揺ゆられてブルーシートの隙すき間まから外の景色を見ている途と中ちゆうで、ふと考え付いてしまったこと。

　──確か、この近くにはあれがあったはずだ。

　今日の『聖地巡じゆん礼れい』に備えてネットで色々と調べていて、その過程で見付けたあのお店。

　そこにどうしても行きたくて……

「……」

　もちろんそれは簡単なことじゃない。

　そもそも澄花にとって外に出るのはまだまだ怖こわく抵てい抗こうのあることだし、ましてや傍そばにいてくれる人なしに一人だけで初めての場所に行こうだなんて、普ふ段だんなら決してやろうと思わないアバンチュールすぎる行動だ。

　でも。

　だけど。

　それをやりたいと──思ってしまった。

　多少のリスクを冒おかしてでもそれを実行に移したいと、思ってしまったのだ。そんなことを思ったのは外に出なくなって──学校に行かなくなってからのここ数年で初めてのことだった。確かに色々と大変かもしれないけど、ちょうど今行いく人とは休きゆう憩けい中ちゆうだし、リヤカーがここに停まっている間にすぐに戻もどってくれば大だい丈じよう夫ぶだろう。うん、きっと大丈夫なはずだ。

「……」

　自分に言い聞かせるようにしてそう心の中で確認をして。

　日向ひなたでお腹を見せて寝ね転ころがる犬のようにだらりとしている行いく人とを横目に、澄すみ花かはこっそりとリヤカーを降りた。

「……っ……」

　リヤカーの外の世界に出るのは、まだやっぱりちょっとばかりきつかった。

　あの日から先日までの七年間出ることのなかった自分の部屋でない光景。

　それはやっぱりどこか自分を拒こばんでいるように感じられて……

「……」

　でも勇気を振ふり絞しぼって足を前に進める。

　行人のおかげで昔よりはだいぶマシになったけれど、それでも家の外というものがある種の異い世せ界かいであることには変わりはないし、中でも十代くらいの……自分と同じくらいの年とし頃ごろの女子たちが笑いながら歩いているのを目にしてしまうとどうしても気になってしまう。

　その光景はあの時のことを思い出させるから……

「……」

　あー、もう、そんなことより今は目的のもの目的のもの！

　振ふり払はらうようにして頭を振る。

　行人が休きゆう憩けいをしているうちにちゃちゃっとゲットして、早いところ戻ってこないと！　早くヘラクレス・マークⅡにも戻りたいし。

　そう心の中で声を上げて再び小走りで足を動かし始めて。

　目的のお店はすぐに見付かった。

　ネットで調べていた通り、【池いけ袋ぶくろ西口公園】からすぐ近くにあったお店。

　少しばかり並んだけれど、目的のものも買うことができた。

　ほんのりと温かな紙袋を胸に抱だいて、再び【池袋西口公園】へと足を向ける。

「……」

　──ふふふ、これを見たら行人、単純だからきっと大好きなおやつ（犬まっしぐら）をだっぷりもらった犬みたいに喜ぶんだろうな♪

　そう思うと自然と口元から笑みがこぼれてきた。

　胸がうきうきと弾はずんできてどこか楽しい心地になってきて……って、こ、これは違ちがうんだからね！　別に私は行人の喜ぶ姿が見たいんじゃなくて、ただその犬みたいなリアクションが面白いってだけで……

「……」

　だれに向けているんだかよく分からない言い訳を心の中で必死にしてしまう。も、もう、なんか調子が狂くるっちゃうんだから……

　とにかく早く戻もどろう。

　このまま一人でうだうだしてるとまた余計なことを考えちゃいそうだし。

　そうふるふると頭を振ふって元の場所に戻ると。

「……あ、あれ……？」

　澄すみ花かは自分の目を疑った。

　そこにあったはずの……リヤカーが消えていた。







　　　５




【池いけ袋ぶくろ西口公園】に戻ってみても、そこに澄花の姿はなかった。

　あったのは先ほどまでと同じ平へい穏おんな光景だけ。近くの噴ふん水すいでハトに餌えさをあげていたリストラ済み（推定）サラリーマン風のおっさんに聞いてみても、「いやー、最近の若い娘さんはみんな同じ顔に見えるんでねぇ……アハハ、ＡＫＢなんちゃらも神７とノースリーブスとフレンチキス以外だれがだれだか全然分からないんだよ」なんていう訊きいてもいないちょっとアレな答えしか返ってこなかった。ていうかおっさん、ホントはファンですよね……？

　そんなおっさんとの極めてどうでもよかったやり取りはさておき、リヤカーを置いて周りを探してみたがやっぱりあのアクティブ系引きこもりっこを見付けることはできなかった。

「く……どこ行ったんだ……？」

　澄花がいなくなったのはおそらく公園で休きゆう憩けいをしていた時だからおよそ十分前。この辺りの地理について澄花はネットやGoogleストリートビューでは知ってるかもしれんが、基本的に土と地ち勘かんはないはずなのでそんなに遠くには行けないと思うんだが。

　もしかして駅構内に入ってしまったんだろうか？　だとすると澄花自身が三大ダンジョンと言っていたようにこの上なく迷いやすい場所なので、探すのはかなり困難になるかもしれない。いやでもそうすれば逆に駅の案内所とか交番とかに行けば見付けやすくなるのか……？

「……」

　考えれば考えるほど色々な可能性が浮ふ上じようしてきて分からなくなってくる。

　──あー、ダメだダメだ、ここは一いつ旦たん落ち着いて考えるんだ！

　まず澄花は土地勘がない。

　さらには人見知りな引きこもりっこだからあまり人に道を訊いたりとかもしようとはしないはずだ。

　加えて電車やバスなんかも使わないはずだから遠くへは行けないに違ちがいない。

　だとすれば……知っている場所にしか行かないはず。

　そして澄花が知っている場所と言えば、今日ここまで回ってきた〝聖地〟か、あるいはこれから行こうとしている〝聖地〟くらいしかない。

　そのどれに澄すみ花かが向かいそうかといえば……

「…………」

　──待てよ、そういえば、あの時澄花は……

　今日の澄花との会話を思い出す。

【乙女ロード】から【池いけ袋ぶくろ東口サンシャイン通り端はし】へと向かう途と中ちゆうで澄花が言っていた言葉。

『ふっふっふ、サンシャイン60は今日のクライマックスポイントなの。今日の最後の〝聖地〟にそこを選んだのにはちゃんと理由があるんだから。楽しみにしておきなさい♪』

　……サンシャイン60だ！

　間ま違ちがいない。行いく人とが澄花の立場だったとしてもそこへ向かう。

　今日のクライマックスポイントだという最後の〝聖地〟。あそこなら有名だし、池袋ならだいたいどこからでも見えるからたとえ道が分からなくても向かえるはずだ。

「──よし！」

　リヤカーを翻ひるがえして東口へと向かう。

　そこにいてくれなければ……もう正直お手上げだ。

　全力でビックリガードを抜ぬけてジュンク堂がある通りを左に曲がって。

　駅前のロータリー近くを右折してサンシャイン通りを真っ直ぐに抜けて。

　サンシャイン60の巨大なシルエットがだいぶ近くに見えてきた辺り。

　果たして──行人の予想は当たっていた。

　東急ハンズ前の少し開けたスペースになっているところで、辺りをまごまごと見み渡わたす見慣れたツンデラックスガールの姿を発見した。

「──澄花!!」

　迷子の仔こ猫ねこちゃんの名前を大声で呼ぶ。

　その声が届いたのか、頼たよりなくきょろきょろとしていたちんまい人ひと影かげは何かに気付いたようにその心細げな顔をこちらへと振ふり向むかせた。

「え、い、行人……？」

「やっと見付けた！　そこを動くなよー！」

　そう再び大声で呼びかけると同時に走り出して。

　ようやく探し人のもとへと辿たどり着ついて。

「澄花、やっと会えた──」




「──こ、このばかあっ!!」




「ぬおうっ！」

　いきなりディスられた。

　あ、あれ、ここはお互たがいの行動を予測して場所を探し当てた、何ていうか心が通じ合った者同士の感動的な再会シーンじゃないの……？

　だがそんな行いく人との心情などお構いなしで。

「な、何で迷子になるのよ！　このハゲ丸！　骨なし柔やわらかチキン!!」

「え、いや……」

　さらに詰つめ寄よりながらぽかぽかと両手で胸を叩たたいてくる。

　いや迷子になったのはどう考えてもそっちの方じゃ……

　そう返そうとしたくなる行人に。

「ま、まったく、あれほど言ったのに……！　目を離はなすとすぐにどこかに徘はい徊かいしちゃうんだから……！　これだからすぐふらふらと違ちがう飼かい主ぬしに付いていっちゃう駄だ犬けんはだめね……！　や、やっぱりこのネビュラチェーンでちゃんとつないでおくのは必ひつ須すかしら……！」

「や、だけどそれは澄すみ花かがだな……」

　嵐あらしのような一方的言い分にさすがに少しばかり反論しようとして。

　そのビー玉みたいに大きな目に──光るものが浮うかんでいることに気付いてしまった。

「……ほ、ほんとに不安だったんだから……も、もう行人と二度と会えないんじゃないかって……」
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「あ……」

「……い、行いく人とは離はなれないって言ったじゃない……ど、どんな時だって近くでステイしてるって……そ、それなのに、気付いたらいなくなっちゃうし……」

「あー……うん……」

　それを見ていたら反論しようという気持ちが急速にしぼんでいった。

　や、ずるいというか何というか、そんなしおらしい台詞を言われた上に泣かれてしまったら何にも言えんじゃないか……

「ま、まあ……無事に会えてよかった。でも何だって何も言わずにリヤカーから降りたりしたんだ？　心配したんだぞ……？」

「…………」

　その言葉に澄すみ花かは答えなかった。

　少しだけ何かに迷うような素そ振ぶりを見せた後に、やがてゆっくりと顔を上げたかと思うと。

「……これ……」

「……？」

　背中から何かを出してきた。

　澄花が出してきたのは紙袋に入った鯛たい焼やきだった。

　おそらくはどこかで買ったものだろうが、焼き上がってから時間が経ってしまっているのか、冷め切ってしまっているのが見た目からも分かる。いや何だってこんなものを……？

　首を傾かたむけるしかない行人に。

「…………行人に、食べてもらいたいって思ったの……」

「え……？」

「……だ、だって、い、行人は今日すごくがんばってくれた……こんな私のために、イヤな顔一つせずに『聖地巡じゆん礼れい』に付き合ってくれた……。……う、ううん、今日だけじゃない、最初から、行人はヘンな色眼鏡をかけないで私と向き合ってくれてた……。こ、今回自分で『聖地巡礼』に行こうって思えたのだって、行人が色々と後あと押おしをしてくれてるのが分かってたからだよ……。だ、だから、せめて何かお礼ができればって思って、あの時近くに鯛焼きが美味しいお店があるって知ってたから、休きゆう憩けいしている間にこっそり買ってきて疲つかれてる行人に食べてもらいたくて……」

　半分声を詰つまらせながらそんなことを言ってくる。

　じゃあ……怖こわいはずなのに一人でリヤカーを降りて外に行ったのは、行人にこの鯛焼きを食べさせたかったからなのか……？

「……（こ、こくん）」

　静かにそううなずく澄花を見て。

　行いく人とがやることなんて……もう一つしかないよな？

「──なあ、それもらってもいいか？」

「え……？　で、でも、もう冷めちゃってるよ……？　冷めた鯛たい焼やきなんて、炭たん酸さんの抜ぬけたドクターペッパーみたいなものなんだから……」

「いいや、んなことない」

「あっ……」

　小さく声を上げる澄すみ花かの手から鯛焼きを強引に受け取って、かぶりつく。

　予想していた通りそれは冷め切っていたけれど、それでも上品な餡あんの甘みが今日一日のリヤカー運動で疲つかれた身体に染しみ渡わたるようだった。

「あ……」

「──うん、美味い。シッポまで餡が詰つまってるし、いい甘みだ。澄花がお勧すすめだって言うだけあるな」

「い、行人……」

　そりゃあ……冷めた鯛焼きは温かい鯛焼きよりも単純な味としては落ちるかもしれないけど。

　だけどこれは澄花が一人でリヤカーを降りてまで行人のために買ってきてくれたものだ。

　それだけで普ふ通つうの鯛焼きの軽く三倍の価値があるし……そこにさらにこっちを見上げてくる澄花の普ふ段だんは見られないちょっと甘えたような顔っていうスパイスが加わっているためもうほとんど十五倍増しのスイートシュガーテイストで……なんてのはちょっとばかりキザな台詞だな。う、うーん、言ってて自分で恥はずかしくなってきた。

「あー、ゴ、ゴホンゴホン……そ、その、まあそういうわけで……ほ、ほら、行こう。まだ最後の〝聖地〟が残ってるんだろう？」

「あ、う、うん、そだね……」

　お互たがいに何となく顔を逸そらし合いながらそううなずき合って。

　行人たちはサンシャイン60の展望台へと向かった。

　地上から高さ二百四十メートルの天空のパノラマ。

　そこで行人たちを待っていたのは──







「うお、すごいな……」

「わあ……」

　思わず二人して声を上げてしまう。

　展望用に見やすく設計された窓から臨むのは、色とりどりの宝石をばらまいたかのような池いけ袋ぶくろの夜景だった。

　周りのどの建物よりも高い高こう楼ろうで、眼下に広がる池袋の街並みがまるで何かのイルミネーションみたいにキラキラと輝かがやいている。それはまるで夢の中にいるように幻げん想そう的てきで……

「あ、ほら、あそこが今日行った【乙女ロード】だよ。あっちに見えるのが東京芸術劇場」

「おお、ここからでもよく分かるな」

「でしょでしょ？　すっごくいい眺ながめなの」

　嬉うれしそうに手をぱたぱたとさせてそう言ってくる。

　さっきまでは目に涙なみだを浮うかべていたが、今では復調してすっかりもう元のツンデラックスな澄すみ花かに戻もどっていた。

「な、何よ、人の顔をじろじろと見つめて……？　はっ、ま、まさか私の顔が涙で崩くずれているのを見て嘲あざ笑わらっているの……？　ひ、引きこもりが調子に乗った報いだって……」

「……」

　……まあ、こっちの方がこの自じ虐ぎやく系けい引きこもりっこらしいっちゃらしいんだけどさ。

「……それで、ここが今日のクライマックスポイントなんだよな？　確か最後に回した理由があるって言ってたけど……」

「あ、うん。ここはね、『デュラララ!!』第一話の最後に出てくるシーンなの。それとテレビ未放映の二十五話の最後にも出てくるシーンで……あ、ちょうどこの角度から眺めかな。それでそこで『池いけ袋ぶくろにようこそ』っていう台詞が入るんだけど、それが何ていうか……」

「？」

「私には、『〝聖地〟にようこそ』って言ってくれているようにも思えて……だからここを今日のクライマックスポイントにしたんだ。はじめての、その、行いく人とと私の『聖地巡じゆん礼れい』にはぴったりかな、って思って」

「なるほどな……」

〝聖地〟にようこそ、か。

　確かにそのフレーズは澄花にはぴったりで、今日の締しめくくりにはこれ以上ないってくらいに最適なものだ。

　まるでそんな澄花を祝福してくれているかのように光り輝かがやく池袋の街を見下ろしながらその言葉を頭の中で反復していると。

「ねえ、行人、私……行人には本当にすごく感謝してる……」

「え？」

「さっきも言ったけど……行人がいなかったら、私はここにいることもなかった……この景色を見ながら、『〝聖地〟にようこそ』なんて口にすることはできなかった。今のこのシチュエーションがあるのは……全部行人のおかげなんだよ」

　ふいに澄花が真しん剣けんな顔でそんなことを言ってきた。

　どうしたんだ、突とつ然ぜん……？

「突然、じゃないよ……。前からずっと思ってて、前からずっと、ちゃんと言いたかったことだよ。行いく人とへの感謝の気持ち……。だからそのお礼にっていうのもヘンなんだけど……」

「……？」

「ちょっとだけ……目をつむってもらってもいい……？」

「目を……？」

「うん……」

　む、むう、一体何をしようってのかね。

　言われた通りに目をつむる。

　映画とかドラマとかだとこういう時の定番は、その、だいたい、アレとかだよね……？　目をつむった瞬しゆん間かんに不意打ち的にキスしたりする……。…………って！　え、じゃ、じゃあ、まさか、こ、今回も……？

　目をつむったまま半ばパニック状態になる行人に。

　スッ──

　周りの空気が動いて。

　澄すみ花かがゆっくりと近づいて来る気配が感じられた。

　こ、これは来るのか……？

　歩み寄ってくる足音。

　それはもうすぐ間近まで近づいてきているもので……吐と息いきが聞こえてくるくらいの距きよ離りにまで迫せまってきている。

　そして澄花の右手が行人の頭に触ふれられるとともにふわりと柔やわらかな澄花の香りが鼻び腔こうをくすぐって……こ、これはまさか本当に……思いきや──




「──よーしよしよしよしよし……！」




「!?」

　いきなり髪かみの毛をわしゃわしゃとされた。

「よーしよしよし……ほーら、いい子だねー。怖こわくない、怖くないですよー。今気持ちよくしてあげるから、この澄花ちゃんに全て身を任せてごらんなさいねー」

「……。……い、いや、何なの、これ……？」

　意味が分からず目をシロクロさせるしかない行人に。

「え？　何って……今日のお礼だよ？　行人はこれをやられると心の底から嬉うれしがって悶もん絶ぜつするくらいに悦よろこぶって夏か奈なから聞いて……。だからやってあげたんだけど……」

「…………」

　夏奈の「んふふー♪」な笑顔が頭に浮うかんだ。

　……あの適当ガールめ……

　絶対面白半分で吹き込んだだろ……っていうかそもそも「よろこぶ」の字がなんか違ちがう気がする上に家で飼かっているマルチーズと行いく人とを同じレベルの扱あつかいにしないでくれっていうのに……

「ほーら、アゴも出していいのよ？　悦よろこんでるんでしょう……？　好きなだけ撫なで回まわしてあげるから。あ、そこでごろんしてくれればお腹もよしよししてあげるわよ？　ほら、どう？」

「……」

　……まあ、いいけどさ。

　澄すみ花か自身は純じゆん粋すいな厚意でやってくれてることだし、実はこうやって頭を撫で回されたりアゴをよしよしされたりするのも少しだけ気持ちいいかもなーなんて思ってしまっていたことは……ひ、秘密だ。




　そんな感じに。

　初めての嬉うれし恥はずかしドッグ体験とともに、澄花と行人の初めての『聖地巡じゆん礼れい』は終わったのだった。
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　七月になった。

　あれだけ毎日雨を降らせていた梅雨はすっかりどこかへと行ってしまい、カラリと晴れた暑い夏日が続くとともに巷ちまたには七年間の眠ねむりから覚めたセミやら夏の風物詩であるカブトムシやら温かくなってきたおかげで頭が湯だったのか色々な部分をエレクトさせちゃった露ろ出しゆつ狂きようやらが多く見かけられるようになった季節。

　行いく人とが澄すみ花かのもとへ通うようになって──いっしょに〝聖地〟ジオラマ作りや『聖地巡じゆん礼れい』をするようになって早くも三ヶ月が経とうとしていた。

　いやはや月日が経つのは早いというか何というか。

　つい四月までは澄花とは友達どころか知り合いでも何でもなかったっていうのに、まるで階段を昇のぼるようにトントン拍びよう子しで仲良くなっていき、気付けば毎日学校が終わる度に部屋を訪れる仲になっている。

　まあでも人と人とが仲良くなるなんてのはこんなもんかもしれないな。

　仲良くなるべき相手とは二日三日付き合っただけでも十二分に仲良くなれるし（夏か奈なとかもそうだった）、そうじゃない相手とは何ヶ月何年と顔を向き合わせていてもそこそこの関係のままだろう。

　言ってみれば縁えんってやつか。

　などとそこはかとなく感傷的（？）なことを思いつつ。

　というわけでその日もいつものように学校を終えて花はな屋や敷しき邸ていへと向かい。

　これまたいつもの通りに家政婦の美み奈な衣いさんに挨あい拶さつをして三階へと昇って。

「澄花、入るぞ──」

　ノックをして澄花の部屋のドアを開けると。




　──そこにいたのは、なんか不格好なダンボールアーマーだった。




「…………」

　……パタン。

　黙だまってドアを閉じた。

　うん、これは切れていい縁かな……

「ちょ、ちょっと、どうしてそこでドアを閉めるのよ！」

　バタン！

　すぐにダンボールアーマーがドアを開けて飛び出して来た。

「いや悪いけどダンボールアーマーさんにお知り合いはいないから……」

「わ、私よ私！　それくらい分かるでしょ！」

　ダンボールアーマーの頭の部分を脱ぬいで澄すみ花かがちょこんと顔を出す。

　いや、そりゃあ分かってはいたけど。

　ちなみにダンボールアーマーというのは頭の部分に中くらいのサイズのダンボールが一つ、胴どう体たいの部分に大きめサイズのダンボールが一つ、そして両手両足にはそれぞれ筒つつ状じようのダンボールが装着されている状態の、いわゆる子供の頃ころとかに作ったダンボール工作みたいなもので……ってこんな説明は蛇だ足そくだよな。

「むぅ……せっかく今日は行いく人とが来ると思ったからいいものを見せてあげようと思って用意したっていうのに……。あとね、それだけじゃなくてこれはダンボールアーマーじゃなくてダンボーだよ」

「ダンボー？」

　と、澄花がそんなことを言った。

「そうよ。『よつばと！』に出て来るダンボールロボット。本気で戦ったら超強くて上は大火事で下は洪こう水ずいなんだから。ただのダンボールアーマーとは全然違ちがうものなの」

「はあ……」

　その違いがいまいち行人には分からない。というか言っていること自体何が何だかよく分からない。

「まったく……この自家製ダンボーのすばらしさが分からないなんて。ちょっとがっかり」

　そうため息を吐つきながら澄花は残りのダンボールアーマーも脱ぎ捨てようとして。

　その下は……下着姿だった。

「!!　ちょ、ちょっ、そ、それっ!?」

「え？　…………!!」

　思わず声にならない声が出る。
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　すぐに澄花も自分の状態に気付いたようだった。

　みるみる内に顔が茹ゆで上あがったクルマエビのように真っ赤になる。

「にゃ、にゃあああああっ！　な、何で……!?　あ、そ、そっか、ふ、普ふ段だんは美み奈な衣い以外に入ってくる人なんていないから、つい、ついその習慣で……」

「い、いいから早く何か着て！　何か！」

「あ、あわわわわわ……ふ、服、服……。み、見たの……？」

「み、見てない、見てないよ？　全然視界の端はしにも入ってない。その、この前澄花がやってたゲームに出てくるスライムと同じ色をした何かなんてまったくもって見えてないから！」

「み、見たのね……！　み、見られた……み、美奈衣にしか見られたことがないのに……うう、仮面の下の素す肌はだを見られた女聖闘士せいんとはその相手を殺すか愛すかの二に択たくしか…………殺そう！」

「即断!?」

　せめてもう少し悩むとかしてほしいんですけど！

「だ、だって……どうしろっていうの……？　こ、こんなことはじめてでどうしたらいいか分からなくって……。う、ううう……う、うわぁあああああああん……」

　しかも泣き出した!?

　それも割と本泣き。

　リ、リアクションが予測不能すぎる。だけど女子の涙なみだは男のそれとは違ちがって真しん珠じゆの一いつ滴てきでありその前には男は完全降伏するしかなくて……

「わ、悪かった……！　さっきのことは忘れるから……」

「……う、ううっ……」

「ホントにゴメン！　意図的に見るつもりはなかったんだ！　たまたま目に入ってきただけで……」

「……じゃ、じゃあ、新型iPhoneを私の代わりに買ってきてくれる……？」

「え？」

「……予約してる新しいやつ……来週発売なんだけど私は外に出たくないし郵送だと手に入るのが遅おそくなるから、朝からアップルストアまで行って受け取ってきてくれる……？」

「うえ？　そ、それは……」

「だ、だめなの……？（震ふるえ声ごえ）」

「……」

　く、こ、ここは仕方ないか……

「わ、分かったよ。行ってくる……」

「…………そ、それならいい。ううっ……」

　こくりと小さくうなずいてそう返事をする。

　……なんか今ものすごいドサクサに紛まぎれて一方的な労働の約束をさせられなかったか……？　くぅ……現金だと責めたいところだが、その、下着を見てしまったのは事実だし、泣いていたのは本気のようなので何も言い返せない。

　しばしその状態が続いて。

「……あー、それで今日は何をやってたんだ？」

　そんな下着姿の上にダンボールアーマーを着込みなんかして。

　まだ涙なみだ目めなもののようやく落ち着いた澄すみ花かにそう尋たずねる。

「……な、何って、いつも通りよ。午後二時に起きてネットをやってツイッターとミクシィとフェイスブックとＬＩＮＥを一通りチェックした後にアメーバピグとピグライフとピグアイランドとピグカフェとピグワールドをやって、その後にＬＩＮＥバブルと天下統一クロニクルを進めつつ拡散性ミリオンアーサーを並行してやって、その後に『よつばと！』の新刊を読んでたら昔作ったダンボーを思い出して、行いく人とに見せようと思って着替えて待ってたの。ほんの三時間くらい」

「そ、そうか……」

　三時間もそんな格好をしたまま待機してたのか……

　それは傍はたから見たらある意味変態というか、万が一ドロボウか何かが侵しん入にゆうしてきてはち合わせをしたらドロボウの方が一目散に逃にげるレベルだよ……

「……な、何よ、その社会の底辺を見るような目は……。わ、分かってるわよ……私なんて、本当は動物園の風下にでも住んでいるのがお似合いな社会不適合引きこもりなんだから……っ」

「いやそんなこと言ってないって！」

　ちょっと変態ライクだなーと思っただけで。

「め、目が言ってた……！　ほ、ほら、よく言うでしょう！　目は口ほどにＢＬのことを『[image: かおもじ]』言うって……！」

　しゃー、とヒゲを触さわられた仔こ猫ねこみたいにうなりながらコタツにもぐり込んでしまう。

　うーん、相変わらず極めてツンしょぼなところまで普ふ段だん通りだな。

　というかこの季節になってもやっぱりコタツ（ヘラクレス・マークⅡ）が常設されてることについていい加減に突つっ込こむべきか。クーラーとコタツが同時フル稼か働どうって、やっぱり何かがおかしいしなあ……

「なあ、そのコタツなんだけど……」

　なのでいちおうそのことに触ふれてみると。

「い、いいでしょう別に。落ち着くんだから……」

「いやでも暑くないのか……？」

「ぜ、全然暑くなんてないもん！　快適すぎて困っちゃうレベルよ。むしろ寒いくらい」

「……そう言いながらそっとにクーラーの設定温度を一度下げるのはやめろって……」

「い、行いく人とが暑そうだったからよ。地球温暖化よりも目の前のハゲ丸の体温変化に心を砕くだくくらいの優しさは私だって持ち合わせてるもの」

「……」

　何だってそこまでコタツにこだわるんですかね。このガメラガールがコタツの四つ足部分にハアハアするコタツフェチとかでなければ何か特別な思い入れでもあるのか……

　ともあれ全体的にそんな感じだった。

　学校が終わったら花はな屋や敷しき邸ていへやって来て、こんなちょっとしたことやどうでもいいような日常の話なんかで笑い合いながら、いっしょに〝聖地〟のジオラマを作ったりニコ生の準備を手伝ったりブログの更新を手伝ったりしつつ、『聖地巡じゆん礼れい』の計画を考える。

　ほとんど毎日のように澄花とは顔を合わせていたし、休日とかには前の池いけ袋ぶくろほど本格的なものではないにしろ、ちょっとした『聖地巡礼』にも何回か行ったりもした。

　以前よりも色々と忙いそがしくはなかったけど、賑にぎやかで退たい屈くつしないバラエティ溢あふれる日々。

　それはいつの間にか行人にとっての日常になりつつあって……

「……」

　こんな平へい穏おんな毎日がいつまでも続いていくものだと思っていた。

　これが行人にとっての新しい日常になるものだと思っていた。

　──ほんの、数日後までは。
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　──それは突とつ然ぜんやって来た。

　七月上旬のある放課後。

　その日も澄花の部屋でいっしょに次の本格的『聖地巡礼』をどうするかについて計画していた行人たちのもとに、一人の人物が訪れたのだった。

「……久しぶりだな、花屋敷！」

「……ええと、どちらのハゲだったかしら？」

　部屋に入ってきたバーコードハゲのおっさんに澄すみ花かがそう首をかたむけながら尋たずねた。

「お、俺おれだよ俺！　野の毛げ山やまだ！　お前の担任教師の！」

「……のげやま……のげやま……ああ、思い出した！　見ていると吐はき気けをもよおすくらいの嫌けん悪お感かんがこみ上げてきて生理的に合わないうすらハゲ……こほん、野毛山先生。お久しぶりです。あれ以来めっきり顔を見せることがなくて夏の青空みたいな晴れやかな心地だったのに、今日はどうしたんですか？」

「く……相変わらずへらず口だけは上等だな……」

　額をピクピクとさせながら猿えん人じん系けいの顔をしたバーコードハゲのおっさんは悔くやしそうに声を漏もらす。

　やって来たのは澄花の担任である一年三組ハゲ山動物園こと野毛山だった。

　態度も頭頂部もダメな感じに荒こう廃はいした中年教師。

　第一印象の最悪なインパクトだけは強きよう烈れつだったけれど、前に一度澄花に凹へこまされて以来ポッキリと心を折られたのかここ最近はすっかりご無ぶ沙さ汰ただったから忘れてたよ。いやそのハゲ山が今さら何の用なのかね？

　首を捻ひねる行いく人とたちに、ハゲ山はニヤリと笑って。

「……はっ、いよいよお前も年ねん貢ぐの納め時だな、花はな屋や敷しき？」

「……？」

「……いいか、よく聞け花屋敷」

　勝かち誇ほこったかのように鼻の穴を広げて立ち上がると。




「──花屋敷、お前の退学が、職員会議で決まった！」




「……」

「は……？」

　退学……？

　一いつ瞬しゆん目の前のハゲ山が何を言っているのか分からなかった。

　退学って……え、あれだよな？　学校を中ちゆう途とでやめることであり停学の上位互ご換かんバージョンでありさらにレベルアップするとリストラにクラスチェンジするというものであり……え、その退学に澄花が決まった……？

　突とつ然ぜんのことに混乱状態になる行人に。

「……ふん、正確に言えば夏季自宅学習期間までに学校に来て、特別補ほ習しゆうを受けない限りっていう条件付きだがな。だがお前に学校に来る気はないんだろう？　だったらこれでお終いだ。前期付けで退学決定だ。……ったく、こんなことになるなら最初から入学なんてしなければ俺にも迷めい惑わくがかからなかったってのに……」

　吐はき捨すてるようにそう言い放つ。

　もうこのハゲが教師としてゾウリムシレベルのモラルハザードだってのは口にするのも面めん倒どうくさいから放置しておくとして。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　退学って、いきなりそんな……！」

　唐とう突とつすぎるだろう。カブトムシがサナギになるのを飛び越して一気に成虫になったみたいな。

　だがその反論に対してハゲ山は。

「いきなりでも何でもないだろうが。こいつは普ふ段だんの授業はおろか入学式、課外活動、定期試験に至るまで一日たりとも来やがらねえ。桐う葉ちはこれでもまっとうな進学校だ。入学試験トップの秀しゆう才さい様ってことで今までは大目に見られてきたが、それもここまでってことだ。そんな舐なめた出席状じよう況きようで単位が取れると思われちゃ困るんだよ」

「くっ……」

　それは確かにハゲ山の言うことに一理あった。

　行いく人とたちの通う桐とう葉よう学園高校はこの辺りでもそこそこ有名な私立校で、規則も比ひ較かく的てき厳しいことで有名な学校だ。入学式を含ふくめて一日も登校せずかつ保健室登校などもしていないプロ不登校生の澄すみ花かがどうやって単位を取得するのかは正直謎なぞだった。しかしだからって……

「今までもいちおう何度かは警けい告こくしたんだよ。しないと俺が後で責任を追及されるからな。だけどこいつはそれを全て無視し続けた。言わばこれが最後通告ってやつだ」

「無視って……そうなのか、澄花？」

「……」

「……はっ、とにかく俺が言いに来たのはそれだけだ。詳くわしいことはこのプリントに書いてある。確かに渡わたしたからな」

「……」

「ふん、じゃあな。これでお前の顔も見納めだと思うと気分がいいぜ。せいぜい残りの期間、学生としての身分を楽しむんだな。ああ、でも引きこもりじゃあ楽しめんか。ハハハハハハハ！」

　それだけ言ってハゲ山は高笑いをしながら帰っていった。

　もうこいつの教師として考えられないレベルのゲスっぷりは（以下略）として。

　後には澄花と行人の二人と、ハゲ山が置いていったプリントだけが残される。

「……」

「……」

「……」

　何と言っていいのか分からない静せい寂じやく。

　とりあえずまだ状況は摑つかみ切きれていなかったが、沈んだ空気をかき消すようにして行人は口を開いた。

「──ま、まあいきなり退学なんて言われたのには驚おどろいたが……」

「……」

「せめてもの救いは救済措そ置ちがあるってとこだな。これから夏休みまでに特別補ほ習しゆうを受ければ退学は回かい避ひできるんだから……」

　それが救いだった。

　行いく人とか夏か奈なか美み奈な衣いさんが傍そばにいるという条件付きとはいえ澄すみ花かは少しずつだが外に出られるようにもなっているし澄花自身も外に出ることに積極的になっているから、学校だって、それは簡単なことじゃないかもしれないけど、がんばれば決して不可能ではないはずだ。行人としてはそう考えていた。

　だけど──

「……行くつもりは、ないわ」

「え？」

「……だから、学校には行くつもりはないって言ったの。初めて会った時にも言ったでしょう。学校に行くつもりはない学校に行くつもりはない学校に行くつもりはないあと行人はハゲ丸！　大事なことだから三回言った。その信念に変わりはないんだから」

　澄花はぷいと顔を逸そらしながらそう言い放った。

　え、ちょっと待て。今それを言っちゃうと……

　困こん惑わくする行人に。

「……それは確かに行人のおかげで少しは外に出られるようになった。外の世界が昔ほどは怖こわくは……なくなった。でも外に出るのと学校に行くのは違うわ……！　それこそカワハギとウマヅラハギくらい違ちがう……！　学校は……行きたくない！」

「だ、だけどだな……」

　なんかそのたとえがまったくよく分からんってのはともかく。

　このままだと……退学になるんだぞ？

　そりゃあ今日に至るまで一日も通ってないんだから状じよう況きよう的てきには何も変わらないのかもしれないけど、それでも一度退学になってしまったら取り返しがつかない。まさに後のカーニバルになってしまう。それに行人としても、その、いつかはいっしょに澄花と学校に行ける日も来るんじゃないかって心のどこかで思っていたのに、その可能性がこんなカタチで突とつ然ぜん完全になくなってしまうっていうのは、なんかさ、納得いかないんだよ……

　だけど澄花は頑かたくなだった。

「……それに前にも言った。学校なんて行く意味がどこにあるの？　勉強は何も習うことなんてないし友達だって学校じゃなくてもできる。行人と夏奈がいる。大学に行くためだけなら高認を取ればいい。資格を取ればいい。学校の意義なんて何もないじゃない」

「……」

　言ってることはもっともだ。犬が西を向けば尾が東になるくらいにもっともなんだけど……何か大切なことが抜ぬけているような気がする。

　そういう意義がどうこうとかの実利的なものじゃないもうちょっと感情的な何か。

　だけどそれが何であるか行いく人とにはうまく説明できなくて……

「──もう、と、とにかくそんなパンダの赤ちゃんの泣き声が実は〝にゃー〟だったっていうことくらいに些さ細さいなことはいいの！　ほら、もうその話はおしまい！　それより次の『聖地巡じゆん礼れい』の計画を練りましょう。そっちの方が遥はるかに重要よ。今週末には行きたいと思ってるんだから」

「……」

　全然些細なことじゃないし（いやパンダの赤ちゃんの泣き声は些細だけど）今後の人生に関わる極めて重要なことだと思うんだけど……このツンデラックスガールがそう言い出したら意外と頑がん固こだってことはこの三ヶ月の付き合いでよく分かっていた。……ここは、ひとまずは言う通りにするしかないか。

「……分かったよ。この話は終わりにする」

「うん、それでいいわ。これ以上続けるつもりだったら行人の毛根が一秒に百本ずつ死んでいく呪のろいをかけようかと思ってたところだったの」

「……」

　……地味にイヤすぎる呪いだな……

　そんな風にそこはかとなくうやむやな感じで。

　その場ではこの話は終わったのだった。

　だけど行人の頭には（毛根死し滅めつの呪い以外にも）引っかかるものが残って……







『──え、澄すみ花かが退学……!?』

「ああ、そうなんだ……」

　その後澄花と『聖地巡礼』についての話をして。

　家に戻もどった行人がまず最初にしたことは、夏か奈なに電話をかけることだった。

「今日いきなりハゲ山がやって来てそんなことを言い出して……夏奈、何か聞いてないか？」

『う、ううん……何にも。ハゲ山が音楽の臨時講師の上かみ代しろ先生を飲みに誘さそおうとしてまたふられたってことくらいしか……。でもそうか、さすがに一日も登校してないし定期試験も受けてないんじゃこれ以上は……』

　電話の向こうの声が一いつ瞬しゆんだけ小さくなる。

『──そ、それで澄花は何て言ってるの？　学校に来てその特別補ほ習しゆうを受ければ退学ではなくなるんだよね？』

「いや学校には行きたくないって……。何とか説得しようとしてみてたんだがとりつく島のない感じで……」

『そっか……』

「なあ夏か奈な、どうして澄すみ花かはあんなに学校に行くのはイヤがるんだ？　外に出るのを怖こわがってたのも元を正せば学校に行かないところから始まってるって……」

『……』

　そんなことを言っていたような気がした。

　初めて会った時からそうだったけれど、学校に対する反発心だけはハンパじゃない。あれはもう家族に無理やり禁きん煙えん外来に連れて行かれるのを嫌いやがるチェーンスモーカーなお父さんレベルだと思うんだよ。

『それは……前にも言ったけど、あたしにも詳くわしくは分からないんだよ。登校班はいっしょだったけど同じクラスってわけじゃなかったし……。──あ、だけど』

「？」

『──ねえ、次に行いく人とたちが行く『聖地巡じゆん礼れい』、場所は鎌かま倉くらだって言ってたよね？』

「え？　あ、ああ、そうらしいが……」

　退学騒さわぎのひと悶もん着ちやくの後に話し合われた次回の『聖地巡礼』計画。

　どこかギクシャクとした空気を引きずりながらもいくつかの候こう補ほ地ちから選定した結果、今週末に訪れる〝聖地〟は鎌倉・江えノの島しまということに決まっていた。

　これまたなかなかに遠いスポットだが、現地まではまた美み奈な衣いさんのダンプが大だい活かつ躍やく予定とのことだし、それ以外については池いけ袋ぶくろの時と同じリヤカー移動電動自転車付きなので了りよう承しようしたのだ。

『……そっか……鎌倉、か……』

　その言葉に受話口の向こうの夏奈が一いつ瞬しゆん言葉を切るのが聞こえた。

「？　何かあるのか？」

『んー、何かってほどのことでもないかもしれない。でももしかしたらハチドリの涙なみだくらいの何かはあるかもしれない』

「…………スマン、何が言いたいのかさっぱり分からないんだが……」

『あー、うん、ごめんごめん。あのね──』

　夏奈がどういうことなのかを説明してくれる。

「──なるほど、そういうことか……」

『うん。あたしにも断言はできないけど今回の〝聖地〟の選せん択たく先さきと少しは関わってるかもしれない』

「……」

　確かにその通りだった。

　このタイミングで、いくつかあった〝聖地〟の候補地から鎌かま倉くらを選んだのには、澄すみ花かにとっても何か迷いのようなものがあるのかもしれない。

『そういうことだから、とにかく澄花のことよろしく頼たのむね。あたしの方でもできることはやってみるけど……やっぱり退学にはなってほしくないもん』

「そうだよな。ああ、分かった」

　そう締しめて。

　夏か奈なとの電話を終えた。

「…………」

　通話終了を押おしたスマホを脇わきに投げ出してベッドにゴロリと横になる。

　──学校に行きたくない理由か……

　いったい何があるっていうんだろうね？　そりゃあ行いく人とにも行きたくなくなることは何度もあった。小学生の時に怖こわい担任教師の宿題を忘れた時とか、中学生の時に何の因果か合唱コンクールでソロパート（それもメゾソプラノ）を歌わなければならなくなった時とか……それこそ小さな理由をあげていったらキリがない。だけどあそこまでガチで学校を拒きよ絶ぜつするようなことは一度もなかった。個人個人によって理由なんてものは違ちがうだろうから一いち概がいには言えないだろうけど……

　……うーむ、分からん……

　ゴロリと寝ね返がえりを打つ。

　結局は本人が話してくれるのを待つしかないのか。

　ここでいかに行人が頭を捻ひねって考えたところでそれはしょせん推測でしかないわけだし、推測をいくつ積み重ねたところで真実にはならない。

　本当のことを知るには……澄花本人が話してくれるのを待つしかない。

「……仕方、ないよな……」

　そう心の中で言い聞かせて、自分を納得させたのだった。

　そして日は経ち週末になって。

　いよいよ、澄花と行人にとって大きなターニングポイントとなる鎌倉・江えノの島しま『聖地巡じゆん礼れい』の日がやって来る──
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　週末に行われることになった鎌倉・江ノ島への『聖地巡礼』も、池いけ袋ぶくろの時と同じように現地集合だった。

　朝の十時にＪＲ北鎌倉駅前集合。

　行いく人とは湘しよう南なん新しん宿じゆくラインとＪＲ横よこ須す賀か線せんとを乗のり継ついで、澄すみ花かは美み奈な衣いさんのダンプに乗ってリヤカーごとやって来た。

「──うんうん、今回もちゃんと時間通りに来てるわね。偉えらい偉い、行人」

　リヤカーから降りるなりキチンとお留守番ができた犬を褒ほめるようにぽんぽんと頭を叩たたいてくる。

　いや夏か奈なもそうなんだけど何でみんな犬扱あつかいなんですかね。それも年相応の若犬にじゃなくて老犬にやるみたいな……

「えっ、だって行人ってなんか犬っぽいもの。それも若々しい元気溢あふれた仔こ犬いぬとかじゃなくて、ちょっとくたびれて世の中を斜はすに見た感じのおじいちゃん犬、それも中型犬なのにも関わらず半はん端ぱに繊せん細さいで庭では飼かえないお座ざ敷しき犬いぬみたいな」

「やっぱりそうなの！　ていうかそこはせめて番犬って言ってくれ！」

「もう……うるさいわね。ほらステイ。ジャッキーカルパスあげるから」

「いらな──いやそれはいるけど！　何でジャッキーカルパスが俺おれの好物だって知ってるの!?」

「そんなの目を見れば分かるわ」

　さらりとそんなことを口にする。

　ったく……ほんの数日前にあんな話があったばっかりだってのに、こっちが拍ひよう子し抜ぬけするくらいにいつも通りですね……

　何か複雑な気分になる行人に。

「じゃあまずは今回のマニュアルを渡わたしておくわね」

　そう言った直後に澄花からメールが届く。

　今回は前のように男同士の絡からみ合あいのスタンプが届くということはなく……と思いたかったんだが。

「ぎゃ、ぎゃー、間ま違ちがえた！　そ、それじゃない！　それはこの前買ったばっかりの聖地擬ぎ人じん化か乙女ソシャゲの招待状だった！」

「……」

　スマホの画面に映し出されていたのは『きみだけの聖地ラバーズ』というゲームへの招待状だった。

　どうもファイル名が『聖地～』となっているから間違えるらしかった。というか意外とドジっこですね……

「……こ、こほん。そ、それじゃあ気を取り直して。これが今回のマニュアル。名付けて『アニサキス☆澄花の聖地巡じゆん礼れいセカンドシーズン。匂におい立たつ初夏の鎌倉・江えノの島しま』だよ！」

「おお」

　改めて受け取ったファイルを開き直す。

　そこにあったのは──




ＳＴＡＲＴ：ＪＲ北きた鎌かま倉くら駅えき

　↓

　↓　徒歩八分

　↓

①【北鎌倉駅周辺】：時間の目安三十分

　↓

　↓　徒歩八分

　↓

②【円えん覚かく寺じ】：時間の目安四十五分

　↓

　↓　徒歩十六分

　↓

③【鶴つるが岡おか八はち幡まん宮ぐう】：時間の目安五十分

　↓

　↓　小こ町まち通どおりを抜ぬけて徒歩四分

　↓

④【鎌倉駅】

　↓

　↓

　↓

・江えノの電でん江えノの島しま駅

　↓

　↓　徒歩十分

　↓

⑤【七しち里りヶが浜はま】：時間の目安三十分

　↓

　↓　徒歩十分

　↓

⑥【江ノ島】：時間の目安一時間

　↓

　↓　江ノ島内徒歩十分

　↓

⑦【展望灯台】：時間の目安一時間

　↓

　↓　徒歩十分

　↓

ＧＯＡＬ：ＪＲ片かた瀬せ江えノの島しま駅えき
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　──これまた壮そう大だいなタイムテーブルだった。

　半日近くかけて鎌かま倉くら江ノ島をほぼ全て網もう羅らしている。ファイルの容量がやたらと大きいのはまた周辺の観光情報までバッチリとカバーしているからだろう。いや毎回これ作るの大変だと思うんだよな。イラストや手て描がきマップ入りでやたらと凝こってるし……

「──今回のコンセプトは、ずばり『温おん故こ知ち新しん』よ！」

　感心していると、腰に手を当てながら胸（小さめ）を大きく反らして澄すみ花かが言った。

「『温故知新』？」

「うん、そう。やっぱり鎌倉といえば古こ刹さつと趣おもむきある街並みとに囲まれた由ゆい緒しよ正しい古都……そこに『聖地巡じゆん礼れい』という新しいモチーフを融ゆう合ごうさせることによって、今現在のリアルタイムな〝聖地〟を楽しむとともに古き善き伝統も再確認しちゃおうっていうプラン。文字通り過去の事実と伝統とを学んで、新しい知識や理論を身に付けることができるってわけ。まさに一石二鳥ね」

「へえ……」

　そんな隠かくれ（？）要素が含ふくまれてるのか。

　小さな工夫だけど、それなら前回の池いけ袋ぶくろともまた違ちがった観点で『聖地巡礼』を楽しむことができる。こういった毎回毎回〝聖地〟に興味を持たせる要素をキチンと考えてるのが地味に流石だよなあ。『アニサキス☆澄すみ花か』なのに……

「それじゃあ行くわよ。今回は移動範囲が広いから（行いく人とが）きびきび行かないと。──あ、でもその前にっと……」

　リヤカーから降りて。

　両手を広げて大きくすーっと息を吸い込むと。




「『聖地巡礼』キター!!」




　お馴な染じみのフレーズを北鎌倉の町に向かって放ったのだった。

　だけど。

　その声にいつもほどの元気がなかったように感じられたのは……行人の気のせいかね。







【北きた鎌かま倉くら駅えき周辺】

　最初の目的地は意外と近くにあった。

　北鎌倉駅の駅前から道なりに少し進んだ後に左折して踏ふみ切きりを渡わたってリヤカーで五分ほど進んだところ。

　そこが今日の最初のチェックポイントにして……〝聖地〟であるらしい。

「──さ、着いた。ここよ」

「ここなのか？」

　言われて止まったのは道の途と中ちゆう。

　向かって右手には北鎌倉駅のホーム、左手には何の変へん哲てつもない古めかしい民家。

　それはパッと見る限りだと普ふ通つうの道というかどこにでもあるような風景に見えて何か特別な場所には見えないんだが……おそらくこれも前の池いけ袋ぶくろの駅出口のところと同じように、何気ない景色が〝聖地〟になってるって寸法なんだろう。

　そのことを伝えると。

「ん、その通り。行いく人とも少しずつ成長しているみたいね。よしよし、感心感心♪　あとでちょっと柔やわらかめのビーフジャーキーをあげるからね」

「あー、それはどうも」

　褒ほめてくれるのはいいんだが相変わらず犬（それも老犬）に対するものと同じなのが気になるところなんだよな……

「で、ここは何の〝聖地〟なんだ？」

「あ、そうそう、まだ言ってなかったっけ。ここは今日のメインとなるテーマ、『ビブリア古書堂の事件手て帖ちよう』の〝聖地〟だよ」

「『ビブリア古書堂の事件手帖』……？」

「ん、そう。メディアワークス文庫から出ている小説で、コミック化の他に実写によるドラマ化もされたベストセラー小説ね。主に鎌倉、大おお船ふな、江えノの島しまの周辺が舞ぶ台たいになっている日常に起こるちょっとした不思議を解決するミステリ物なの。大船は距きよ離り的てきに少し離はなれてるから今日は外したんだけど……」

「なるほど……」

　だから今回は鎌倉江ノ島が主要巡じゆん礼れい先さきってわけか。

「うん、そんなところかな。…………ま、それだけじゃないんだけどね」

　どこか遠くを見るような目で澄すみ花かがそうつぶやく。

　それは何か今まで見たことのない表情のようで……

「ま──まあ細かいことはいいのよ。それで、この場所はそのメイン舞台であるビブリア古書堂があるとされてる場所と同時に一巻の扉とびら絵えに使われている場所。原作ではちょっとだけ場所の描びよう写しやが違ちがってて、下りホーム側じゃなくて上りホーム側って書かれているし、実際にはここに古書堂はないけど、間ま違ちがいなく元になったのはここだって言われてるの」

「そうなのか？」

「うん。ほぼ間違いないって言われてる。そういうのも〝聖地〟にはよくあることで、そういった違いとかを見付けるのも楽しかったりするかな」

「へえ……」

　そういうもんなのか。

　でも言われてみればそういったちょっとした違いを見付けるのってのは、ちょっとした間違い探しみたいで面白い気もするな。

「うふふ、ここに『ビブリア古書堂』があって栞しおり子こさんが古書に囲まれて幸せそうにしててその周りでは大だい輔すけくんが古書の整理をしていて……♪」

　隣となりでは澄すみ花かが元ネタの場面を思い出しているのかむふふ～♪　と嬉うれしそうな声を上げている。

　こうしている間はひとまず放っておくのが一番だ。声をかけても自分の世界に入っているので気付かないことが多いし。

　なのでしばらくそんなドリーミー澄花を放置しつつ周りの風景を何となく眺ながめていて。

「──あ、そうだ、忘れるところだった」

「？」

「せっかく栞子さんのお膝ひざ元もとまで来たんだから、〝舞ぶ台たい再現〟もしとかないと」

　そう言ったかと思うと澄花は小さく深呼吸を一回して。

「すー、すすー、すー♪」

「……？」

　何やら呼吸困難のセキセイインコのようなこの前澄花の部屋で見たマンガの主人公たちがやっていた波は紋もん法ほうのような妙みような呼吸法をやり始めた。何これ、何かの魔ま術じゆつ儀ぎ式しき……？

「違うわよ。これは口笛を吹こうとしてうまく吹けない栞子さんの胸きゅんポイント炸さく裂れつの再現よ。どう、かわいいでしょ？　ふふふ、栞子さん萌もえ……♪」

「……」

　今の口笛だったのか……

　にへら～と笑いながらさらにすーすーと口笛もどき（？）を続ける。

　ま、まあ、何かに感かん銘めいを受けるポイントは人それぞれだしな……

　しばしその微び妙みような感じの口笛アクションを観賞していて。

　ふと、ピーンときた。

「──でも澄花、澄花はちゃんと口笛を吹けるのか？」

「え……？」

「ほら、普ふ通つうの口笛。当然吹けるんだよな？」

「そ、それは……も、もちろん吹けるわよ。神の音色って言っても過言ではないくらい」

「そうなのか。じゃあ吹いてみてくれるか？」

「え……」

　そこで澄すみ花かの顔色が変わった。

　つつつ……と視線を横に向けると。

「そ、それは……この場でちゃんとした口笛を吹くのは栞しおり子こさんに対する冒ぼう瀆とくというか……そ、その、決してできないとかそういうことじゃなくて……」

「大だい丈じよう夫ぶだって。ちょっとだけ。な？」

「……」

　澄花は少しの間黙だまって「むー……」とこっちを見上げていた。

　だがやがて。

「……わ、分かったわよ。ほ、ほんとにちょっとだけだからね」

　そう上うわ目め遣づかいに返事をすると。

　こ、こほんと一度軽く咳せき払ばらいをして。




「す、すー、すすー、すー……！」




　さっきまでの口笛もどきとまったく変わらない、珍ちん妙みような呼吸法を披ひ露ろうした。

「……！　あ、あれ、お、おかしいな……い、いつもはできるんだよ？　ほ、ほんとだよ……？」

「……」

　気まずそうに咳払いをして再度チャレンジするも、やっぱり出てくるのは陸に打ち上げられた深海魚の断だん末まつ魔まみたいなか細い吐と息いきだけ。

「こ、こんなはずじゃ……きょ、今日は調子が悪いのかな、ほら、きっと気圧の関係とかで……」

　必死に言い訳をする澄花が微ほほ笑えましかった。

　いやなんか口笛アクションをやっている時のたどたどしさを見て、もしかしたらリアル口笛を吹けないんじゃないかと思って少しだけイタズラ心でからかってみただけなんだけど……予想以上すぎる成果を得てしまった。

　や、からかったのは悪いとは思うけど、ほら、普ふ段だんはハゲと犬（老犬）扱あつかいなんだしたまにはこれくらいのささやかな反はん撃げきは許されるんじゃないか？

「……す、すー、すすすー、すー、すすすすすー、すー……！（必死）」

　それにさ。

　何というかその……上手く口笛を吹こうとして一いつ生しよう懸けん命めいに唇くちびるをとがらせる澄花の様子はどこかイタズラ盛りの仔こ猫ねこが毛玉相手に奮ふん闘とうしているみたいで、そこはかとなくかわいかったのは……ま、まあ、内ない緒しよだ。







【円えん覚かく寺じ】

　そんな口笛コミュニケーション（？）を経て、次に向かったのはお寺だった。

　最初の〝聖地〟からリヤカーで五分ほど行った場所。

　横よこ須す賀か線せんの線路沿いに進んだ後に十字路を右折した先に、それはあった。

「ここは【円覚寺】よ。鎌かま倉くら時代に当時執しつ権けんだった北ほう条じよう時とき宗むねが元げん寇こうで戦死した兵士の菩ぼ提だいを弔とむらうために一二八二年に創建したもので、鎌倉五山第二位にあたる格式あるお寺でもあるの。〝聖地〟としては『ビブリア』のドラマ版の一話で山門前を大だい輔すけくんが自転車で通り過ぎたりしてるけど、それだけじゃなくて『マリア様がみてる』でも出て来たし、ちょっと違ちがうかもしれないけど夏なつ目め漱そう石せきの『門もん』とか島しま崎ざき藤とう村そんの『千せん羽ば鶴づる』でもここの山門は登場してるから、そういう意味でも〝聖地〟かもしれないかな」

「へえ……」

　ここも〝聖地〟が二つ以上重なっている〝多重聖地〟なのか。

　それにおそらくは〝聖地〟をリサーチするにあたり調べたんだろうが、そうやってさらりと寺の沿えん革かくとかの知識が出てくるってのもすごいもんだね。

「なあ、そういう知識ってどうしてるんだ？　調べてるのか？」

　その質問に澄すみ花かはうなずいて。

「そうね。もちろん『聖地巡礼』に行く場所はその周辺を含ふくめて全部調べてるけど、そうじゃなくても昔から私、こういう古い神社仏ぶつ閣かくとかお城とか史し跡せきとかを調べるのは好きなの」

「え、そうなのか？」

　それはまた意外な。

「うん。物心ついた時にはもうかなりはまってたかも。当時はジオラマ……とはいかなかったけど、プラモデルとかを買ってきてもらって作ったりもしてたし、付録をそろえると完成する通販本のそういったシリーズとかも必ず買ってた。だから昔小学校の遠足でここに来た時も楽しかったな……」

「昔……」

「写真やプラモデルでしか見たことのなかったお寺や神社、仏像がたくさん目の前にあって……もしかしたら『聖地巡じゆん礼れい』に憧あこがれるようになったのって、その時の感動がもとになってるのかも。だけどそういったものが好きな子なんて当然私しかいなかったから、周りからはやっぱりヘンな目で見られて……」

「……」

「……年寄りくさいって、笑われて……」

「澄すみ花か……」

　と、そこで澄花はハッとしたように顔を上げた。

　そしてふるふると頭を振ふると。

「……あ、わ、私、今何を言ってた……？　ど、どうしちゃったんだろ……わ、悪かったわね、ヘンな話をしちゃって……。ま、まあ昔の話よ。つまらない戯ざれ言ごとだし……い、いいから忘れて忘れて」

「……」

　澄花はそう言うものの、流すことはできなかった。

　澄花が今言っていた一連の内容。

　小学校の頃ころの──まだ澄花が学校に行っていた頃の最後の遠足先が鎌かま倉くらであったということ。

　だってそれは、夏奈から聞いていた事情と共通するものだったから。

「ほ、ほら、いつまでヘンな顔してるの？　ただでさえ少しばかり世間様に粗そ相そうしてる顔が輪をかけておかしくなってるんだから、少しは自じ重ちようしなさいよね」

「……」

　すぐに澄花は元のツンデラックスに戻もどったものの（戻りすぎるくらいに）。

　やっぱりどこかその表情には翳かげりのようなものが見えて。

　それが行いく人とには──引っかかったんだよ。







【鶴つるが岡おか八はち幡まん宮ぐう】

　どことなくモヤモヤっとするものを残したまま【円えん覚かく寺じ】を出た後は、北鎌倉周辺の他の細かな〝聖地〟スポットを見つつ【鶴岡八幡宮】へと向かった。

　途と中ちゆうにあった切り通し（岩でできたトンネルのようになっているところ）で〝聖地〟とは何の関係もなしに澄花が突とつ然ぜん「ボルダリングをやりたい！」と言い出したのを必死に止めたり、栞しおり子こさんが足を滑すべらせたという階段のところで〝舞ぶ台たい再現〟のためにとりあえず階段から落ちてくれと言われたのを全力で拒きよ否ひしたり、〝聖地〟だという雰ふん囲い気きのいい喫きつ茶さ店てんでお茶をしたり。

　相変わらず色々と突つっ込こみどころは多い道中だったが、それでも特に問題なく進んでいった。

　そして辿たどり着ついた先。

　そこはこういった神社仏ぶつ閣かく等には疎うとい行人でも知っているくらい有名なスポットだった。

「──さ、着いた。ここは【鶴岡八幡宮】。観光地としても歴史的名所としても超が付くくらいにメジャーだから、さすがの行人でも知ってると思うけど……」

「ああ。確か鎌倉幕府ゆかりの場所なんだよな。源みなもとの頼より朝ともが整えたとかで……」

「お、意外にちゃんと勉強してるのね。えらいえらい、よしよーし」

「ふふん」

　これくらいは小学生でも知ってる一いつ般ぱん教きよう養ようだ。イイハコ作ろう鎌かま倉くら幕府。

「それじゃここからは〝聖地〟の説明ね。ほら、ここの境内へ続く階段の下。ここからの構図は『ビブリア』原作小説三巻の扉とびら絵えになったものなの。本当はそこに樹じゆ齢れい千年とも言われる大おお銀杏いちようが生えてたんだけど、ちょっと前の強風で倒たおれちゃって今は何もなくなっちゃってるの。でも最近再生作業が行われて、新しい若芽が二本出てきたみたい。このまま育ってくれるといいんだけどな……」

「ふんふん」

「それとここの下の参道は『侵略！　イカ娘』で出て来たところ。境内入り口のところにある大きな赤い鳥とり居いは『TARIタリ TARIタリ』とか『うた∽かた』とかでも出てくる有名スポットね。あとね、この鎌かま倉くらとこれから行く江えノの島しまは全ぜん般ぱん的てきに『海うみ街まちdiaryダイアリー』の舞台でもあるのよ。佐さ助すけ稲荷いなりとか紅葉もみじヶが谷やつとか、今回は時間の関係上行けないけど、いつかは絶対探訪したい必ひつ須すスポットだなー……」

　ちょっと遠くを見るように澄すみ花かがそう声を上げる。

「この辺りは本当に色んな〝聖地〟があるんだな」

「そうね。やっぱり趣おもむき溢あふれる伝統的な街だけあってそういう舞ぶ台たいに使いやすいのかな。でもそれだけじゃなくてこれらの神しん秘ぴ的てきな神社とか特とく徴ちよう的てきな街並みとかは〝聖地〟を抜ぬきにしても魅力的な場所だと思うんだよね。だからテーマの『温おん故こ知ち新しん』じゃないけど、見た人がそれぞれの視点で、〝聖地〟としても伝統を受うけ継つぐ古都としても、どちらとしてでも楽しんでくれればいいなって思ってるの。『はにかみ澄花ちゃんねる☆』もだれかがこの鎌倉・江ノ島っていう場所に興味を持ってくれるための役に少しでも立てばなって……」

「……」

　そういうところはものすごく真面目なんだよな。

　ただ単に自分が〝聖地〟好きってだけで終わらずに、常に他の人がどうやってその〝聖地〟を楽しんでくれるかについても考えているというか……（名称はアレだけど）

　その後も『聖地巡じゆん礼れい』は続いていった。

【鶴つるが岡おか八はち幡まん宮ぐう】をひと周りしつつ『はにかみ澄花ちゃんねる☆』の撮さつ影えいをしたりお馴な染じみの〝舞台再現〟をしたりした後に、【若わか宮みや大おお路じ】【小こ町まち通どおり】へと向かい、そのまま【鎌倉駅】へと向かう。

「ここがさっき言った大鳥居ね。これは三ノ鳥居っていうの」

「おお、本当にでかいんだな……」

「高さはおよそ八・五メートル。その向こうに続くのが【若宮大路】で、有名な『段だん葛かずら』がそれね」

　各所で嬉うれしそうに澄すみ花かが解説を加えてきてくれる。

「ねえねえ、知ってる？　ここの鳩はとサブレーを売ってる『豊と島しま屋や』さんはこの鎌かま倉くら店てんが本店で、他では買えないような限定品とかが置いてあるんだよ」

「そうなのか？」

「うん、『鳩これくしょん』っていって、付ふ箋せんの『鳩はっといって』とかストラップの『鳩はと三さぶ郎ろう』とか。ストラップはほんとに本物の鳩サブレーみたいで、すっごくかわいいの♪」

「へえ……」

　それはちょっと欲しいかも。妹のお土産にいいかもしれないし。

「そこの『イワタコーヒー店』は昭和二十三年創業の老舗しにせなの。看板メニューとして有名な厚さ三センチの二段積みにされたふわっふわのホットケーキはもう絶品だっていう話。想像するだけで幸せな気分になれるわ……」

「三センチが二段積みってすごいな……」

「うん、ネットとかでも有名だし、鎌倉の名物の一つって言ってもいいかもね。『ビブリア』の原作四巻でも栞しおり子こさんと大だい輔すけくんが来き城しろ慶けい子こと会ってた場所だし……。あとこの辺りで『ビブリア』関連で外せないのは『鎌倉小お川がわ軒けん』ね。原作一巻でケガで入院していた栞子さんのお見み舞まいというかお詫わびに大輔くんがレーズンサンドを買ったって言われているお店の鎌倉店。オリジナル〝聖地〟は大おお船ふな店てんで、そっちは少し前に閉店しちゃったみたいだけど……」

「そうなのか……」

　それは少し残念だな。

「あとね、和菓子だったら『茶さ房ぼう雲母きらら』の宇う治じ白玉クリームあんみつがお勧すすめかな。注文を受けてからこねて茹ゆでる白玉がもうもっちもちで……。──あ、それとね、鎌倉近辺だったらあそこも忘れちゃいけないわ。長は谷せに『山さん海かい堂どう』っていう古今東西の武器が売っているお店があって……」

「ぶ、武器？」

「あ、もちろん本物じゃなくてレプリカよ。レプリカだけど、本物と見み紛まがうばかりに精せい巧こうに作られてて、最近だと『ＳＡＯ』のエリシュデータとかランベントライトとかも売ってたわね。それだけじゃなくて、お店の壁かべにはたくさんの漫まん画が家かとかラノベ作家とかのサインも飾かざられてるっていう……」

「すごいな……」

　周辺情報の説明も相変わらず完かん璧ぺきだった。

　いつものごとく少し多めのスイーツ系情報から武器屋（！）の情報まで。

　うら若い女子から武器を見ると胸が熱くなる男子の層までを広くカバーした観光案内である。そんな風にして一通り鎌倉駅前を散策していて。

「──さ、それじゃそろそろ鎌倉は終わりにして江えノの島しまへ向かいましょうか。初夏の江ノ島が私たちを手ぐすね引いて待ってるんだからっ」

「ん、そうだな」

　その時だった。

　それまで普ふ通つうに歩いていた澄すみ花かの身体がふいにフラリとよろめいた。

　それは一見するとただふらついただけのようにも思えたが……

「──澄花！」

　一度似たような状じよう況きように遭そう遇ぐうしていたのが幸いだった。

　そのままグラリと身体を傾かたむかせた澄花へと駆かけ寄よる。

　危ないところだったけれど、何とか澄花が片足を地面に着いたところで抱だきとめることができた。

「大だい丈じよう夫ぶか！　ケガとかしてないか？」

「あ、う、うん、平気……」

「また貧ひん血けつか？　まさかとは思うけどまた昨日の夜も夜更かしとかを……」

「…………ぎくっ……」

　いやそこ、どうして無言で目を逸そらすかな……

　まったく、前回で懲こりたかと思ったのにさっぱりだな。まあそういうところがこのアクティブ系引きこもりっこらしいといえばそうなのであんまり深く追及する気もないんだけどさ。

　ともあれこのまま倒たおれたままじゃ周りにも迷めい惑わくなので。

「ほら、立てるか？　つかまって」

「あ、うん、ありがとう、だいじょうぶ──」

　行いく人との手を借りて立ち上がろうとして。

　だけど──それができなかった。

　ストン──

「……あ、あれ……」

　一人で起き上がろうとしても足に力が入らないようで再びその場にへたりこんでしまう。

　首をかたむけながら何度か同じように立ち上がろうとするものの、その度にふらついて行人の身体に力なくもたれかかってきて……

「お、おい……」

「へ、平気よ。こんなの寝ね不ぶ足そくからくるただの立ちくらみだから。ちょっと気合いを入れてキューピーコーワゴールドとオロナミンＣ（←常備薬）を飲めば治る……。そ、それより早く江ノ島に行きましょう。『聖地巡じゆん礼れい』を続けないと……」

　だけどそう言って歩き出そうとするそばからふらふらと道に倒れ込んでしまう。

　いや……これはもうムリだろ。

　どう見たってこれ以上『聖地巡礼』を続行できる状態じゃない。

「だ、だいじょうぶだってば……。こんなのよくあることだし、まだ江えノの島しまで江ノ島丼どんを食べて『えの！　しま！　どーん！』ってやったり、江ノ島丼を食べて『しまった……江ノ島丼とさざえの壺つぼ焼やきでさざえがダブってしまった……』ってやったりしてないんだから……っ」

「そ──そんなこと言ってる場合じゃないだろ！　とにかく美み奈な衣いさんに連れん絡らくして迎えに来てもらう。江ノ島に行くのは中止だ！」

「え──ちゅ、中止……？」

「ああ、そんなんじゃムリだって」

　自分の足で満足に立てないんじゃ、たとえリヤカーがあったとしても江ノ島を回ったりするのは難しいだろう。

　だから行いく人ととしてはそう提案したんだけど……

「……や……」

「え……？」

「……や、やだやだやだやだー、中止はやだーっ……！」

　手足をぱたぱたとさせて澄すみ花かはそんなことを言い始めた。

　いや、やだやだって、子供じゃないんだから……

「ほら、無茶言わないで言うこと聞けって」

「……やだやだやだやだやだやだっ！　中止はやだっ！　大事なことだから六回言った！　た、ただの寝ね不ぶ足そくだって言ってるじゃない……！　だ、だいじょうぶだって！　しゃー！」

　澄花は最後まで反対していたが。

　結局行人はその直後に美奈衣さんに連絡をして。

　連絡をしてすぐに美奈衣さんはドリフト音を盛大に響ひびかせたダンプとともに現れて。

　鎌かま倉くら江ノ島『聖地巡礼』は──終わったのだった。







　　　３




　美奈衣さんがダンプで向かったのは花はな屋や敷しき邸ていだった。

　法定速度ギリギリの車速に加え卓たく越えつしたドライビングテクニックが光りまくった結果、かかった時間は一時間弱ほど。

　花屋敷邸へ着くと、澄花はすぐに自室へと運ばれた。

　病院に行かなくて大だい丈じよう夫ぶなのかとも思ったが、そこまでの大事ではないらしい。

　すぐに戻もどってくるのでリビングで待っているように美奈衣さんに言われたため、澄花の様子が気にはなったもののソファに座っていると。

　トントントントン……

　規則正しい静かな足音を響ひびかせて。

　言葉通りすぐに美み奈な衣いさんが三階から降りてきた。

「美奈衣さん、澄すみ花かは……！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ～。ご心配をおかけいたしましたが、軽い過か労ろうと貧ひん血けつのようでした。簡単に処置をいたしまして、今は上で休んでおられます」

「そうですか……」

　それならひとまずはひと安心だ。

　急にあんな風になった時はビックリしたけれど、このよく分からない技能を持つ家政婦さんが大丈夫だっていうのならそうなんだろう。

　ただ……

「美奈衣さん、澄花はどこか身体の具合でも悪いんですか……？」

「え？」

「だって、あんな風にいきなり倒たおれるなんて……」

　前回の池いけ袋ぶくろの時もそうだった。

　あの時も今回も寝ね不ぶ足そくだったってことで最初はさして気にも留とめなかったけど、さすがに今回の倒れ方はそれだけじゃ説明が付かないような気がする。

　その疑問に。

「……それは……」

「……？」

　美奈衣さんが一いつ瞬しゆん何かを言いい淀よどむ。

　だけどすぐに思い直したかのように行いく人との顔を見て。

「……もともと、澄花さんはあまり身体が強くなかったんです」

「身体が……？」

「……はい。少なくともほんの数年前までは、澄花さんが倒れたりされることは珍めずらしくはありませんでした。入院されることも多く、家と病院を行き来することもしょっちゅうだったと聞いています。生まれつきのものとのことでしたが、成長して身体の基本的免めん疫えき力りよくが高くなるのを待つ以外にはどうしようもないと……」

「そうだったんですか……」

　それで納得がいった気がした。

　見た目的にはそんな風には見えなかったけど……もともと身体が丈夫じゃないっていうのならあんな風によく倒れるのにも合点がいく。

　心の中でうなずく行人に。

「そして……以前にこんな風にして倒れたのも、小学生の時に遠足で行かれた鎌かま倉くらでした」

「え……？」

　美み奈な衣いさんはそんなことを口にした。

「その時は初めて見る本物のお寺や史し跡せき、仏像に興奮されてはしゃぎすぎてしまったようで……。救急車まで出動する大おお騒さわぎになってしまいました」

「そんなことが……」

　小学生の時の遠足の話やそこで見た寺や神社に興奮したっていう話は澄すみ花か自身も言っていた。

　だけどその時にも倒たおれていたなんて話は初耳だ。

「今回もよほど楽しかったのでしょうね。澄花さんがああやって貧ひん血けつになるまではしゃがれる時は大たい抵てい楽しい時なのです。心から楽しんでいて、ついついご自分の身体のことを忘れてしまって……」

「……」

　その話を聞いて、もしかしたら──と思う。

　もしかしたら……澄花はやり直したかったんだろうか。

　小学生の頃ころに体調不良で倒れてしまった遠足。

『温おん故こ知ち新しん』をコンセプトに挙げていたのも昔を見つめ直すことによって今の状じよう況きようを考えようとして……とまでいうのは考えすぎだろうか。だけど今回の『聖地巡じゆん礼れい』にそんな苦いといっていい思い出のある鎌倉を選んだのには、意識的にせよ無意識的にせよ、少なからず意味はあったんだと思うんだよな……

「…………」

　と、そこで何かが繫つながったような気がした。

　それは確かな論理的根こん拠きよはない言ってみればただの勘かん。

　だけどその直感は間ま違ちがっているとは思えなくて……

「……美奈衣さん、もしかして……その遠足で倒れたのと、澄花が学校に行かなくなったことには何か関係があるんですか？」

「え……」

「ずっと気になってたんです。どうして澄花は部屋に引きこもることになったのか……あんな風に外の世界が怖こわくて、学校に行くのが怖くなったのか……。それが分かればもう少しは澄花に近づけるような気がして……」

「…………」

　それは根本的な疑問だった。

　見た目も華はなやかで頭も良く気き遣づかいもでき、ほとんど完かん璧ぺき超人な澄花。

　それがどうして学校に来なくなってしまい、そして今でも学校に行くことをそこまで拒きよ絶ぜつするのか。

　その根源となるものが、そこにあるような気がした。

「…………」

　美み奈な衣いさんはしばしの間沈ちん黙もくしていた。

　まるでこちらの覚かく悟ごを推し量るかのような静けさ。

　だけどやがて何かを決意するように大きく息を吐はき出だしたかと思うと顔を上げて。

「……そうですね、行いく人とさんにならお話ししてもいいのかもしれません」

「……」

　ゆっくりと、口を開き始めた。

「……さっきもお話ししたように、元々澄すみ花かさんは身体が弱く、学校も休みがちでした。それでもその頃ころは今のように行くのを拒きよ絶ぜつするということはなかったんです。楽しいことばかりではないようでしたが、がんばって通われていたようでした。体調があまり芳かんばしくない時には保健室登校もしていて……」

「……」

「色々と大変なこともあったようですけれど、そんな毎日が続いていました。登下校にはよく夏か奈なさんも付き添ってくれていたようですし……。だけど休みがちで病院か保健室にいる時間の方が圧あつ倒とう的てきに多い以上どうしても学校という世界との間に溝みぞはできる……。その溝が決定的になってしまったのが……その鎌かま倉くら遠足の時だったんです」

　そこで美奈衣さんは一度言葉を止めると。

　行人の目を正面から見て。
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「……澄すみ花かさんが倒たおれてしまったため、遠足はそのまま中止になってしまったんです」




「中止に……？」

「……はい。救急車を呼ぶほどの騒さわぎになってしまい行動予定も大おお幅はばに遅おくれてしまったので、これ以上は続行が困難だと。当然他のクラスメイトたちは困こん惑わくしました。楽しくなるはずだった遠足……それがお昼ご飯も食べずに突とつ然ぜん終了してしまったのですから。怒おこる者もあり文句を言う者もあり泣く者もあり……そして最終的にはその矛ほこ先さきは、その原因は何だったのかということに帰結いたしました」

「……」

「……もちろん、小学生ですからそこまでの悪意があったわけではないのでしょう。楽しみにしていた遠足が台無しにされてしまいその気持ちのやり場をどこにやればいいのか分からなかった……最初はその程度だったのだと思われます。ですがそれは段々とエスカレートしていって……それがどの程度のものだったのかということについても、私はその場にいたわけではないので全ては分かりません。だけどその日から澄花さんの保健室登校の回数が増えていき……そして、ついにはそれすらなくなりました」

　そういう……こと、か。

　澄花が学校に行かなくなった理由。

　ずっと謎なぞというか心に引っかかっていたけれど……ようやく判明した。

「……」

「……小さいことかと思われるかもしれません。些さ細さいなことかと思われるかもしれません。ですが小学生の女の子にとっては学校というのは家と二分するくらい生活に大きなウエイトを占める場所……。そこで孤こ立りつしてしまうというのはとても辛つらいことだったのですよ。それこそ学校が、外の世界が怖こわくなってしまうくらいには……」

「……いえ、分かります」

　成長して大人になるにつれてその比重は段々と下がっていくけど、行いく人とたち学生にとって学校というのはもう一つの世界だ。

　世界であり人生を形成する大きな要素。

　そこが辛い場所になってしまうというのは……どんな気分だろう。

　その時のトラウマが今も澄花の心の枷かせになってるってわけか……

　ようやく……澄花があそこまで学校に行きたがらない理由が、半ば拒きよ絶ぜつするような態度をとる理由が分かったような気がした。

「……」

　──にしても……と思う。

　そこまで大きな騒さわぎがあったなら、夏か奈なには少しくらいなら澄すみ花かが学校に行かなくなった原因について見当が付きそうなものじゃないのか？

　何度聞いてもさっぱり分からないって言ってたクセに……

　うーむ、さすがは細かいことは気にしない竹は竹でも孟もう宗そう竹ちくを手しゆ刀とうで叩たたき割わったようなアバウトな性格というか……

　その指し摘てきに。

「いえ、夏奈さんが気付かれなかったのは仕方がないと思われます。そこまで普ふ段だんから澄花さんのことを近くで見ることができたわけではないとのことなので……」

「あ、その、同じクラスでなかったっていうのは分かります。でも遠足でそんな大きな騒さわぎがあったなら、それが原因になってるかもしれないことくらいはさすがに予想がつくかと……」

　だけどその補ほ足そくにも。

「それをふまえてもなお、です。だって夏奈さんはその遠足に参加してらっしゃらなかったのですから……」

「??」

　何を言っているのかいまいちよく分からないんだけど……

「……ともあれ、以上が私が知っている全ての事情です。おそらくこのことをお話ししたのは、行いく人とさんが初めて……この七年間で、行人さんただ一人です」

「……」

　行人が初めて……

　その言葉の意味を……行人は心に刻まないといけない。

「……澄花には、もう会えますか？」

「はい。貧ひん血けつももう回復されている頃ころだと思います」

「そうですか」

　うなずき返してソファから立ち上がって三階へと向かおうとして。

「行人さん」

「はい？」

「……澄花さんを、よろしくお願いいたします」

　美み奈な衣いさんが深々と頭を下げながらそう言ってきた。

　その振ふる舞まいからは澄花のことを本当に心から大切に想うこの家政婦さんの気持ちが伝わってきて……

　だから。

　行人としてはこう答える以外に……ないだろ？

「──はい！」







　ノックを三回した後に返事があったのを確認して澄すみ花かの部屋へ入ると、澄花はベッドから身体を起こしてこっちを見ていた。

「もう起き上がっても大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「うん、平気。もともとちょっと寝ね不ぶ足そくだったのが原因だから」

「え、いや、でもだな……」

　単なる寝不足だけが原因じゃないわけだし……

　すると行いく人とのその表情から察したのか。

「……そっか、美み奈な衣いから聞いたんだ」

「ん、ああ」

「……そう」

　澄花はその小さな身体に合わない大きなため息を吐つくと。

「そっか、聞いちゃったのか……」

「え、まずかったか……？」

「……ううん、いい。他の人なら何があっても絶対にイヤだけど、他ならぬ行人だもん。自分の口からは言えなかったと思うけど、むしろ聞いてほしかったかもしれない。だから美奈衣には感謝かな」

「そ、そうか……」

　ならよかった……

　まああの家政婦さんが澄花の嫌いやがることを口にするとも思えないけど……

　とりあえず胸を撫なで下おろす行人に。

「まあ……でもそういうわけよ。それが私の……学校に行きたくない理由。もともと休むか保健室にいるかばっかりでクラスでも浮うきがちだったし、遠足での一件はほとんどトドメって感じ」

「……」

「もちろん自分の身体のことも考えずにはしゃぎすぎちゃったのが悪かったんだけど……やっぱり遠足が中止になっちゃったのはダメージ大きかったな。で、クラスの──ううん、もうほとんど学年の敵みたいになっちゃったの。それでも最初は気にしないようにしてたんだけど、その内なんか学校に行こうとしたらお腹とか頭とかが痛くなるようになっちゃって。そのまま行かなくなって……今に至るって感じかな」

「澄花……」

「あはは、くだらないと思うでしょ？　たかがちょっと孤こ立りつしたくらいで学校に、外に行けなくなっちゃいましたーなんて。自分でも分かってる。まったく、子供だったよね──」

「──そんなことない」

「え？」

「くだらないなんてことないだろ。学校で一人になるのは大変なことだ。辛つらくてしんどくて……」

「行いく人と……」

「だから……くだらないなんて自分で自分のことをそんな風に言うなよ。なんかやりきれなくなるっていうか……。そんなことがあったんなら澄すみ花かが学校に行きたくないと思うようになるのも……ある意味当たり前だ」

　もちろん行人には澄花がしたような経験はない。

　そんな風に学校を休みがちだったこともないし、それが原因でクラスで孤こ立りつしてしまったこともない。

　でもそれでも、少しでも澄花の気持ちに近づければ……と思ったんだよ。

　だけど──

「ありがとう……行人」

「澄花……」

「行人の気持ちは嬉うれしい。くだらなくないって言ってくれたのもすごく助けになった。でも……」

「？」

　そこでふっと遠くを見るような目になって。

　澄花は……寂さびしそうにこうつぶやいた。




「……でも、行人には……分からないよ……」




「え……？」

「……行人には……私の気持ちなんて分からないよ……。病院のベッドに横たわって一人窓の外の景色を見ている時の気持ち……旅行の雑誌や神社仏ぶつ閣かくのプラモデルを見て、ただそれに憧あこがれるだけの毎日を送るしかない気持ち……。学校に行ったって、一人なんだよ……？　遠足の件は確かに直接のきっかけだったけど、それまでだってほとんど同じようなものだった。久しぶりに体調がよくて登校できたって、友達なんていやしない……クラスメイトたちとも話題が合わなくて話なんてできない……。そしてその内に遠ざけられる……あの子はちょっと変わってるからって、あの子は空気が読めないからって……。……わ、私だって、普ふ通つうに学校生活を送りたい……クラスメイトたちと普ふ段だんの何気ないことをお喋しやべりしたりとか、いっしょにお昼ご飯を食べたりとか、登下校したりとかしたいよ……。だけどそれができないんだよ……どうしていいか分からないから……どうすればいいかってことを身をもって経験できなかったから……」

「す、澄すみ花か……」

「その内みんな、私を見て笑うようになった……私が話についていけないと、ひそひそと何かを言い合って含ふくみ笑わらいをするようになった……今でも……同じくらいの歳の女子たちが笑っているのを見ると、反射的に身体がすくんじゃうようになって……」

「……」

「……わ、分かってるんだよ……」

「え……？」

「……わ、私にだって、分かってる……変わらなきゃいけないってことくらいは分かってるよ……！　このままでいいはずがない……このままでいいなんて思ってない……！　でも……怖こわいんだよ！　学校に行くのが、怖いの！　また同じことになる……今まで七年間行ってなかった私が今さら学校に行ったって、何をどうしたらいいのか分からない！　暗あん黙もくのルールとか、空気とかが分からない！　話題にだって付いていけない！　小さな会話の機き微びとかが分からない！　また……一人にされるだけになる……！」

「澄花……」

「……そ、そんなのは、もういやなの……う……う、ううっ……」

　澄花は泣いていた。

　それまでの感情を全て吐はき出だすように……行人の目もはばからずに大声で嗚お咽えつを漏もらしていた。

　たぶん……ずっとだれかに言いたかったことなんだろう。言いたくて、言えなかったことなんだろう。

　部屋中に響ひびく、直接心に突つき刺ささってくるような慟どう哭こく。

　このどんな時にも最後は強がっていたツンデラックスガールがこんなに弱いところを見せるなんて……

　だけど行人にはそんな澄花に何もすることができなくて……

「……それでも……俺おれは澄花が学校に来ることを諦あきらめたくない。このまま退学なんてしてほしくないし、澄花といっしょに学校に通いたい。その気持ちだけは何があっても……変わらない」

「……」

「だから……俺はこう言うしかない。澄花、いっしょに学校に……行こう」

「…………」

　行人のその言葉に澄花は答えずにいた。

　ただ何かを諦めるかのように毛布の端はしをぎゅっと握にぎりしめるだけ。

　そして静かに首を振ふって、こうぽつりとつぶやいたのだった。

「……学校が、〝聖地〟だったらよかったのにね」

「え……？」

「……学校が〝聖地〟だったら……来る者を拒こばまずにだれでも歓迎してくれる優しい場所だったら、よかった。きっと私を拒むことなんてなくて、『〝聖地〟へようこそ』、って、温かく迎え入れてくれたのかもしれないね……」




　　　　　＊　　　＊　　　＊




「…………」

　ベッドに転がって真っ白な天井を見つめながら。

　行いく人とは今日一日のことを考えていた。

　考えているのはもちろん澄すみ花かのこと。

　一人にされるのはイヤだと泣いていた小さな女の子のこと……だ。

　澄花の苦しみは確かに行人には分からないかもしれない。

　生まれてこの方まともな病気一つしたことがなくて、妹からは「お兄ちゃんってまるで単たん細さい胞ぼう生物みたいに頑がん丈じようだよね～」なんて言われている行人に、学校を休みがちになったりそのことで周りと壁かべができてしまったりする辛つらさは分からない。

　そんな行人が澄花に学校に行こうと言うのは、残ざん酷こくなのかもしれない。

「……」

　だけど。

　それだけど。

　澄花のために……何かをしてやりたいと思う気持ちだけはいまだに胸の奥おくにくすぶっていた。

「……」

　──その考えは独善的なのかもしれないとも思う。

　そもそもうまくいくかも分からないし、うまくいったところでそれが果たしてどれほど澄花の助けになるかも分からない。

　だけど思い付いてしまったことがある。

　やってみたいと思ってしまったことがある。

　澄花が最後につぶやいた言葉。




『……学校が、〝聖地〟だったらよかったのにね』




　その全てを諦あきらめたようなだけどどこかで救いを求めているような声が頭の中に今でも残っていて……

　だから。

「やるだけは……やってやる！」

　そう心に決めて。

　行いく人とは一枚の名めい刺しを手に部屋を飛び出したのだった。







　　　４




　──二週間が経った。

　澄すみ花かと行人が鎌かま倉くら・江えノの島しまに『聖地巡じゆん礼れい』に行き、途と中ちゆうで強制的に終了することになってから十四日。

　あの日以来……行人が花はな屋や敷しき邸ていにその姿を見せることはなかった。

「……」

　鎌倉・江ノ島の〝聖地〟を象かたどったジオラマの脇わきに残された行人の姿をしたフィギュアを眺ながめながら、澄花は大きくため息を吐ついた。

　行人がいない。

　毎日のように訪ねてきてくれた〝友達〟がいない。

　ただそれだけで、普ふ段だんはそんなことを思ったことのない部屋がやたらと広く感じられた。

　だけど……それもしょうがないと思う。

『聖地巡礼』が中断されたあの日に澄花が行人に放った言葉。

　学校に行こうと言ってくれた行人に返した態度。

　それは言ってみれば……行人を拒きよ絶ぜつしたようなものだ。

　拒絶して、自分から壁かべを作って……

「…………」

　ふるふると頭を振ふる。

　だいじょうぶ。何も変わらない。これは元に戻もどっただけ。行人と知り合う前の元の状態に、一人でジオラマや『聖地巡礼』マニュアルを作って〝聖地〟に思いを馳はせていた時の状態に……

　ほんの三ヶ月前まではそれで十分だったはずだ。何も不足など感じることなく毎日を過ごしてきたはずだ。そんな生活を、澄花は七年間続けてきた。

　だからきっと大だい丈じよう夫ぶなはず……

　なのに──

「あ、あれ……」

　こんなに寂さびしいのは何でなんだろう。

　こんなに心に穴が開いてしまったような気持ちになるのはどうしてなんだろう。

　分からなかった。

　だけど胸の奥おくの痛みだけは確実にズキズキと鋭するどさを増していて……

「……や、やっぱり、さみしいよ……」

　思わず声が出てしまう。

　その声がもうだれにも届かないと知ってはいても、止められなかった。

「…………行いく人と……」

　コタツにぎゅっと顔を埋うめて二週間前までは毎日のように口にしていた名前を声に出す。

　──と、その時だった。

　コンコン。

　部屋のドアがノックされる音が聞こえたような気がした。

　続いて。

「澄すみ花か。入っていいか？」

「え……」

　こ、これって……

　聞こえてきたのはこの三ヶ月間ですっかり聞き慣れてしまった声。

　う、ううん、でももう行人が来るはずがない。

　あんなことを言ってしまった澄花のところに、やって来るはずがなくて……

「おーい、いるんだろ？」

「……」

「澄花ー？」

「……」

　だからこれもきっとそれを求める澄花の心が作り出している幻げん聴ちようか何かなんだろう。そうに違ちがいない──




「──澄花、いるんだろ！」




　バタン！

「あ……」

　そんな声とほとんど同時にドアが開かれて。

　一つの人ひと影かげがドアの向こうから文字通り転がるように飛び込んできた。

　少し目付きは悪いけどどこか見ているとほっと安心するその顔は澄花がこの二週間待ち望んでいた顔であって……




　　　　　☆　　　☆　　　☆




　行いく人とが部屋に入ると、中では澄すみ花かが幽ゆう霊れいでも見たみたいな顔をしていた。

　これまで見たことがないような呆ぼう然ぜんとした表情。

「あ、れ……？　澄花、さん……？」

「……」

　呼びかけるもなおも目をぱちぱちとするばかり。

　まさか二週間来なかっただけで忘れられたとか、そんなんじゃないですよね……？

　そこはかとなく不安になる行人に。

「い、行人、なの……？」

　澄花はようやく小さくそう声を発してきた。

　よかった、どうやら忘れられてたわけじゃなさそうだ。

「ん、ああ、そうだ。俺おれだ。あのな、澄花──」

　そのまま言葉を続けようとして。




「ば、ばかぁー!!」




「ぬ、ぬおうっ!?」

　いきなり怒ど鳴なられた。

　え、あれ、何で……？

「こ、この二週間何してたのよ……！　そ、そのとぼけた老ダックスフンドみたいな顔一つも見せないで……来ないだけならまだしも連れん絡らくも何もしないで……！　ど、どういうつもりなの……！」

「え、あ、いやスマン。ちょっとやることがあって忙いそがしくて……」

　え、ええと、どうしてこんなに怒おこられてるんだろうね……？

　それは確かに二週間もご無ぶ沙さ汰たをしていたのは悪かったと思うけど澄花の方からも何も連絡がなかったわけだし……

　目の前のツンデラックスガールの怒いかりっぷり（激おこぷんぷん丸レベル）に何と答えていいか分からなくなっていると。

「……も、もう来ないのかと思ったじゃない……」

「え？」

「……わ、私があんなこと言ったから、行人は愛想を尽つかして、もう〝友達〟じゃなくなっちゃったって……」

　コタツの毛布を握にぎりしめながら絞しぼり出だすようにそう口にする。

　そんなことを思ってたのか……

「あー、わ、悪い、そんなつもりは全然なかったんだけど……」

「……」

「で、でもゴメンな……その、連れん絡らくもしなくて……」

「…………」

　行いく人との言葉に澄すみ花かは黙だまったまま怒おこったように上うわ目め遣づかいをしていた。

　だけどやがて大きく息を吐はき出だした後に腕うでを組んで。

「……そ、それで、この二週間何をしてたのよ？　この澄花ちゃんを放っておくくらいだから、何かよっぽどな理由があったんでしょうね……？」

「ああ、ええと……まずはこれを見てもらえるか？」

「ＢＤ……？　何の……？」

「ん、それは見てからのお楽しみってことで」

「??」

　首をかたむける澄花を促うながして、ＢＤプレイヤーを起動してもらう。

　プレイヤーがウィィィンと静かな音とともに動き出して、それと同時に部屋奥おくにあるテレビのスイッチがリンク機能で連動してオンになった。

　そして──

「これ……『ノクターン女学院ラクロス部Ｚ』のブルーレイ……？」

「ああ、そうだ」

「何でこんなものを今……え、あれ、これって……」

　と、訝いぶかしげに画面に目を遣やっていた澄花の表情が変わる。

　驚おどろいたように行人の顔を見ると。

「え、これ……まだ見たことのない話数……？　来週放送される予定の第二十八話……？」

「ん、そうだな」

「え、な、何で行人がこんなすごいものを持ってるの……？　普ふ通つう手に入るものじゃないのに……ま、まさか盗ぬすんできたとかじゃないわよね……？」

「違ちがうって……」

　まあちょっとした裏ルートから手に入れてきたものなんだけど。

　だけど……本当に見せたいのはそこじゃない。

　このブルーレイディスクをここへ持ってきた理由はその先にある。

　画面の中で物語は進んでいき、前半Ａパートが終わり後半Ｂパートになった。

　行人にはよく分からないが、主人公である春は琉る奈な様とやらたちが進級して新しい校舎に移るシーン。

　そこに新校舎としてあったのは……

「……!?　え、こ、これって、まさか……！」

　と、そこで澄すみ花かが驚おどろいたように声を上げた。

　猫ねこは実は猫ねこ避よけのペットボトルを怖こわがらないという衝しよう撃げきの真実を知った時みたいな声。

　どうやら……気付いたみたいだな。

「……う、ウソでしょ……ど、どうしてこんなこと……」

　目をぱちぱちさせながら行いく人との顔を見てくる。

　そんな澄花に、行人はうなずき返しながら答えた。




「──ああ、そうだ。そこにあるのは……私立桐葉学園高校だ」




「と、桐とう葉よう学園って……」

「ん、俺たちの通う学校だな」

「え、え……？　ど、どういうこと、なの……？　も、もう全然分からない……」

　真っ昼間から荒こう唐とう無む稽けいな夢でも見たみたいな表情になる澄花に。

　行人は現状を説明し始めた。

「や、どういうことも何も、画面にある通りだ。ほら澄花、前に言ってたろ。学校が〝聖地〟ならよかったのにって。だから……それを実現させてみた」

「あ、な……」

「前に池いけ袋ぶくろに『聖地巡じゆん礼れい』に行った時にアニメの監かん督とくに会っただろ。その人にちょっと頼たのみ込こんで、な」

「あ、アニメ監督って、名な和わ監督のこと……？　た、頼み込んでって……そ、そんなこと、ただ頼んだって実現するはずないじゃない……！　頼んで実現するなら今いま頃ごろそこかしこが〝聖地〟だらけだよ……！」

　何を言ってるんだって口調で目をシロクロさせる。

　──もちろんそれを実現させるための道のりはとんでもなく困難だった。

　困難でこの上なくハードルの高い過程。

　だけどその困難を打破するために、できることは何でもやった。

　まずはあの時の名めい刺しを手がかりに……監督に電話をした。

　電話をして会う約束を取り付けた後、実際に会って本題に入った。

　すなわち……これから監督が制作するアニメの中で、何とか行人たちの通う桐葉学園高校を使ってもらえないかと。

　もちろん最初は苦い顔をされた。

　それはそうだろう。突とつ然ぜんやって来た一回会っただけのよく分からない高校生が突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出したときた。普ふ通つうは訝いぶかしんで拒きよ否ひするに決まっている。

　だから行いく人ととしては持久戦覚かく悟ごで往おう年ねんの名めい横よこ綱づなのごとき粘ねばり腰ごしを見せた。

　だって元々がこの上なくムリな願いだからさ。何度も何度も頼たのみ込こんで……とにかく一いつ生しよう懸けん命めいな気持ちを見せるくらいしか思い付かなかったんだよ。

　その甲か斐いあってか……三日後には何とかまともに話を聞いてもらえた。

　澄すみ花かのことはプライバシーに関わるため言えなかったが、それでもこちらにただならぬ事情があることは察してくれたみたいだった。

　最終的に学校側の許可をこっちで取るという条件で、アニメの舞ぶ台たい──それも澄花がお気に入りな『ノクターン女学院ラクロス部Ｚ』に──桐とう葉よう学園を素材として使うことを了りよう承しようしてくれた。

『いやー、そこまで真しん剣けんな顔で頼まれちゃ断れないよね。それにあの時のフィギュア、壊こわれる前よりも良い出来になったんだよねー』

　との監かん督とくの弁だった。

　とはいえ何とか桐葉学園の〝聖地〟化の約束が決まった後も、色々と大変だった。

　何といっても無茶な頼みを聞いてもらうわけである。せめてもの感謝の気持ちとして作業の手伝いをさせてもらったし、他にも色々と手伝わせてもらいもした。制作の助けになるための学校に関する資料をかき集めてきて分かりやすいようにまとめたりもした。

　いざ現地をロケハンするにあたっては、当日の学校の案内、機材の持ち運びの手伝いからその他雑用までできることは何でもやった。

　正直それらは目が回るような忙いそがしさで……この二週間、花はな屋や敷しき邸ていを訪れるヒマもなかった上に、家に帰ってきては倒たおれるように寝ねる体育会系の野球部員みたいな生活が続いていたため（妹には「お兄ちゃん、おひげが生えてるよ……？　でもそんなお兄ちゃんも渋しぶくて萌もえ！」なんていうよく分からないことを言われた）、澄花に連れん絡らくもできなかったんだよ。

　だけど──おかげでやりたかったことを実現できた。

　学校が〝聖地〟だったらという澄花の言葉を、現実のものとすることができた。

　これが果たして澄花にとって何かのプラスになるかは分からない。

　だけどこれが……今澄花のために行人にできることの全てだった。

「…………」

　目の前に映る〝聖地〟に、澄花は最初は無言だった。

　言葉を発さずにただ黙だまって食い入るように画面に見入っていた。

　だがやがてその小さな身体を震ふるわせたかと思うと。

「……ふふっ……」

「澄花……？」

「……ふふっ、うふふ……あ、あははははははは……」

　突とつ然ぜん火が付いたかのように笑い出した。

　ど、どうしたんだ、壊こわれた……？

「……ほ、ほんとにバカなんだから……し、信じられない……い、いくら私が学校が〝聖地〟だったらいいって言ったからって、まさか本当に学校を〝聖地〟にしちゃうなんて……」

「い、いやでもこれはだな……」

「…………ほ、ほんとにバカ……お、大バカだよ……あんなひと言を真に受けて、まさかここまでやっちゃうなんて……し、信じられないよ……あ、あはははは……」

　む、むう、そこまで笑わなくてもいいだろ……と一いつ瞬しゆん思ったものの、お腹を抱かかえている澄すみ花かの目に光るものが浮うかんでいるのを見付けてその気持ちも違ちがうものになる。

　頰ほおを伝つたう大おお粒つぶの涙なみだ。

　でもそれは二週間前に自らの過去を語りながら流していたものとはまるで違うもので……

「……う、うふふ、あはははははは……ふ、不思議だね……悲しい時だけじゃなくて……う、嬉うれしかったり、感極まったりしても、涙って出るんだね……は、初めて知ったよ……」

「澄花……」

「……お、おかしいな……こ、こんなに嬉しいんだから、わ、笑ってだけいたいのに、と、とまらなくて……ぐ、ぐしゅっ……」

　澄花はひとしきり泣き笑い続けた。

　涙と笑いとで顔がちょっと大変なことにもなっていたけど、その間も片時も〝聖地〟が映るテレビ画面から目を離はなそうとしなかった。

　そして三十分の放送が終わり。

　澄花はゆっくりと行いく人との方を向くと。

「……ねえ、行人……」

「ん？」

「──次の『聖地巡じゆん礼れい』の日程が、決まったから」

「え……？」




「次の『聖地巡礼』は明日……場所は『ノクターン女学院ラクロス部Ｚ』の〝聖地〟である私立桐とう葉よう学園高校……おっけー？」




「あ……」

　そ、それって……

　真意を確認するように澄花の顔を見る。

　澄花はまだ少し照れくさそうな顔をしていたけれど……確かな決意のこもった動きでこくりとうなずき返してくれた。お、おお……！

「……」

　その反応に行いく人とはグッと両手を握にぎりしめて。

　当然のごとく……こう答えたのだった。

「ああ、もちろん！」







　　　５




　──その日はまるで絵に描かいたような快晴だった。

　ツンデラックスガールの新たな門出を祝うかのように雲一つなく晴はれ渡わたった空。

　そんな夏の匂においを感じさせるような朝……行人は花はな屋や敷しき邸ていの前にいた。

「……ど、どうかな……？　お、おかしくない……？」

　玄げん関かんのところで澄すみ花かが恥はずかしそうにそう口にする。

「こ、これ着るの……初めてだから、その、着こなしとか、ヘンじゃないかな……」

「ああ、全然大だい丈じよう夫ぶだ。似合ってる」

「そ、そう……」

　もじもじとスカートの裾すそを握にぎりしめながら、制服姿の澄花が遠えん慮りよがちにそうこっちを見上げてきた。

　実際問題──制服は澄花によく似合っていた。

　真っ白な夏服のシャツとひらひらとしたプリーツスカート。

　その上に重ね着されたサマーカーディガン。

　これまで私服姿しか見たことがなかったからそれはこの上なく新しん鮮せんというか瑞みず々みずしい雰ふん囲い気きで、何だか今までよりも少しだけ大人びて見えるような感じがして少しばかり胸がドクドクッ！　と痙けい攣れんして……

「……ちょっと、なんか目がエロいわよ……」

「！」

「……何だか私の制服姿という瑞々しい青い果実を視線で嬲なぶっているみたいな目だわ……」

「そ、そんなことないって！」

　相変わらず野生の動物みたいな勘かんをしてるな……

　ヘンなところで発達した第六感におののく行人に。

「は～い、お二人とも仲がよいのはけっこうですが、そろそろお出にならないといけない時間ですよ～？」

　と、美み奈な衣いさんがぱたぱたと玄関から出て来た。

　おお、もうそんな時間か。

　ちなみに学校まではこれまでの〝聖地〟と同じようにリヤカーで送迎することになっていた。

　何度か『聖地巡じゆん礼れい』をしたとはいえまだまだ外には慣れていない引きこもりっこだ。

　花はな屋や敷しき邸ていから学校まではそこそこ距きよ離りもあるし、送り迎えはリヤカーでしようということになったんだよ。

　澄すみ花かを促うながしながら電動自転車にバッテリーを装着して。

「──じゃあ、行ってきます！」

「はい、いってらっしゃいませ～♪」

　軽やかな美み奈な衣いさんの声を背中に受けて。

　行いく人とはリヤカーを引いて走り出した。

「…………」

　途と中ちゆう澄花は静かだった。

　いつもは何がなくとも向こうから話しかけてくるのにそれがなく無言で……

　むう、やっぱり久しぶり（七年ぶり）の学校ってことで緊きん張ちようしてるんだろうな……。いくら学校が〝聖地〟になったと言っても根底に学校が怖こわいっていう意識があることは変わらないと思うし……ここはそういった澄花のリリカルな心情にも気を遣つかわんと。

　そう思い行人はゴホンと咳せき払ばらいをして。

「──な、なあ澄花、もし他の生徒の目が気になるようだったら裏門から入るか……？」

「……」

「それか許可も取ってあるから職員用の入り口からって手もあるが……澄花？」

　あまりに返事がないのでテントの中を覗のぞいてみると。

「……え？　あ、ごめん、今ちょっと『天下統一クロニクル』で合戦をやってたから、よく聞いてなかった。何？」

「ゲームをやってたんかい！」

　意外にいい根性してますね！

　まったく……なんか色々考えてたこっちがバカみたいだよ。

　そうこうしている内に学校へと辿たどり着ついた。

　電動自転車から降りて、リヤカーをあらかじめ申しん請せいしておいた駐ちゆう輪りん場じようの脇わきに停とめる。

「──さ、着いたぞ」

「……」

「駐輪場から校舎までは意外に距離があって戻もどってくるのは大変だから忘れ物のないようにな……。澄花……？」

「…………」

　リヤカーの中を見てみると、澄花は黙だまったままうつむいていた。

　コタツに入ったまま、きゅっと毛布の端はしを握にぎりしめて下を向いてしまっている。その表情からは隠かくしきれない不安の色が見て取れて……

　──だよな。

　何といっても七年ぶりに行く学校だ。いくら口では何でもないように言っていたって、心細く感じていないはずがない。さっきまで平気に見せていたのはこのツンデラックスガールのせめてもの強がりで……

　だから行いく人とはそんな澄すみ花かの頭をぽんぽんと叩たたいて。

「──大だい丈じよう夫ぶだ」

「え……？」

「月並みな言葉だけど……きっとうまくいく。あんまり自覚はないみたいだけど、澄花はかわいいし、頭もいいし、周りにも気を遣つかえる。絶対大丈夫だ」

「え、か、かわいい……？」

　真っ先に反応したのがそこってのはどうだろうという突つっ込こみはともかく。

「ああ、それはだれもが認めるところだと思うぞ」

　何度も言うけど……澄花の外見はかなりハイレベルだと思うんだよ。

　偏へん差さ値ちにしてみたら七十以上は確実で道を歩けば十人中十人が振ふり返かえるレベル。

　実際さっきから通り過ぎる生徒たち（主に男子）がちらちらと澄花のことを見ているのが分かるからな。あれは明らかに澄花がかわいいから気になってチラ見してるってのは丸わかりだ。

　するとその言葉に澄花は。

「……か、かわいい……わ、私が……？　……あ、て、てことはさ、その、か、かわいいって……い、行人も、そう思ってるって、こと……？」

「え？　ああ、それはそうだ。もちろんそう思ってる」

「そ、そっか……」

　なぜかその言葉に顔を赤くする澄花。むう、どうしたんだろうね……？

　ともあれ納得してくれたようで。

「──わ、分かった。そ、それなら……行く」

「ああ、行こう」

　リヤカーから降りてきた澄花を促うながして。

　校舎のある正門方向へと向かおうとして。

「──あ、で、でもさ、行人……」

「ん？」

「……そ、その、きょ、教室に行くまで……て、手をつないでてくれる……？　こ、こうしてると何だか、いつもの『聖地巡じゆん礼れい』みたいで落ち着く気がするから……」

　そう言っておずおずと遠えん慮りよがちに手を差し出してくる。

「ああ、そんなのおやすいご用だ」

　断る理由なんてイワサキクサゼミ（日本最小のセミ）の触しよつ角かくほどもない。

　差し出された澄すみ花かの手をぎゅっと握にぎり返かえして。

　行いく人とたちは二人並んで校舎へと向けて歩き出す。

　その途と中ちゆうでふとあることを思い出した。

「──そうだ、そういえばここも〝聖地〟なんだよな」

「？　それはそうでしょ、だって行人がそうしてくれたんだから……」

「ああ、そうだった。だったら……あれをやっておかないでいいのか？」

「あれって……あ」

「そう、あれだ」

　行人の言葉に何かに気付いたように澄花は大きくうなずいた、

　そして今までにないくらいに満面の笑みを浮うかべた顔で。

　新しく〝聖地〟となった桐とう葉よう学園の校舎に向けて、お馴な染じみのフレーズを……大声で叫さけんだのだった。




「『聖地巡礼』[image: …][image: …]キター!!」
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　──七月のある日曜日。

　行いく人とは……江えノの島しまにいた。

「……」

　辺りは休日だけあって多くの観光客や地元の人たちの姿で賑にぎわっている。

　親子連れからカップル、老夫婦まで多種多様で、道路の脇わきの魚ぎよ介かい類るいのお店からは魚や貝などを焼きながら呼び込みをする威い勢せいのいい声が響ひびいている。

　まさに絵に描かいたような観光地の光景。

　さてどうして行人がその真っ直中にいるのかと言うと──

「──ほら行人、江ノ島だよ江ノ島！　えーのーしーまー♪」

「おお、そうだな」

「んー、やっと来られたー！　前回は涙なみだの途と中ちゆう終了になっちゃった代わりに、今回はもう江ノ島の隅すみから隅まで満まん喫きつするんだからっ」

　──そういうわけだった。

　前回は澄すみ花かの体調不良のため半ばで中ちゆう断だんを余よ儀ぎなくされた江ノ島『聖地巡じゆん礼れい』。

　それを澄花の希望でやり直しているのである。

「そういうわけだから今日ははりきって行くんだから。行人もそのつもりでね。ちなみに今日の予定はおっけーだよね？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ。さっき受け取ったから」

　手元のスマホにあるのは新しく受け取った今日のスケジュールファイル。

　基本的には前回の後半部分と同じだが、今日は江ノ島だけに一日かけられるため少しばかり変更されていた。




ＳＴＡＲＴ：江えノの電でん江ノ島駅

　↓

　↓　徒歩十分

　↓

①【七しち里りヶが浜はま】：時間の目安三十分

　↓

　↓　徒歩十分

　↓

②【江ノ島入り口付近】：時間の目安一時間

　↓

　↓　江ノ島内徒歩三十分

　↓

③【魚うお見み亭てい】：時間の目安三十分

　↓

　↓　徒歩十分

　↓

④【江えノの島しま岩いわ屋や・稚ち児ごヶが淵ふち】：時間の目安四十分

　↓

　↓　徒歩十五分

　↓

⑤【龍りゆう恋れんの鐘かね】：時間の目安一時間

　↓

　↓　徒歩十五分

　↓

⑥【江ノ島サムエルコッキング苑えん】：時間の目安一時間

　↓

　↓　徒歩四十分

　↓

ＧＯＡＬ：ＪＲ片かた瀬せ江ノ島駅
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　以上のような感じである。

　ちなみに『ビブリア古書堂の事件手て帖ちよう』二巻の扉とびら絵えになっているという【七しち里りヶが浜はま】はすでに回ってきていたため、現在はチャート②である【江ノ島入り口付近】にやって来ているわけなんだけど……

「わー、すごいすごい！　どこを見てもアニメで見た景色ばっかり！　さっきの江ノ島弁べん天てん橋ばしは『つり球たま』でも『TARIタリ TARIタリ』でも使われた場所だし、そこの仲なか見み世せ通どおりの干ひ物もの屋やさんは『つり球』の夏なつ樹きの家のモデルだっていうし……わー、うわー……！」

　澄すみ花かは大はしゃぎだった。

　リヤカーから降りて行いく人との隣となりで首を仔こキリンみたいにくるんくるんと動かしながら辺りの〝聖地〟にぴょんぴょんと飛とび跳はねて喜んでいる。

　うーん、楽しむのはいいけどまた張り切りすぎて倒たおれたりしないといいんだけどな。今日はけっこう暑いし……

　そうやんわりと言ってみると。

「あ、だいじょうぶだよ。今回はさすがに今日に備えて昨日はちゃんと寝ねてきたから。この間の二にの舞まいにはしないって」

「でもだな……」

　もともと身体が弱いっていうんなら、たとえ睡すい眠みん不足でなくて基本的にはセーブ気味にするに越したことはないというか……

　その行いく人との懸け念ねんに。

「……え？　今は私、別に身体弱くなんてないけど？」

「え？」

　さらさらの髪かみをかき上げながらさらりと澄すみ花かはそんな驚おどろきの言葉を口にした。

「だって私が身体が弱かったのは昔だけで、今は成長して基き礎そ免めん疫えきが上がってくれたみたいで別に普ふ通つうだよ？　美み奈な衣いもそう言ってなかった？」

「……」

　……そう言われてみれば……

　確かに美奈衣さんは昔澄花の身体が弱かったとは言ったが、今も弱いとは言っていなかった気がする。や、で、でもだな……

「だ、だけど実際この前は倒たおれたよな？　それだけじゃなくて池いけ袋ぶくろでも具合が悪そうに……」

「んー、だからそれは寝ね不ぶ足そくが原因だって。前の池袋の時もそうだし、鎌かま倉くらの時なんて前の日にピグライフとピグアイランドとピグワールドの期間限定イベントのリミットが被かぶっちゃったせいで三十分くらいしか寝てなくてしかも朝食も食べてなかったんだもん。貧ひん血けつの上に低てい血けつ糖とうっぽくなっちゃったから、立ち上がれなくなっちゃって……」

「…………」

　じゃ、じゃあ……本当に寝不足だけが原因……

　根本的な虚きよ弱じやく性せいじゃなくて、このアクティブ系引きこもりっこの夜更かしに一○○パーセント起因していたわけであって……

　一気に脱だつ力りよくした気分になる行人に。

「──んー、何でそんなトリミングで毛を刈かられすぎてチワワみたいになっちゃったプードルみたいになってるのかよく分からないんだけど、さっさと次に行くわよ。今日は絶好調だし、〝聖地〟が私を呼んでいるから♪」

「……そうですね……」

　いやまあ今は健やかに成長して健康体だっていうのならそれはいいことなんだけど。

　なんかそこはかとなく釈しやく然ぜんとしない心地だ……







【魚うお見み亭てい】

　そんな感じに衝しよう撃げきの事実を聞きつつ、【江えノの島しま入り口付近】からさらに江ノ島の奥おくの方へと向かった。

　この辺りはもうどこもかしこも〝聖地〟であるらしかったが、その中でもどうしてもまず行っておきたい場所があるとのことであり。

　リヤカーから降りて階段やら坂やらエスカーやらをいくつか昇のぼった先。

　そこにあったのは──

「ふっふっふ……やっと会えたわね、江えノの島しま丼どん」

「……」

　赤い漆うるしの器に入れられた丼どんぶりだった。

「江ノ島と言えば『とびっちょ』とかの生しらす丼も絶品なんだけど、やっぱりまずは江ノ島の名を冠かんしたこれを押おさえておかないとね。『つり球たま』と『孤こ独どくのグルメ』の〝聖地〟でもあるわけだし。えの、しま、どーん♪」

　行いく人とたちがやって来たのは、『魚うお見み亭てい』という店だった。

　江ノ島神社へと続く参道の奥おくにあるそれは〝聖地〟にして、『江ノ島丼』で有名な場所らしい。

　ちなみに『江ノ島丼』というのは親子丼の鶏とりの代わりにサザエの切り身を使った丼で、ふわとろな卵とコリコリとしたサザエのコラボレーションが絶品だという一品である。

「お、美味い……」

「でしょでしょ？　ふふー、一度食べてみたかったのよね、これ。あ、そうだ、サザエの壺つぼ焼やきも頼たのまないと♪」

「え、これにもサザエが入ってるのに、壺焼きまで頼むのか？　それだと──」

「『さざえがダブってしまった』でしょ？　ふふ、それが言いたかったのよ。『孤独のグルメ』の〝舞ぶ台たい再現〟♪　そのためだけに頼んだんだからっ」

「……」

　そういうもんなのか……

　ちなみにダブってしまったサザエは後でスタッフ（行人）が美味しくいただきました。







【江ノ島岩いわ屋や・稚ち児ごヶが淵ふち】

「ここは江ノ島のほぼ裏側の方。高台を越えた向こう側ね」

「おお、すごいな……」

　辺りを見回すといかにも海というか、波なみ飛沫しぶきが飛び散る岩場である。うっかりすると波を被ってしまいそうだ。

「この辺りの磯いそは『つり球』では釣つり場ばの一つとして出て来てる〝聖地〟なの。釣り人たちの間でも実際に有名な釣り場みたい。──というわけで、さ、ここに来たからにはやっぱり〝舞台再現〟で釣りをやっていかないと」

「お……」

　そう言ってどこからか釣つり竿ざおを取り出す。

　いつの間にそんなものを用意してたんだというか、それ以前にこの見るからにインドア派な引きこもりっこにできるのかな……と思って見ていたら案の定。

「きゃ、きゃー！　な、何これ、何で……」

　釣り竿を振ふろうとして釣り針を自分のスカートに引っかけて釣り上げてしまうという定番のドジをやっていた。それもいつも通りのヒラヒラな短いスカートだったため少しばかりきわどいことになってしまっていて……

「ちょ、ちょっと行いく人と、見てないで取ってよ！　後ろを引っかけちゃったみたいで自分じゃ取れないの……！」

「あ、お、おう！」

　慌あわててフォローすべく駆かけ寄よる。

　その際にスカートの隙すき間まからチラリと覗のぞいた波間を漂ただよう白波と同じ色のものなんて……み、見てないよ？







【龍りゆう恋れんの鐘かね】

「うお、何だこれ……」

　辿たどり着つくなり目の前にあったのは緑色の柱に囲まれた金色の鐘とフェンスのようなところにかけられた大量の南なん京きん錠じようだった。

　ほとんど隙間すらなくビッシリと敷しき詰つめられていて、まるで木の実か何かのように大量にぶら下がっている。いやいったいこれいくつあるんだ……？

「ここは【龍恋の鐘】ね。何でも二人でいっしょに鐘を鳴らして前の金かな網あみに名前を書いた錠じよう前まえを取り付けると永遠に別れることはないって言われてるらしいわ。〝聖地〟としては『うた∽かた』でも出てくるところね」

「そうなのか……」

　いわゆるよくある縁えん結むすびスポットってやつか。

「……ま、まあ、その、私は縁結びとかそういうものにはさして興味はないんだけど、〝友達〟として行人といっしょに結んであげてもいいかなって思って……。ほ、ほら、縁っていったって色々あるんだし……（ちらっちらっ）」

「ん、ああ、そうだな。じゃあ友達としてやっていくか」

「……」

「？　どうした？」

「……な、何でもないわよ。そうね、〝友達〟としてやっていきましょう！」

「……？」

　何でちょっとばっかり怒おこった感じなんですかね？

　意味が分からないものの近くで売っていた南なん京きん錠じようを買って。

　まだどこか不満顔の澄すみ花かと二人で〝友達〟として鍵かぎをかけようとして。




「──お二人は恋人同士ですかな？」




「え？」

　と──ふと隣となりから声をかけられた。

　見てみるとそこには、なんかアロハシャツを着てサングラスをかけたフォンキーそうな爺じいちゃんと、柔にゆう和わな表情をした婆ばあちゃんがにこやかにこっちに向けて笑いかけていた。

「いや突とつ然ぜんスマンのう。仲がよいようなのでそうかと思ってな。ワシたちもらぶらぶなカップルで、十七年前にここができた時にたまたまいっしょに南京錠をかけたことがきっかけで結婚したんじゃよ。……まあ、ワシは五回目の結婚じゃったが」

「それ以来毎年この時期には必ずここに来て、新しい南京錠をかけ直しているんですよ」

「へえ……」

　それは（色んな意味で）すごいな。

　特にこっちの爺ちゃんは見た目通りのファンキーな経歴というか……

「だからお二人さんも手に手を取って鍵をかけるといいことがあるかもしれんよ。ほれ、よかったワシたちの横が空いているからいっしょにどうじゃ？　ワシらの幸せにあやかれるかもしれんぞ？」

「は、はあ……」

　結婚五回にあやかるのが果たして幸せかどうかという根本的な突つっ込こみはさておき、そもそも別に恋人同士とかそういうんじゃないんですが……

　完全に恋人同士だと思い込んでいる爺ちゃん（目がキラキラとしている。いやサングラスがあるからよく分からないけど）に何と言っていいか分からなくなる行いく人とに。

（──ほ、ほら、ここは話を合わせてあげましょうよ。期待されてるんだし）

（や、でもだな……）

（い、いいじゃない、別に。何が減るものでもなし。何ていうかこれは敬老行こう為いっていうか、〝聖地〟での〝舞ぶ台たい再現の〟一いつ環かんっていうか……わ、私はどっちでもいいんだけど、そうしないとこのおじいちゃんも納得しなさそうだし……）

（……分かったよ……）

　まあ確かに別にそこまで拒きよ否ひする理由はないわけだし。

　そう心の中でうなずいて。

　二人で〝恋人〟の体ていで南京錠をかけようとする。

　と。

「──ほれほれ、もっと寄り添い合ったらどうじゃ？　若いんじゃから人前だからって遠えん慮りよすることなんてないんだぞ」

　ドン。

　爺じいちゃんが背中を押おしてきて。

「お……」

「あっ……」

　フッ……

　その反動でお互たがいの身体がゼロ距きよ離りまで近づいた。

　頰ほおと頰とが一いつ瞬しゆんだけかすめて、その直後に行いく人との胸に澄すみ花かが身体を埋うめるようなカタチになる。

　胸の中からちょっとだけ潤うるんだ目でこっちを見上げてくる澄花。

　柔やわらかで温かな感かん触しよくが行人の身体に重なって同時に花のようなシャンプーのような甘いいい匂においがふんわりと漂ただよってきて──

「あ、わ、悪い！」

「え、あ、う、ううん！　だ、だいじょうぶよ……！」

　慌あわてて磁じ石しやくの同極のようにお互い身体を離はなして。

　二人とも真っ赤になる。

　そんな行人たちを見て爺ちゃんは。

「──うむうむ、ええのう、青春じゃのう。それでこそこの場所にふさわしい。ここは恋人たちの〝聖地〟でもあるわけなんじゃから」

　そう言って満足そうにうなずいていたのだった。

　く、くう、自分が原因なのに勝手なことを言って……







【江えノの島しまサムエルコッキング苑えん】

「……」

「……」

【龍りゆう恋れんの鐘かね】で思いも寄らぬハプニングがあった南なん京きん錠じようイベントを終えて。

　行人たちはチャートにして⑥にあたる【江ノ島サムエルコッキング苑】へと向かっていた。

　南京錠の森から歩いて十分ほどのところにある今日最後の目的地であるわけなんだけど……

「……」

「……」

　何だかさっきからちょっとばかりおかしな空気だった。

　どこかお互たがいに気き恥はずかしいというか目が合うと逸そらし合ってしまう雰ふん囲い気きというか……そんな感じなんだよ。

　や、原因は分かってる。分かりすぎるほど分かっている。

　突とつ然ぜんのゼロ距きよ離り接せつ触しよくで狼ろう狽ばいして真っ赤になった挙げ句に、その後もさんざん爺じいちゃんにカップルだのデートだの言われてからかわれたおかげで、何だかやけに意識するようになってしまったんだよ。

　カップルで、デート。

　いやまああんなところで男女二人で来ていれば、その、そういう関係と間ま違ちがわれるのは仕方ないというかある意味当然なわけだけど、それも踏ふまえても傍はたから見ればそういう風に見えてもおかしくはないという事実に色々と意識するところがあるわけであって……

「……」

　チラリと隣となりの澄すみ花かに目を遣やる。

　澄花も同じような心地なのか顔を少しだけ赤くしてうつむき加減になっていた。

　その横顔は何だか今まであまり意識することのなかった、何ていうか〝女子〟の顔で、何だかさっきのゼロ距離接触とも相まって少しばかり胸がドクリドクリと春の芽吹きのように（今は夏だけど）うごめき始めてきていて……

「…………」

　あー、何を考えてるんだ！　澄花は友達で、同級生で、夏か奈なの友達だ。な、何というかそういうスイートでハニー的な間あいだ柄がらじゃないんであって……

　グダグダになった内心を誤ご魔ま化かすかのように行いく人とはヘッドバンキングをして。

「あ、あー、そういえば学校はどんな感じなんだ？　もう慣れたか？」

「……え？　あ、う、うん、そうね、まだちょっと分からないかな。三日しか行ってないし……」

「そ、そうか……」

「う、うん……」

「……」

「……」

「……」

　会話終了。

　う、うーん、どうしたらいいんだろう……

　有効な打開策は見出せないままそのまま【サムエルコッキング苑えん】へと入場して。

　何となく苑内を歩いた後に、その中の展望台である『シーキャンドル』へと足を踏ふみ入いれる。

　時間はもう夕方になっていて、三百六十度開放されている展望スペースはオレンジ色に染まりつつあった。

　辺りに黄昏たそがれの帳とばりが降りたようなそのたたずまいは神秘的であり幻想的であって……

「わ、わあ……」

「すごいな……」

　しばし二人してその光景に言葉を失う。

　視線の先では今まさに太陽が水平線の向こうに沈しずむところであり、一日の内で最もキレイな時間帯の一つだった。

　二人並んでいつしかさっきまでの微び妙みような空気も忘れてその風景に目を奪うばわれていて──

「──それにしても……不思議ね」

「？」

　と、澄すみ花かがぽつりとそうつぶやいた。

「ほんの何ヶ月か前までは七年間外に出られなかった私が……こうしてこの江えノの島しまの展望台で夕陽を見てるなんて。マジックアワーじゃないけど、ほんとに魔ま法ほうの中にでもいるみたい……」

「そうだな……」

　コタツでガメラにようになりながら〝聖地〟のジオラマを作っていた引きこもりっこ。

　それが実際に自分の足で〝聖地〟を訪れて『聖地巡じゆん礼れい』をするようになった。

　や、これは地味にすごいことだと思うんだよ。鳥類にしてみればそれまで卵だったのがフェニックスになったくらいのすごさというか。これもひとえに〝聖地〟のおかげなんだろうな。

　その行いく人との言葉に。

「……ううん、違ちがうよ」

「え？」

「もちろん〝聖地〟のおかげだっていうのはその通りだと思う。でもそれだけじゃない……私にとって、〝聖地〟は……それだけじゃ〝聖地〟じゃないんだから」

　澄花は首を振ふりながらそう口にした。

　どういう……意味なんだ？

「私にとっては二人でいっしょに来るから……行人がいっしょにいてくれるから、そこは〝聖地〟になるんだよ。最初にして最後にして欠かすことのできない一番大事な要素。だから何ていうか……私にとって〝聖地〟は、そ、その、行人そのものなの……！　行人がいてくれる〝聖地〟を訪れる、『花はな屋や敷しき澄花の聖地巡礼』……行人と会えたから、私はこうやって変わることができた……初めてだれかとの出会いに心から感謝することができた……。……こ、こんなこと、二度は言わないんだからね……っ」

「澄花……」

「ぷ、ぷいっ……」

　恥ずかしそうにツンデラックスを発はつ揮きして横を向いてしまう。

　だけど行人との出会いを感謝だと言ってくれたのが、行人にも嬉うれしかった。

　だから。

「──サンキュな、澄すみ花か」

「…………」

「俺おれも澄花と会えてよかったと思ってるよ。それだけは、絶対だ」

「…………」

　返事はなかった。

　澄花は相変わらず行いく人とから顔を逸そらしたままで。

　だけど代わりに隣となりに添えられていた手がきゅっと握にぎられてきて。

　行人もその手を、強く握り返したのだった。







　──これからもきっと色々と大変だろう。

　学校に通い始めたといってもまだ三日しか経っていないし、何せこのアクティブ系引きこもりっこにしてツンデラックスガールにしてツンしょぼ娘だ。これからほぼ間ま違ちがいなく色々と問題が出て来るような気もする。

　でもそれも二人なら何とかいけそうな気がするんだよ。

　何といっても……澄花と行人、二人がいるところが〝聖地〟であり、『聖地巡じゆん礼れい』であるわけだからな。





ＥＮＤ　












　あとがき




　はじめましてまたはおひさしぶりです、五十嵐雄策です。

『花屋敷澄花の聖地巡じゆん礼れい１巻』をお届けいたします。




　さてさて、今回は新シリーズということで『聖地巡礼』をテーマとしたお話です。

『聖地巡礼』と言ってもそのままの意味ではなく、アニメや漫画、小説などの舞ぶ台たいとなった場所を回る、いわゆる舞台探訪としての『聖地巡礼』です。

　もともと僕ぼく自身、どこかへ出かけることや旅行が好きだったということもあり、さらに言わずもがなアニメなどは大好きということで、好きなものを詰つめ込こんだ作品となってしまいました。おかげで書いている間は本当に楽しくて……

　本作に出てくる地名やお店などは、基本的に全て実在するものなので、勝手な意見なのですが、この本を読んで少しでも『聖地巡礼』に興味を持ってくれた方が実際に現地に行った時のガイドブック的なものになってくれればいいなあ、なんて思ったりもしています。




　以下はこの本を出版するにあたってお世話になった方々に感謝の言葉を。




　担当編集の和田さま三木さま。新シリーズということでまた色々と面めん倒どうをおかけしますが、よろしくお願いいたします。

　イラストの三輪フタバさま。素敵なイラストをありがとうございます！　いただいたキャラデザをにやにやと眺ながめながら執しつ筆ぴつさせていただきました。

　作中で使わせていただいたお店の皆みな様さま、本当にありがとうございます。




　そして最後になりますが、この本を手に取ってくださった全ての方々に感謝の言葉を。




　それではまたお会いできることを願って──




　＊＊感想などをいただけるようでしたら、お手紙の他にも、こちらにコメントなどをいただければと思います。

　Twitter：@syaruruu

　ブログ：『She loves 雄』http://ameblo.jp/syaruruu/





二〇一三年五月末日　五十嵐雄策　
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五十嵐いがらし雄ゆう策さく

五十嵐雄策の聖地巡礼。10月３日生まれのＯ型。第４回電撃ｈｐ短編小説賞最優秀賞を受賞し、『乃木坂春香の秘密』で文庫デビュー。最近は釣りにハマっているようで、作家の友人たちも誘ってみたりしているようですが……果たして釣り仲間は釣れるのでしょうか？
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イラスト／三み輪わフタバ

三輪フタバの聖地巡礼。10月28日生まれのＯ型。「電撃萌王」にて、５人のバスケ少女がゆる～いテンションで楽しめる『ロウきゅーぶ！よんこま』を連載中ですよ～！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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「三輪フタバ先生」係











本書は書き下ろしです。











[image: ]電撃文庫





花はな屋や敷しき澄すみ花かの聖せい地ち巡じゆん礼れい








五十嵐いがらし雄ゆう策さく





発　行　　　　2015年3月12日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2013 YUSAKU IGARASHI





※2013年6月7日発行の電撃文庫『花屋敷澄花の聖地巡礼』初版に基づき制作








[image: ]



item/image/t001.jpg
S,

SIS - F
Hanayashiki Sumika no Seichi Jyunarei






item/image/t003.jpg
XIXmoTra F
Hanayashiki Sumika no Seichi Jyuarei






item/image/t002.jpg
S,

SIS - F
Hanayashiki Sumika no Seichi Jyunarei






item/image/p161.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p033.jpg





item/image/p237.jpg





item/image/p115.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/hyou4.jpg





item/image/gaiji-004.png





item/image/p143.jpg





item/image/gaiji-003.jpg
(0" ) *&t





item/image/gaiji-002.jpg
Y (@°V°@))





item/image/gaiji-001.jpg
(x*'~7 %) )"





item/image/p301.jpg
e

—
—=
A

Ny

=S





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		第１話



		第２話



		第３話



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p263.jpg





item/image/p063.jpg





item/image/p297.jpg





item/image/p216.jpg





item/image/k002.jpg
yunarei Honayoshiki Sumika no Seichi Jyuarei Hono

@NTgNTS

P021 -
P125  ZB2%h
P211 E35h

A-AALAAlgd
o

)

g

yunrei Honayoshiki Sumika no Seichi Jyuarei Hanoyf

Designed by Toru Suzuki





item/image/k001.jpg
-
~
&
N
&

152h@®





item/image/k004.jpg
]

/
4
f
k9
0
%
h
&
9]
&
2
2

ACAINTINE B | ¢tV






item/image/k003.jpg
N

————————
eeESH |

T o






item/image/p019.jpg
A+ =R

1szre =8I N






item/image/photo.jpg





item/image/p201.jpg





item/image/t004.jpg
XIXmoTra F
Hanayashiki Sumika no Seichi Jyuarei






